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　　　　STAGE:1

　　　　「ウォーゲーム」









　全世界に普ふ及きゆうした高こう性せい能のう携帯ゲーム機ＰＤＳを通じて、ゲーム由ゆ来らいの特とく殊しゆな力スキルを得たＡＰアルタプレイヤーたち。

　そんなＡＰたちの頂点を、スキルを駆く使ししたバトルで決定しようというアルファトーナメント。優ゆう勝しようしたチームには、世界最大の複合企業オメガコンプレックスから、あらゆる望みを叶かなえるというアルタリアリティが与えられる。

　日本の神奈川県にあるオメガコンプレックス特とく別べつ経けい済ざい開かい発はつ区く──通つう称しよう、特とつ区くには、年に一度のアルファトーナメントの開かい催さいを迎えて、名めい誉よとアルタリアリティを求める、各代表のＡＰたちが集結していた。





　　　　　◆◇◆






　第三回アルファトーナメントの、記念すべき第一戦のカード。

　ＡＰアルタプレイヤーの頂点の証あかしであるアルファトロフィーの所有者として特別枠わくで出場するのは、覇は鳥とり軍ぐん司じがリーダーとして率ひきいる、軍司チーム。

　対するは、南北アメリカ地区から代表選抜された、サンダースチーム。

　ＡＰの頂点ＶＳ超大国の威い信しん──という、いきなり世界の注目を集める第一戦は、波は乱らんの幕開けとなっていた。




「あんなの反はん則そくだろっ！」

　特とつ区くの上空には、奇き妙みような飛行機が何機も旋せん回かいをしている。

　コックピットのない、のっぺりとした機首。直線的な大きな翼。その姿はグライダーのようでもある。

　あれらは米軍の無人航こう空くう機だった。

　しかも、それは偵てい察さつ用ようではなく、ミサイルで武装をしている攻こう撃げき機。

　その証拠に、ついさっき軍司のチームメイトである斗と南なみ冬ふゆ鹿かの操あやつる戦せん闘とう機きサイドワインダーが、ミサイルによって撃げき墜ついされたところだった。

　バトル開始直後。

　冬鹿はこちらに接せつ近きんする小さな機影を遠くに見かけ、サイドワインダーを迎げい撃げきに発進させた。ところが、まだ相手の機体の形状さえ判別できないほどの遠距離から、音おん速そくを超えたミサイルの一斉攻撃という手荒い歓迎を受けることになった。

　古典シューティングゲーム『クレイモア』を由ゆ来らいとし、超ちよう機き動どうを誇る戦闘機サイドワインダーでも、超ちよう音おん速そくの連続攻撃をかわすことは困こん難なんだ。

　何発ものミサイルの直撃を受けて、サイドワインダーは跡あと形かたもなく爆散した。

　いくら軍事大国のアメリカでも、ＡＰ同士のバトルに兵器を投入させるなんてあり得ない。当然、バトルは一時中断されて、トーナメントの運営委員会では、あの無人航空機による攻撃がルール違い反はんではないのか審しん議ぎが行われている。

「くそっ、いったい何機飛んでいるんだ……」

　森の木の陰に隠れ、覇鳥軍司は上空の無人航空機をにらみつける。その機影は、見える範はん囲いだけでも軽く十機は超えている。

「軍司さん、審議の結果が出たようですよ」

　ＰＤＳの画面を食い入るように見つめていた美甘みかも天あ衣いが、軍司の袖そでを引っ張った。

「なんて言ってるんだ？」

　トーナメントの実じつ況きよう中継を利用して、運営委員会からサンダースチームの攻撃に関する公式見解がアナウンスされた。

『──サンダースチームのスタッフより、彼らのＡＰスキルは、市販ゲームではなく、米軍がＰＤＳを独自利用した無人兵器運用システムのソフトを由来としたものであるとの説明がありました』

「無人兵器運用システム……って、そんなＡＰがいるのか」

　高こう性せい能のうモバイルであるＰＤＳは、ゲーム機として以外にも様々な現場で活用されており、教育、医い療りよう、防災──そして、海外では軍事にも転用されていると、軍ぐん司じもニュースで聞いたことがある。処しよ理り速そく度ど、通つう信しん機き能のうは当然として、高解像の小型モニターと、操そう作さ性せいに定てい評ひようのあるジョイスティックが標ひよう準じゆん装そう備びされているのだから、無人兵器を遠えん隔かくコントロールする端たん末まつにはうってつけだというのだ。

　普通の高校生である軍司には縁えんの無いことで、これまで考えたこともなかったが、ＰＤＳの普ふ及きゆう率りつと応用範はん囲いを考えれば、ゲーム以外のソフトを由ゆ来らいとしたＡＰアルタプレイヤーが現れても不ふ思し議ぎではない。

『運営委員会側がわでも、現在、フィールド上で飛行する米軍所しよ属ぞくの無人兵器は従じゆう来らいの軍用ソフトではなく、サンダースチームのＡＰがスキルで操あやつっていることを確認しました。よって、フィールド内であれば無人兵器による攻こう撃げきもルール違い反はんとは認みとめられません。なお、国内での兵器運用に関しては、これから日本政せい府ふに承しよう諾だくを受ける予定です』

「そんなっ、本物の無人兵器をバトルに使うなんてありなのかよ！」

「……相手は万ばん全ぜんの構えのようです。見てください、これ」

　天あ衣いの見せてくれたＰＤＳの画面では、トーナメントの実じつ況きよう席が映し出されていた。

　アナウンサーと、その横の机に座っている猫のぬいぐるみのようなモノ。

　あの猫は、アルファトーナメントの主しゆ催さい者しやであるオメガコンプレックスの社長が、公おおやけの場に現れるときに使用する代理──アバターだ。

　ただ、天衣が見せたかったのは社長ではなく、解かい説せつ席せきの背はい後ごに並んで立つ、大たい量りようのファイルを手にした背せ広びろ姿すがたの外人たちだった。

「サンダースチームは反論を予よ想そうして、弁べん護ご団だんまで用意しているようです」

「くそっ……」

　さすが、訴そ訟しよう大国のアメリカらしい対応だ。

「それに、私もこの件をルール違反とするのは難むずかしいと思います。スキルに由来しない武器の持ち込みは禁止されていますが、スキルによってフィールド内に装備を具ぐ現げん化かしたり、身近にある岩や木を利用することは許されていますから……そこを拡かく大だい解かい釈しやくすれば、兵器をフィールド内に移動させるのも違反には当たらないかと」

　天衣は、軍司を説き伏せるように言った。

　普段は無口で大人しい天衣だが、大好きなバトルのことを語るときは少しだけ雄ゆう弁べんな性格に変わる。

「ＡＰのスキルはいろいろありすぎて、すべての状じよう況きようを想そう定ていしてルールを作るなんて無理なんです」

「サンダースチームは、そんなルールの隙すきをついてきたってことか……」

　軍司よりもよほどトーナメントルールに精せい通つうしている天衣がそう言うのなら、もはやこの決定は覆くつがえせないだろう。

　となれば、ここで文もん句くを言っていても時間の無む駄だだ。

　軍ぐん司じはすぐに気持ちを切り替えて、このバトルにどうやって勝つかを考える。

「冬ふゆ鹿か、どう思う？」

「機き動どう性せいではサイドワインダーのほうが上だが、こちらの攻こう撃げき範はん囲いの外から超ちよう音おん速そくのミサイルを撃うたれてはとても勝ち目はない。ただ、このまま隠れて、フィールドが狭まるのを待てば、あんな機動性の低いラジコンの動きは封じられるはずだ」

「なるほどな」

　観かん客きやくに見せるショー要よう素そも重じゆう視ししているアルファトーナメントでは、地味な持じ久きゆう戦せんにならないように、時間の経けい過かと共にバトルを繰り広げられるフィールドが狭められていく。

　航こう空くう力学を無視した超ちよう機き動どうが可か能のうなサイドワインダーと異なり、あちらの無人航空機は小回りが利かないはず。今回のバトルのフィールドは特とつ区くにある山全体を指定されているが、それがどんどん狭まり、サッカーグラウンドくらいになってしまえば、あの無人航空機が上空を旋せん回かいして留とどまることはできなくなるだろう。

　フィールド外からの攻撃や援えん護ごは明白な反はん則そくだから、無人航空機の攻撃は大きく制せい限げんされることになる。

「今回のフィールドが山の中で助かったな。もしも、グラウンドみたいなところだったら隠れることもできなかった」

「……ちょっと待ってください。それは無理かもしれませんよ」

　運営委員会のアナウンスを確認したあともＰＤＳを操そう作さしていた天あ衣いが、不吉な言葉を漏もらした。

「どういうことだ？」

「相手の性せい能のうを知りたくて、いまネットで米軍の無人航空機のことを調べていたんですが……あの兵器の主な目的は、偵てい察さつと空くう爆ばくとあるんです」

「……ということは」

　軍司と冬鹿は顔を見合わせる。

「あの飛行機は、こうして隠れている敵てきを倒すほうが得とく意いってことでは──」




「サイドワインダー！」




　天衣の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、冬鹿は二機目のサイドワインダーを具ぐ現げん化かさせた。

　白はく銀ぎんに輝く機体は、有う無むを言わさず軍司と天衣をすくうように上に乗せて、そのまま木々の合間を抜けて高速飛行をする。

　直後、軍司たちの隠れていた大木が爆炎に包まれた。

　またも音速を超えたミサイルによる攻撃。

　着ちやく弾だんしてから、爆ばく音おんが響ひびいてきた。

　もし、冬鹿が直ちよつ感かんでサイドワインダーによる緊きん急きゆう回かい避ひをしなければ、直撃をくらっていたところだ。軍司は考えすぎるところがあるので、このようなときは冬鹿の迷いのない行動力が有あり難がたい。互いにフォローし合って良いバランスを保ったチームとなっている。

「冬ふゆ鹿か、助かった！」

「いや、まだだ。しっかりつかまっていろ！」

　爆ばく発はつは一度ではなかった。

　次々と爆炎が立ち上がり、森は火に包まれていく。サンダースチームは圧あつ倒とう的てきな物量作戦で、この山をすべて燃やし尽つくすつもりなのかもしれない。

「あいつら、戦争と勘かん違ちがいしているんじゃないのか!?」

　ミサイルから逃げ続けるサイドワインダーから振り落とされないように、軍ぐん司じは天あ衣いの身体からだを支えてやる。

　一方、冬鹿のほうは武ぶ道どうの達人だけあって、素す晴ばらしいバランス感覚でサイドワインダーの上に立って、サーフボードのように機体を操あやつり、森の木々を避よけていく。

「アメリカにとっては、このトーナメントは戦争より得とく策さくなのかもしれん」

　トーナメントに優ゆう勝しようすれば、アルタリアリティにオメガコンプレックスをアメリカに移い転てんさせるよう望むことも可か能のう。石せき油ゆを巡って戦争する以上の利り益えきを国にもたらすだろう。サンダースチームをアメリカ政せい府ふと米軍が総力でバックアップしていても不ふ思し議ぎはない。

「けど、数だけで勝てると思うなよ」

　回かい避ひ運動は冬鹿に任せて、軍司はサイドワインダーにしがみつきながら《フィールドコントロール》を発動させる。

　歴史シミュレーションゲーム『信長の栄光』を由ゆ来らいとするこのスキルは、プレイヤーがゲーム画面で戦場の様よう子すを一目で確認できるように、現実の地ち形けいをリアルタイムで把は握あくすることができる。時間をかけて意い識しきを集中させれば、細い獣けもの道みちやら、森の木々などの障しよう害がい物ぶつまで、手に取るように頭に浮かぶ。

　なによりこのスキルの強みは、把握した地形の範はん囲い内にいる人間も感かん知ちできること。

　敵てきの偵てい察さつ機きがどれだけの索さく敵てき能力を持っていても、軍司の《フィールドコントロール》にはとうてい及ぶまい。

「サンダースチームの居場所がわかった。三人全員、一箇か所しよに固まってる」

　いくら相手が無む尽じん蔵ぞうに無人航こう空くう機を繰くり出だしてきても、それをコントロールするＡＰアルタプレイヤーさえ倒してしまえばいいのだ。敵のＡＰが三人で固まっているのならば好こう都つ合ごう。

「冬鹿、ミサイルで爆ばく撃げきできないよう乱らん戦せんに持ち込んで、一気にけりをつけよう」

「それはいい考えだ。さっき撃うち落とされたサイドワインダーの借りは返してもらう！」

　気合いの乗った声で同どう意いする冬鹿に、敵ＡＰのいる方向を指し示したあと、軍司はさらに《フィールドコントロール》でフィールド内を索敵する。

　すると、真まっ直すぐに敵ＡＰたちのほうへと向かっていく、移動物体に気づいた。

「ん……なんだこいつは？」

　人間ではない。もっと大型で、おそらく車かなにかだ。

　軍司のスキルでは、その正体までは把握できない。

　なにか悪い予感がする。

　このまま接せつ近きんしていいものか……？

「どうした、軍ぐん司じ。このまま真まっ直すぐでいいのか。方向を指示してくれ！」

　無言となった軍司に、冬ふゆ鹿かが呼びかけてくる。

　危険を冒おかしてでも攻めるべきと、頭の中では思っている。

　敵てきは物量にまかせて攻こう撃げきを仕掛けている。

　この状じよう況きよう、守りに入っていては勝しよう機きを掴つかめないだろう。

　だが、一方で自分の判はん断だんで、天あ衣いと冬鹿を危険にさらすことを恐れていた。

　ＡＰアルタプレイヤーはＨＰヒツトポイントが残っている限り、負ふ傷しようすることはない。

　とはいえ、攻撃を受ければ苦く痛つうを伴ともなうことに変わりはない。

　それに、もしもＨＰがゼロになってから、さらに肉体にダメージを受ければ、ＡＰであっても死に至る。ＨＰゼロとなったＡＰはあまりにもろい。

　かつて軍司は、そんな苦く辛つらい経験をした。

　目の前で、自分の仲間である美み優ゆを殺されたのだ。

「…………くっ！」

　身が焦こがされるような気持ちだった。

　理り屈くつでは攻めるべきと思っているのに、気持ちがその決意を鈍にぶらせる。

「軍司さん……」

　そのとき、軍司はサイドワインダーにしがみつく手に、ぬくもりを感じた。

　それは天衣の手だった。機体から振り落とされないように支えられていた天衣が、その手を軍司に重ねて、こちらを見ていた。

「決めてください、軍司さん。なにがあっても一緒に戦います。仲間ですから」

「そうだ！　おまえが、私たちのリーダーだっ！」

　天衣と冬鹿の言葉で、軍司は目の前の霧きりが晴れたような思いだった。

　あれほど身体からだにまとわりついていた迷いは、一気に振り払われ、身も心も軽くなる。

「冬鹿、右方向に十五度曲がれ。敵はもうすぐそこだ！」

「了解した！」

　サイドワインダーは上空の無人航こう空くう機に見つからないよう、森の下草をかすめながら、地を滑すべるような低空飛行を続ける。森の木々がこちらに向かって飛んでくるような勢いで迫ってきては、すぐ脇を通り過ぎていく。

　そのスリルはジェットコースターどころの騒さわぎではない。

　だが、シューティングゲームの達人である冬鹿にとって、この程度の障しよう害がい物ぶつを避よけるのは朝飯前だ。軍司もその腕を信しん頼らいしており、恐きよう怖ふはなにも感じなかった。

　すぐにサイドワインダーは《フィールドコントロール》が指し示すポイントへとたどり着く──が、そこにあるモノを見て、軍司は愕がく然ぜんとした。

「あいつら、こんなものまで……」

　木々の密度が薄くなった山の斜しや面めんに、マイクロバスほどもある大きな軍用車が停とまっていた。

　太く深い溝のある八本ものタイヤ。車体上部には重じゆう機き関かん銃じゆうまで搭とう載さい。

　その姿は、軍ぐん司じも中ちゆう東とうなどの治ち安あん維い持じで米軍が運用しているところを見たことがある。

　あれはストライカー装そう甲こう車しや。戦車には及ばないが、その頑強な装甲で操そう縦じゆう者しやを守り、火力と機動力で他者を圧倒するためにのみ生まれた、紛れもない戦闘用車両。

　そこに敵てきＡＰアルタプレイヤーの姿はなかった。当然、あの装甲車に乗り込んでいるに違いない。

　だが、運営委員会がルール違い反はんの通告を出さないということは、あれもきっと無人兵器。敵ＡＰがスキルによる遠えん隔かく操そう作さで、ここまで呼び寄せたのだろう。

　こちらの接せつ近きんに気づいたらしく、車体上部の重機関銃の銃じゆう口こうが射しや撃げき手もいないのにこちらへピタリと向けられた。まるで工場で働くロボットのような正確で機械的な動きだ。

「《マテリアライズ》！」

　とっさに軍司はサイドワインダーの前面を覆おおい尽つくすように、スキルによってスミレ色のリングを幾いく重えにも展開させた。

　ＡＰのスキルは、一人にひとつだけ。

　その原則から唯一外れた軍司が持つ、二つ目のスキル《マテリアライズ》は「仲間」となったＡＰのスキルを素材として、自分のもののように使える力。

　あのリングは触れたものを反発させ、加速させる、美み優ゆのスキル《フィジカルフィーバー》の一部だ。いまはいない美優から軍司に遺のこされた、仲間の証あかし。

　軍司はあのリングのことを、その色からヴァイオレットリングと呼んでいる。

「冬ふゆ鹿か、このまま突っ込め！」

「了解した！」

　重機関銃に目掛けて進めなんて無む謀ぼうな指示に迷うことなく従ってくれた冬鹿に、軍司は心の中で感謝する。

　もちろん、これは無謀な玉ぎよく砕さい戦法ではない。勝しよう算さんあっての突撃だ。

　これまでは自身の身体からだを加速させるために使ってきたヴァイオレットリングだったが、軍司はトーナメントに備えて、ずっとその応用方法を模も索さくしてきた。

　いまこそ、それを実じつ践せんするとき。




　ダダダダダダダダッ!!




　生身の軍司たちに向けて、重機関銃が容よう赦しやなく無数の弾だん丸がんを吐き出した。

　機関銃の弾は、両者の間に展開されたヴァイオレットリングを通過する。

　あれほどの貫かん通つう力のある物体を受けきる力はリングになく、盾たてとして使うには、その強度はあまりに足りない。

　だが、それでもリングを通過する際、弾丸はほんのわずかに軌き道どうをズラした。

　そのほんのわずかなズレが、軍ぐん司じの狙ねらいだったのだ。

　真まっ直すぐ進むサイドワインダーに狙いを絞った重じゆう機き関かん銃じゆうの弾は、すべてこちらを避よけるように四方へと散らばっていく。

　これが狙いの定まらない乱射であれば、たとえ軌き道どうがズレても、まぐれ当たりをすることもあっただろう。だが、無人兵器ならではの精密射しや撃げきが仇あだとなった。

　あの攻こう撃げきはシューティングゲームで言うところの自機狙い。すべてがこちらに命中するはずの弾だからこそ、引きつけてから少しズラせば、逆にすべて外れることとなる。

　自機狙いの弾を引きつけ、ほんの少しの動作でかわす「チョン避け」というゲームテクニックがあるが、これは自機ではなく弾のほうをずらす応用技だった。

　降り注ぐような銃弾の奔ほん流りゆうを越えて、サイドワインダーは装そう甲こう車しやの直上へと躍り出た。

　装甲車に搭とう載さいされた重機関銃は、構造上、その銃じゆう口こうを垂すい直ちよくに向けることはできない。

　すなわち、ここは敵てきの死角。

「天あ衣い、《ベイオネット》をやれるか!?」

「はいっ、大丈夫です！」

　軍司は天衣の応こたえを受けて、彼女の肩に手を回すと、サイドワインダーから離脱する。

　二人の身体からだは風圧を受けて、ふわりと宙に舞い、そのまま自由落下していく。

「《メディカルライフル・ベイオネット》！」

　天衣の手に、白く輝く巨大なライフルが顕けん現げんした。

　そして、その輝きは結けつ晶しようと化し、その砲ほう身しんに鋭するどい剣として装着される。

　愛する姉──流る音ねとの戦いの中、天衣の想おもいを貫く力が生み出した《メディカルライフル・ベイオネット》。

　天衣がずっと抱えていた姉への気持ちを届かせた、この銃剣ベイオネツトならば、あの装甲さえ貫けるはず。

　意い志しを持たない砲弾では無理かもしれない。

　だが、これは天衣と軍司の勝ちたいという気持ちを乗せた一撃だ。

　望みはＡＰアルタプレイヤーの力の根こん源げん。すべてを可か能のうとする力。

　こんな鉄の塊かたまりに頼る相手に負けるはずがない！

「行くぞっ!!」

　天衣と軍司はメディカルライフル・ベイオネットを二人で構え、落下する勢いをそのまま剣先に乗せ、ストライカー装甲車の上部装甲に突き立てた──!!





　　　　　◆◇◆







　　　　　◆◇◆






「おかげで初戦突とつ破ぱができた。みんなありがとう！」

　軍ぐん司じがコーラの入ったグラスを掲かかげる。

「おめでとうございます」

「ああ、なんとか勝てたな」

　天あ衣いは満面の笑み。

　いつも仏ぶつ頂ちよう面づらの冬ふゆ鹿かも、このときばかりは口元に笑みを浮かべていた。

　ここは高こう層そうマンションの、二十畳じようはあるリビングルーム。内装は白を基調としており、仕切りを少なくして、オープンでフラットな造りとなっている。奥にはダイニングキッチンがあり、寝室は別室。リビングの壁一面にある大きな窓の外からは、特とつ区くを象しよう徴ちようするウォーターフロントを眼下に見ることができる。

「私、男の子の家に来るのは、初めてですが……素敵なお部屋ですね」

　フローリングに敷しかれたふわふわの白い絨じゆう毯たんにぺたんと腰を下ろして、天衣はリビングの様よう子すを見渡している。

「独り暮らしには贅ぜい沢たくすぎるけど、社長がここにしろって言うから」

「お気に召さないのですか？」

「いやいやっ、その逆。好みにピッタリすぎて驚おどろいてるくらいだよ。こんな格好いい部屋に住みたいと妄想したことはあったけど……どうして、俺の好みがわかったのかな」

「オメガコンプレックスは不動産も扱ってますから、きっと軍司さんに合った部屋を探してくれたのでしょう」

「こういう部屋がおまえの好みなのか。シンプルで悪くはないが、日本人ならやはり和室が一番だろうに」

　絨毯の上でも正座を崩さない冬鹿。

　二人の女子を部屋に招いているのに、軍司自身、このマンションが自分の家という実感がまだ全然ないので、なんだかみんなで他人の家にいるような気分だった。

　トーナメントが開かい催さいされている特区と、軍司の自宅は遠く離れており、自宅から通うのはなにかと大変だ。バトルに関しては素人同然の軍司では、万ばん全ぜんの態勢で挑まねば、ＡＰアルタプレイヤーの頂点などとても望めない。

　このマンションの部屋は、そんな軍司にオメガコンプレックスの社長が用意してくれたものだった。生活に必要なものはすべて揃そろっていて、トーナメントが終了するまで諸もろ々もろの費用はすべてただで構わないという。

　もちろん、問題は住む場所だけではない。

「制服はどうしたんだ。ちゃんと注文はしたのか？」

　冬鹿は思い出したかのように尋たずねてきた。

「いや、まだだけど」

「どうしてだ。いくら仲間だといっても、いつまでも校則違い反はんを見逃してはやらんぞ」

　特区で暮らすとなると、当然、入学したばかりの地元の高校へも通えなくなる。

　そこは天衣の姉であり、星せい泉せん学園の理事長の美甘みかも流る音ねが手を回してくれて、いま軍司は地元の高校と星せい泉せん学園との交換学生のような扱いとなっていた。

「先生に聞いたら、いまの制服のままでもいいって言ってくれたから」

「そうなのか。しかし、一人だけ学生服では目立つだろう？」

「でも、遠くからでも軍ぐん司じさんを見つけられるので、私はその制服のままで良いかと……」

「なるほど、それも一理ありますね。さすがは天あ衣い様」

「見つけてどうするつもりなんだ……？」

「そ、それは……そのぉ」

　軍司に尋たずねられて、天衣は顔を赤らめモジモジと絨じゆう毯たんの毛先を指でもてあそんでいる。

　そんな天衣に代わって、冬ふゆ鹿かが胸を張って返答する。

「おまえが問題を起こしていないか、風紀委員として監かん視しする責せき務むがあるのだ」

「最近はずっと大人しくしてるだろ」

　学園に殴り込んだり、理事長を巻き込んでバトルをしたり、この特とつ区くにやってきてからいろいろ問題行動が多かったのは認みとめるが、最近はなにもトラブルは起こしていない。

　トーナメントの間だけという期限付きではあるが、勝手に通う学校を変えたことや、特区での独り暮らしを認めてくれた理解ある両親に、余計な心配をさせたくはなかった。

「……どうかしました？」

　気づくと、さっきまで顔を赤くしていた天衣が、こちらを心配そうに見ている。

「あ、顔に出てたかな。いまちょっと家族のことを考えていたんだ」













「ははーん、もうホームシックか？」

「そんなところかな」

　にんまりとしている冬ふゆ鹿かに、軍ぐん司じは曖あい昧まいな笑みを浮かべて誤ご魔ま化かした。

　たったいま考えていた家族の存在──それがいま、軍司の中で揺らいでいる。

　なぜなら、世界の姿でさえ書き換えてしまう力を持つアルタリアリティによって、軍司の人生は変えられてしまったと知ったからだ。

　どこまでが本当で、どこからが偽いつわりなのか？

　軍司にそれを知る術すべはない。

　軍司の記憶を改変アツプデートし、この特とつ区くから追つい放ほうしようとした本人に聞くしかないが……その人は、いまこの世にはいない。

　真実を抱えたまま、彼女は死んだ。

　軍司にとって、最初の仲間……美み優ゆ。

　だから、軍司がトーナメントに優ゆう勝しようできたとき、アルタリアリティに望むことは、美優を甦よみがえらせることともう決まっている。

　それは、命を賭としてまで自分を守ろうとしてくれた美優のためでもあった。




　軍司が黙り込んでしまうと、天あ衣いも冬鹿も会話が続かなく、やや気まずい沈ちん黙もくの時間が流れたが──そのとき、部屋の呼び鈴が鳴った。

「初戦突とつ破ぱのお祝いなのに、遅くなってごめんなさい」

　やってきたのは、天衣の姉、流る音ねであった。

「お姉様、お忙しいところありがとうございます！」

「天衣が待っているというのなら、どこにだって足を運ぶわよ」

　毎日、自宅と学園で顔を合わせているくせに、久しぶりの対面かのようなやりとりをする天衣と流音。

　この二人は本当に仲の良い姉妹で、特に流音から天衣に対する愛情はやや度が過ぎている。この前、流音と学園を巻き込んだバトルに発展したのも、半分は流音のシスコンのせいではないかと、軍司はいまでは思っている。

「今日はよく俺の家に集まることを許可してくれましたね」

　そんな妹を溺でき愛あいする流音に、軍司はちょっとだけ皮肉を交えて言った。

「まあ、冬鹿が同席するということなら間違いは起きないでしょう。それに、この部屋は二十四時間監かん視し下に置いているから──」

「ちょっ、いまなんて!?」

「冗談よ、冗談」

　高校三年生でありながら、学園の理事長を務め、さらには世界的企業のオメガコンプレックスの重役に名を連つらねる人物が言うと、どうも冗談には聞こえない。

「それはともかく、アルファトーナメント第一戦突破。おめでとうと言わせてちょうだい」

「ありがとうございます。それも、理事長の応援があったおかげです」

　ＡＰアルタプレイヤーになったばかりでバトルに関して素人同然の軍ぐん司じに、流る音ねはトレーニングのサポートや、情報の提てい供きようなど、様々な手助けをしてくれている。前回のアルファトーナメントの優ゆう勝しようチームの一員からのアドバイスは、なにより参考になるものだった。

「初戦のサンダースチームの正体を事前に探れなかったのは、申し訳なかったわ……軍事機密並みにガードが堅いと思ったら、本当に軍事機密だったなんて」

「まさか軍事用のシステムのＡＰがいるとは、誰も思わないですよ」

「日本国内における無人兵器の運用について、アメリカ政せい府ふから強い圧力が日本政府にかけられているという話は、ちらりと耳にしていたのだけど……それが今回のバトルへの布ふ石せきだったとは、見抜けなかったわ」

「アルファトーナメントのために、そんなことまで？」

　バトルのために政府に圧力をかけるなんて、どこまでアメリカは本気なのか。

「オメガコンプレックスにどんな要望でも出せるアルタリアリティには、それだけの価値があるということでしょう。それにアメリカとしては、もうひとつ思おも惑わくがあったみたい」

「というと？」

「六ろく波は羅ら兄弟を倒すことよ」

「栄え楠くすをですか……？」

　世界で唯一の「勇者」として認みとめられている六波羅栄楠を長兄とするＡＰの三兄弟。

　各地の紛争地帯を巡り、あらゆる主義主張を無視して、すべての勢力の武装解除を圧あつ倒とう的てきな武力で強制するという、独自の勇者活動を続けている。

　そんな六波羅兄弟は、前回ではあっさり出場を辞退したというのに、今回のトーナメントでは打って変わって参戦の意い志しを大々的に表明した。

　もちろん、アルファトーナメントはＡＰならば誰でも参戦できるというものではない。

　トーナメントの参戦枠わくはたった八組で、それは三つに分類されている。

　ひとつは最強のＡＰの証あかしであるアルファトロフィー所有者に与えられる特別枠。前回は六波羅栄楠が辞退したため空席だったが、今回は軍司たちがこの枠での参戦をしている。

　残る七枠のうち、四枠は世界各地域の代表枠として割り当てられている。

　南北アメリカ、アジア環太平洋、ＥＵ、そしてＡＰの集まる特とつ区くの四地域だ。

　それぞれの地域がどのように代表を決定するかは、現地の政府機関に一任されている。

　莫ばく大だいな利り益えきを生む可か能のう性せいのあるアルタリアリティを賭かけたトーナメントのため、ＡＰの選抜は高度な政治的問題となっているらしい。

　一方、オメガコンプレックスの社長が求めるお祭り騒さわぎを体現しているのは、人気投票枠だろう。アルファトーナメント運営委員会の主催による、世界規き模ぼで行われるＡＰの人気投票上位三名をリーダーにしたチームをトーナメントに招待するというものだ。

　国家間のドロドロとした駆け引きとは違って、こちらは公明正大。三ヶ月間に及ぶオープンな投票によって決められる。

　単純にバトルに強いかだけではなく、知名度やルックスも重じゆう視しされるため、ショービジネスとしては人気投票枠わくのほうが注目度は高い。

　とはいえ、やはり実力も大切だ。

　六ろく波は羅ら栄え楠くすの冠かんする「最強」と「勇者」の名は圧あつ倒とう的てきであり、楽々と人気投票第一位でアルファトーナメントに参戦をしてきたのであった。

「でも、どうしてアメリカが栄楠を狙ねらうんですか？」

「大国の威い信しんというやつでしょうね。国連に認みとめられた勇者とはいえ、好き勝手に世界情勢をかき回されたら、アメリカも心中穏やかではないでしょう。栄楠が勇者でいられるのは、最強だからこそ……それをトーナメントという大舞台で覆くつがえすのが狙いだったのかも」

　六波羅兄弟の強みは、地球上のあらゆる兵器でも抹まつ殺さつ不能とされる栄楠の理不尽なまでの強さ以外に、妹の暁あき奈なが駆く使しする《セブンリースペル》というファンタジーＲＰＧロールプレイングゲームの魔法をそのままリアルに持ち込んだようなスキルにもある。特に、軍ぐん司じを地元の高校から特とつ区くまで連れてきた、瞬時に長距離移動を可か能のうとするスキルは、既存の軍隊の戦術を無意味にするほど便利なものだ。

　だが、トーナメント運営委員会の設定する範はん囲いが限定されたフィールドでのバトルならば、その効果も半減するだろう。

「栄楠がルールに縛られた戦場トーナメントに現れたのは、勇者なんてヤツに腹を立ててた大国にとってもチャンスだったってことか」

　自分以外にも栄楠を倒そうとしている者がいるのは、複雑な気持ちであった。

　美み優ゆの仇かたきである栄楠は、この手で倒したいと思っている。

　だが、その強さを身を以もつて知っているだけに、トーナメントに優ゆう勝しようすることだけを考えるのならば、対決は避さけたいという気持ちもわずかにある。

　もっとも、幸か不幸か、トーナメントの配置では、軍司が栄楠のチームと当たるのは決勝戦の場であった。まずはそこまで勝ち進むことが先決だ。

「ＡＰアルタプレイヤーのすることなら、ほとんど治外法権が認められている特区内とはいえ、軍事機密の固まりの無人兵器を飛ばすなんて……アメリカも無茶をするわ」

「逆に言えば……あれだけの無茶をしないと栄楠を倒せないと思ったってことですね」

　世界一の大国が、世界最強の軍を動かさねば勝てないと思う相手……軍司はそいつを決勝戦で倒さねばならないのだ。

「暗い顔をしないの。そんなやつらのチームに、今日、あなたは見事に勝ったんでしょう？」

「そう言われてみれば、そうですね」

　流る音ねの言うとおり、逆に考えれば、軍司のチームはそれ以上の実力をつけているとも言える。軍司はその言葉に励はげまされた気分だった。

「もちろん、私の可愛かわいい天あ衣いのおかげもあるでしょうけど」

「いいえ、私なんて……」

　突然、話を振られて、天衣はびっくりしたような顔をする。

「自信を持ちなさい。あなたは自慢の妹よ」

「そんな、恥ずかしいです……」

　尊そん敬けいする姉にべた褒めされて、天あ衣いはふわりとカールした髪を両手で挟むようにして顔を隠す。きっと照れているのだろう。

「いえいえ、天衣様が敵てきの装甲を貫かねば、サイドワインダーで車内を砲撃することは叶かないませんでした」

　そんな天衣に冬ふゆ鹿かも力説するのだが──

「冬鹿もよくやったわね。あそこまでＮＰＣを自在に操あやつれるなんて、さすがだわ」

「る、流る音ね様！　もったいないお言葉です……」

　冬鹿も顔を真っ赤にさせて、恐きよう縮しゆくしたようにうつむいてしまった。

「ふふふっ、二人とも可愛かわいいわね」

　流音は天衣と冬鹿の間に入ると、両手で二人を抱きしめる。

　軍ぐん司じは完全に蚊か帳やの外。さっきの励はげましの言葉も、妹たちを褒めるための伏線だったのではないだろうか？

「なにを女同士でイチャイチャしているんだか……」

　とても見ていられないので、軍司は顔を伏せて自分のＰＤＳの画面をチェックする。

　ついさっき、メール着信のメロディが流れたからだ。

　もっとも、いま最大の関心事であるトーナメントのチームメイトたちはここに揃そろっているので、たいした用事のメールとは思えないが……













「んっ、これは？」

　届いたメールの発信名は「黒兎」という、見知らぬ名前だった。

「どうしたの、覇は鳥とり軍ぐん司じ。あなたも私の妹を褒めてもいいのよ。姉の私が許可するわ」

　前回のバトルで敗北してから、なにかがふっきれたように妹を可愛かわいがる流る音ねの戯ざれ言ごとはスルーして、軍司はメールの内容を確認した。

　そこにはたった一言──




「トーナメントを辞退しろ」




　とだけあった。

「なんだよこれ……？」

　脅きよう迫はくというほどでもないが、こんなメールは気分が悪い。

　そもそも軍司のＰＤＳのアドレスは家族と友人しか知らないはずで、こんな黒兎という発信者には心当たりがなかった。

「どうかしましたか？」

　姉に一方的に愛めでられていた天あ衣いが、ＰＤＳを見つめる軍司に声をかけてきた。

「いや、妙なメールが来てて」

「メールですか？」

「くろうさぎ……って読むのかな。知らないやつからメールが来てるんだけど、天衣はこんなやつに心当たりある？」

「さあ、知りません。くろうさぎですか。可愛いお名前ですね？」

　軍司も、天衣たちが知っていると期待していたわけではないのだが……その名を聞いた途端、流音の表情が一変した。

　虚きよを衝つかれたように驚おどろいたかと思うと、すぐに口元を引き締め、天衣を愛でていたときとはまったく違う真剣な面持ちで軍司を見つめる。

「覇鳥軍司、ちょっといいかしら？」

　流音はすっくと立ち上がると、軍司に部屋の外に出るよう目で合図をした。

　そのただならぬ雰囲気に、軍司は従う以外の選択肢はない。

　天衣と冬ふゆ鹿かも、流音の険しい表情に言葉を失い、ただ様よう子すを見守るだけだ。





　　　　　◆◇◆






「そのメールの相手。黒い兎うさぎと書いて、黒兎なの？」

「ええ、そうです」

　軍司は流音に自分のＰＤＳを見せた。

　リビングを出て、広い玄関ホールで軍ぐん司じと流る音ねは二人きりで立ち話をしている。

　流音はしばらくＰＤＳを凝視してから、軍司に返す。

「だとすれば、それは『くろうさぎ』ではなく、『くろうさ』と読むはず」

「くろうさ？」

「……私には、その名に一人だけ心当たりがある」

「理事長の知り合いなんですか」

「ええ、黒くろ兎うさは……かって、私の仲間だった子よ」

　流音が仲間と呼ぶ相手。

　軍司は少し考えてから、自分もよく知る存在のことを思い出した。

「それって、まさか！」

「ええ、前回のトーナメントで優ゆう勝しようした美み優ゆのチームの三人目。いまはロストサードと呼ばれているＡＰアルタプレイヤーの名が──その、黒兎」

「あの、ロストサードですか!?」

　世界的イベントであるアルファトーナメントで優勝をしながら、その正体を隠したまま姿を消した三人目ロストサード。

　そんな人物が、向こうから自分にアプローチしてくるなんて思ってもいなかった。

「世界中から注目された黒兎が、忽こつ然ぜんと姿を消して、いまも正体不明のままでいられるのは……実は、誰かがアルタリアリティで世界をそのように改変アツプデートさせたからなの」

「それって、自分の正体を隠すことを望んだということですか？」

　アルタリアリティはどんなことでも叶かなえるというのに、それは妙な望みに思える。

「黒兎がそう望んだのかどうかはわからないけど……とにかく、彼女の正体は不明ということに世界は改変された。トーナメントで戦った事実までは消えなかったけど、いまこうして彼女の正体はロストサードなんて呼ばれる曖あい昧まいなものになってしまっている」

「でも、どうしてロストサードが『トーナメントを辞退しろ』なんて……もしかして、美優のアルファトロフィーを俺が受け継いだことが気に入らないとか？」

　流音は頭痛を堪こらえるようにこめかみを押さえながら、首を振った。

　彼女は、アルタリアリティによる世界の改変から外れた存在となるよう望み、観測者オブザーバーとなった。おかげで流音は改変前の世界を忘れずにいるが……その知識を語ることは、彼女の身体からだに多大な負担を与えることになる。

　流音の前髪にある、一房の銀髪。

　それは軍司の過去に関する真実を伝えてくれたときの代償だった。

「黒兎の動機はわからない……でも、もし、そのメールの主ぬしが本当に黒兎であれば、私も知らないあなたと美優の秘密を知っているかもしれない」

「秘密って……？」

「美優があなたに偽いつわりの人生を与えた真の理由よ……」

「それを、ロストサードは知っているんですか」




「おそらく……なぜなら、黒くろ兎うさはあの美み優ゆの妹なのだから」




「美優の……妹……!?」

　流る音ねの口から驚おどろきの事実を聞いて、言葉を失う軍ぐん司じだったが、そのときＰＤＳから場違いなお知らせ音が鳴った。

　メールの着信音とは別の独特のメロディだ。

「この音は!?」

　大事な話の最中ではあったが、軍司はあわててＰＤＳを確認する。

　なぜなら、このメロディは軍司の《マテリアライズ》のスキルが、新たな仲間を登録したときの音だったからだ。

　一瞬、流音が仲間になったのではと思ったが、それは間違いだった。

「なんだ……なんでこの名前が……？」

　ＰＤＳに表示された名前──それは、なんと軍司にアルファトーナメントの辞退を求めている、あの黒兎の名前だったのだ。






　　　　STAGE:2

　　　　「ロストサード」









　トーナメント第一戦を勝利した日の夜から、二日間、軍司は昼夜を通して、特とつ区く内を歩き回ることに時間を費やしていた。

　次のバトルに向けてのミーティングやトレーニングもある中、体力的には限界だったが、それでも軍司はとても休んではいられない。

　そうまでして軍司が探しているのは、あれっきりメールをよこすことのないロストサード──黒兎の居場所だった。

　もちろん、闇やみ雲くもに探し回ったところで見つかるはずもない。

　だが、軍司には《フィールドコントロール》がある。仲間として登録された人物ならば、数百メートルの範はん囲い内に入れば、個人を特定して存在を感かん知ちすることができる。

　もしも、ロストサードが特区にいなければ、すべては徒労に終わるだろうが……軍司は、もしそうであればそれでも構わないと考えていた。

　軍司をアルファトーナメントに参加させたくないという意い志し。

　それは、美み優ゆと通じるものがある。

　美優の妹であるロストサードが、美優と同じ目的で、軍ぐん司じにあのような警告をしたとしたら……彼女の次の行動は、美優と同じように六ろく波は羅ら栄え楠くすとの対決という可か能のう性せいもある。

　ウォーターフロントでの美優と栄楠の戦いは、いまも軍司の記憶に焼き付いている。

　トーナメントで繰り広げられるルールに従ったバトルとは違う。

　相手を打ちのめすための、本気の戦い。

　その結果、美優は栄楠の凶きよう刃じんに倒れ、命を落としたのだ。

　美優のような犠ぎ牲せいは、もう絶対に出したくない。

　ロストサードを探し出し、アルタリアリティによって改変アツプデートされた過去を知ることも大事であるが、軍司にとっての一番の目的は、彼女と栄楠を戦わせないことだった──




「──おい、軍司。なにをぼんやりしている!?」




　冬ふゆ鹿かの怒鳴り声に、軍司は我に返った。

「あっ、すまない。考えごとをしていた」

「せっかく流る音ね様からいただいた対戦相手の情報を説明しているというのに、ほかに優先して考えることがあるというのか!?」

　細長いガラステーブルと赤い革張りのソファーのある個室で、軍司たちはミーティングの最中であった。

　ロストサード探しの疲労のせいか、軍司は冬鹿の説明を聞きながら、うっかり意い識しきが飛びかけていた。実のところ、いまの体調は最悪。頭はぼんやりして身体からだも重くだるい。

　睡眠不足と、疲労の合わせ技のせいだ。

　だが、チームリーダーとしてこれではいけないと自らを奮い立たせると、冬鹿が持ってきた資料に目を向ける。

「今日は、準決勝で当たる相手についてだったよな……でも、それは明日のトーナメント第二試合で、どっちが勝つか確認してからでよかったんじゃないのか？」

「どちらが勝つかは、ほぼわかってる。軍司、資料をちゃんと読んできたのか？」

　冬鹿はまるで厳しい女教師のように、手に持っているプリントをぴしゃりと叩たたいた。

「ご、ごめん……」

「どうしたんですか、軍司さん。なんだかお疲れのようです。もしかして、よく眠れていないのではないですか？」

「そうなのか、軍司？　プレッシャーがかかるのはわかるが……休めるときに、休まねばトーナメントを戦い続けられないぞ」

「いや、大丈夫だよ。本当にすまなかった」

　いまのところ、ロストサードのことは軍司と流音だけの秘密としており、自分が休養時間を使って、特とつ区くを探し歩いていることを二人は知らない。

　ロストサードがトーナメントを辞退するように言ってきたことや、そんな彼女がなぜか《フィールドコントロール》では、軍ぐん司じの仲間になっていることを伝えたところで、いらぬ混乱をさせるだけと思ったからだった。

　だが、それでも親身になってくれる二人に隠し事をしていることは心が痛んだ。

「よかったら、これをどうぞ。上手に焼けてますよ？」

　おずおずと天あ衣いが差し出したのは、その遠えん慮りよがちな態度とは対照的に、こんがりと焼けたワイルドな骨付き肉だった。

　それは天衣のスキルの由ゆ来らいとなった『ワイルドハンター』では定番の回復アイテムだ。

《メディカルライフル》のヒーリングショットはＡＰアルタプレイヤーのＨＰヒツトポイントを回復させるという貴重なスキルだが、このこんがり肉には疲労回復の効果があるという。

「食べながらでもいいから、私の話をしっかり聞いていろ」

　風紀委員だけあって規律にうるさい冬ふゆ鹿かから、まさかのお許しが出た。

　そんなに疲労が顔に出ていたのだろうか。

「ありがとう……じゃあ、いただきます」

　軍司は、漫画に出てくるような骨付き肉にかぶりつく。

　スキルで生み出されたものとは思えぬ、香ばしい匂においと、口の中で弾はじけるうまみ。それでいて、不ふ思し議ぎと肉汁などが垂れてこない、驚おどろきの食べやすさ。『ワイハン』ではモンスターと戦いながらこの肉を食べているが、この食べやすさならば納得である。

「スキルで作ったとは思えないほど美お味いしいな。それに、なんか元気が出てきた気がする」

「お役に立ててなによりです」

　ソファーに並んで座っている天衣は、その横で骨付き肉を食べる軍司をじっと見つめ、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「あー、ごほん。天衣様、近寄りすぎです。ミーティング中ですので、もっと離れて座ってください」

「ご、ごめんなさい、冬鹿ちゃん」

　冬鹿に注意され、天衣はあわてて横にずれる。

「さっきの話に戻るが──明日、勝利して、準決勝で私たちの対戦相手となるのは、特とつ区く代表のタギリチームでほぼ決まりだろうな」

「人気三位のミハイルチームには勝ち目がない？」

　明日の第二試合は、人気投票三位枠わくと特区代表枠のぶつかるカードとなっている。

　その人気第三位枠のチームリーダーであるミハイルは、アルファトーナメントの第一回と第二回、連続して参戦している常連だ。

　第一回トーナメントでは決勝戦で栄え楠くすチームと戦い敗れたものの、当時の大人気ゲーム『ポータブルモンスター』のＡＰであったことと、なにより金きん髪ぱつ碧へき眼がんのモデル並のルックスのおかげで一躍大人気となった。

　実力の栄楠、人気のミハイルとも言われ、その後はタレントとして、モデルを務めたりハリウッド映画にも出演するなど、いまでもひっぱりだこになっている。

　おかげで、第二回ではあの六ろく波は羅ら栄え楠くすを差し置いて、堂々の人気第一位枠わくで二度目の参戦をしたのだが──結果は、初戦敗退。

　さすがにその人気にも陰りが出たのか、今回は第三位にまで転落しており、落選した第四位のＡＰアルタプレイヤーともギリギリの差だったという噂うわさだ。

「軍ぐん司じも知っていると思うが、ミハイルは実力より、メディアへの露出の多さで人気を獲得しているＡＰだからな。一方、タギリチームはこの特とつ区くの代表に選ばれただけあって、かなりの実力者。栄楠チームと並んで優ゆう勝しよう候補とまで言われている。まず、勝負は決まっていると考えて良いだろう」

「けど、ミハイルだって、第一回のトーナメントでは決勝戦まで勝ち進んでいるんだから、それなりに実力はあるんじゃないのか？」

「それはミハイルのスキルがうまくハマった結果だ。彼のスキルは『ポタモン』のように、相手のＮＰＣを自分のものにして操あやつること。相手から攻こう撃げき手段を奪い、それを利用して反撃をするというスキルはハマれば確かに恐ろしい」

「俺の《マテリアライズ》と似てるけど、強制的に相手のＮＰＣを奪えるのは強いよな」

　軍司の《マテリアライズ》は、仲間になったＡＰからスキルを託されるもので、敵てきから奪い取って使うなんてことは、基本的に不ふ可か能のうだ。

「だが、スキルの正体がわかってしまえば、ミハイルにＮＰＣを与えなければ良いだけのこと。実際、第二回のトーナメントでは、ＮＰＣを使うスキルのＡＰを組み込まない布陣で相手チームが挑んできたため、ミハイルはなにもできずに敗退をしている」

「ミハイルさんは目立ちすぎたせいで、対策も研究されてしまったんです」

　いままで黙っていた天あ衣いが、説明を付け加える。

　スキルが研究されているという点については他ひ人と事ごとではなく、流る音ねとのバトルがネットで世界中継されてしまっている軍司たちにも言えることだった。

「なるほどね……」

　ＡＰのバトルはスキルの相性次第だというが、まさしくそのとおりだ。

　単純な戦績や、どんなスキルを使うのかといった、表面上の資料だけでは見えないところに勝敗を分ける決め手があることに気づかされる。

「トーナメントでは、バトルごとにチームリーダー以外のＡＰの交代は認みとめられているので、相手のスキルと相性の良いメンバーで挑むという戦いかたもあります。ただ、やっぱり栄楠チームのように固定メンバーでバトルをするチームのほうが多いですけどね」

　天衣の説明に、冬ふゆ鹿かはうなずく。

「優勝賞品のアルタリアリティは、トーナメント決勝戦で戦い、優勝したチームの三名にしか与えられないからな。勝ち進むためだけにメンバーを増やせば、チーム内に確執を生むことだろう」

　軍司も自分をリーダーに、天衣と冬鹿という三人だけでトーナメントに挑んでいる。そもそも、この二人以上に頼れるＡＰアルタプレイヤーに心当たりもない。

「話を聞くと、ミハイルのスキルは冬ふゆ鹿かの《サイドワインダー》とは相性が悪いから、戦わないですむのなら有あり難がたいな」

「悔しいが、おまえの言うとおりだ。私のサイドワインダーを奪われては、こちらにとても勝ち目はあるまい」

「それって、何気にサイドワインダーの自慢をしているよな」

「自慢ではない。事実だ」

　シューティングゲームをこよなく愛し、サイドワインダーに絶対の自信を持つ冬鹿らしい言葉だった。

「といったわけで、私たちの次の対戦相手となるのは、特とつ区く代表のタギリチームでほぼ決まり。そして、今日はそんな彼らの偵てい察さつにやってきたというわけなのです！」

　天あ衣いは両手をぐっと握り、やけに力の入った様よう子すで言った。

「偵察？」

「実はですね、今日、ここでタギリチームが最終調整をするそうなんですよ」

「そもそも、なんでこんな場所でミーティングを開いたのか、疑問に思わなかったのか？」

「そりゃあ、遊びに来たのかな、と……」

「そんなわけがあるか」

　冬鹿は呆あきれ顔をしているが、ここに遊ぶ以外の理由で来る人を探すほうが難むずかしいだろう。

　いま軍ぐん司じたちが来ているのは、ウォーターフロントにある『オメガパーク』という大型複合アミューズメント施設。ボーリング場、フットサルコート、プールなどの様々なスポーツ設備。さらに、ショッピングモール、映画館、ゲームセンター、ビリヤード、ダーツ、カラオケ……とにかく、ここに来れば、遊ぶためのものはなんでも揃そろっている。

　中でも、特区ならではの目玉施設がＡＰたちが自由にバトルのできるフリーバトルフィールドだった。

　四方を強化ガラスによって囲まれた、バスケットコートくらいの広さのフィールド。

　専門の審判の監かん視しの下で、ＡＰたちはまわりに気兼ねなくスキルを駆く使しして、バトルを楽しむことができるのだ。

　また、強化ガラスを挟んで、フィールドはぐるりと観かん客きやく席せきで取り囲まれている。

　ここでのバトルは、オメガパークに来た人ならば誰でも観戦することができる。いや、むしろここはＡＰのバトルを見物する観客のための施設と言ったほうが良いだろう。

　いま軍司たちがミーティングをしていた個室も、実は、そんなフィールドを最高のポイントから見下ろすＶＩＰ席であった。

　普通ならとても高校生の身では利用できないような料金を取られるところだが、ここを経営しているのは例によってオメガコンプレックスである。そこの重役の流る音ねのコネのおかげで、特別に無料で使わせてもらっているのだ。

「じゃあ、このフィールドで特区代表のチームがバトルをするのか」

「はい、そうなんですよ」

　ＶＩＰ席から見下ろす観かん客きやく席せきは、立ち見まで出ているほどの混雑ぶりだ。

「はぁ……すごい人気なんだな」

「タギリチームは、このフィールドをホームグラウンドとして実力と人気を高めて、特とつ区くの代表に選ばれた地元チームですからね。トーナメント二回戦前の最終調整と、地元ファンへのサービスも兼ねているのでしょう」

「なんだか、ずいぶん嬉うれしそうだな」

　バトルのことになると天あ衣いはテンションの上がる性格だが、今日はいつも以上に興奮気味だ。フィールドを見る目がキラキラしている。

「実は、私もタギリチームのファンなんです。ここにもよく観戦に来ていました」

「そうなのか……で、タギリチームのメンバーって、どんなＡＰアルタプレイヤーたちなんだ？」

　資料は頭に入れているつもりだが、せっかくなら実際に見たことがあるという天衣の意見を聞きたかった。

「スキルの由ゆ来らいとなったゲームは、私と同じ『ワイルドハンター』です。チーム三人揃そろって、同じゲームのＡＰという珍しいチームですね。でも、回復系はいなくて、リーダーで大剣使いのタギリ、二刀流のラウド、クロスボウのエリスと、みなさん戦闘に向いた職業ばかりです。スキルもワイハンのキャラのように武器を自在に使いこなし、さらに強きよう靭じんになるという、典型的な強化タイプブーストのＡＰですね」

「前回の大会にも出場して……確か、決勝戦で美み優ゆのチームに負けたんだよな」

「お姉様が《ザ・メイアー》でフィールドを迷路にしてタギリチームを分断させたんです」

「タギリチームの本ほん領りようは、同じゲームのＡＰならではの息の合った連携プレイだからな。さすがは流る音ね様と言うべき、作戦の勝利だ」

　冬ふゆ鹿かが口を挟み、我が事のように自慢げに説明していると──




「ホントに、あの決勝戦には参ったよ。俺たち、いいとこなしだったからな」




「んっ？」

「ええっ!?」

「たわああああああ[image: ][image: ][image: ]っ!?」

　軍ぐん司じたちは悲鳴に似た驚おどろきの声を上げる。

　なぜなら、軍司たちのいるＶＩＰルームの入口に、なんといま話題にしていたタギリチームの三人が揃って立っていたのだ。

「なぜ、あなたたちが!?」

　冬鹿はすぐさま警戒心をむき出しにして、天衣をかばうようにして身構えた。

「ここはホームグラウンドだからね。いくらでも情報は入ってくる……って、それにしても驚きすぎだろ。さっきの大声は誰だ？」

「それは……」

　軍ぐん司じと冬ふゆ鹿かは揃そろって天あ衣いのほうを見た。

「………………すみません。まさか本物に会えると思わなくて、はしたない声を出してしまいました」

　ソファーの上で、天衣は太ももの間に両手を挟んで、恥ずかしそうに縮こまっている。

「きみ、時々、このフィールドで応援してくれてただろ？」

　リーダーのタギリが天衣に話しかける。

　年齢は軍司より少し上で、確か大学生くらいだったはず。背は高く、細身ながら割と筋肉質な体型。黒いシャツに麻のジャケットという、カジュアルな私服姿だ。

「は、はい……みなさんに憧あこがれていたので！」

「トーナメント優ゆう勝しようチームの美甘みかも流る音ねの妹さんで、自分も準決勝進出をすでに決めているきみにそんなことを言われるとは光栄だな」

「そ、そんな……」

　その様よう子すを見て、さっきから天衣のテンションがやけに高い理由がわかった。偵てい察さつもさることながら、憧れのチームを生で見られるということで浮かれていたのだろう。

　そんな天衣に、軍司はなにか気分がモヤモヤとした。

　いずれは対戦する相手に、そんな調子でいいのか……？

　いや、この気持ちはそういうことではなくて、もっと別の……なんなのだろうか。

　タギリたちを目の当たりにしてむっつりする軍司だったが、もう一人の人物はさらに不機嫌であった。

「天衣様に馴なれ馴なれしくしないでいただきたい！」

　冬鹿が、天衣とタギリの間に割って入る。

「そんなに警戒されると、みんなを誘いに来たなんて言いづらいな」

「誘いに来た？　ナンパとかいうアレのつもりか!?」

　冬鹿の表情がいっそう険しくなる。

「いや、そういうのじゃなくて……みんなは、うちのチームの調整を見に来たんだろうけど、せっかくだったらそれに付き合ってくれないかと思ってね」

「それって、どういうことですか？」

　さっきのモヤモヤの理由はひとまず置いておいて、軍司はタギリの話をさらに聞きたくなった。

　そんな軍司に、タギリは軽い口く調ちようで提案をしてくる。

「よかったら、うちらとバトルをしてみないか？」





　　　　　◆◇◆






「偵察に来たつもりが、まさか優勝候補のチームとバトルすることになるなんて」

　さっきまでＶＩＰ席から見下ろしていたバスケットコートのようなフリーバトルフィールドの中央に、いま軍ぐん司じたちは立っている。

　タギリたちの調整どころか、アルファトーナメントに参戦するチーム同士のバトルというビッグサプライズカードのおかげで、観かん客きやく席せきの混雑は倍増して、まだまだ客は増加中。観客席の入口ではスタッフが客の整理に大忙しだった。

　軍司はそんな騒さわぎを遠くに眺めながら、タギリの真意について考える。

　当然、準決勝で当たるかも知れない軍司たちの手の内を知りたいと思ったからなのだろうが……それでも、圧あつ倒とう的てきに実戦不足の軍司にとって、優ゆう勝しよう候補といわれるタギリチームとのバトルは経験値を高める有あり難がたいチャンスだった。

　だからこそ、軍司もタギリの誘いを受けたのである。

　ただ、冬ふゆ鹿かは「こんな馬鹿げたこと」と怒って、バトルには不参加。

　どうも天あ衣いのタギリに対する「憧あこがれている」といった態度が気に入らないらしい。口には出さないが、軍司もそれにはちょっと同感である。

　といったわけで、こちらのチームは軍司と天衣。

　あちらは大剣使いのタギリと、クロスボウ使いのエリスという二対二のカードとなった。

　いくら良い練習になるとはいえ、こちらの手の内をすべてさらすわけにもいかないので、バトルを辞退した冬鹿の判はん断だんは正しいかもしれない。

　それにたまたまだが、接せつ近きん戦をメインとするアタッカーと、遠距離からの支援をするサポーターという同じタイプのＡＰアルタプレイヤーの組み合わせになっている。タギリとエリスの連携プレイを学ぶにしても、これはちょうど良かった。

「相手に過度なダメージを与えないよう、大火力攻こう撃げきや連続攻撃は自重するという感じでいこう」

「わかりました」

　タギリからのバトルのレギュレーション確認に、軍司たちはうなずく。

　かっちりルールを決めることはなく、互いに空気を読めといった感じの、割とゆるめなレギュレーション。雰囲気としてはストリートバスケのようなノリだった。

「そうだな……俺らはトーナメントも近いし、ＨＰヒツトポイント表示がグリーンになった時点で、自己申告によるリタイアとしようか。それでいいかい？」

「ええ、それで結構です」

　ＡＰのＨＰ表示は虹にじの色の変化と似て、青から始まり、緑、黄色、オレンジと変化していく。そして、それが赤となるとＨＰがゼロになり、ＡＰは行動不能に陥る。

　ＨＰは安静にしていれば約一日で全快するが、タギリたちは、明日の今頃の時間にはトーナメントの本番で戦っているはず。万が一にもダメージを残してはならないので、このレギュレーションは妥当なものだろう。

「あと、このフィールドでの会話は案外とマイクが拾うからね。内緒話をするつもりだったら、小声でしたほうがいいよ」

「えっ、マイクなんてあるんですか？」

　いままで知らずに、普通に会話をしてしまっていた。

「ＡＰアルタプレイヤーって、必殺技の名前とか叫びたがるやつが多いから、フィールドの音声も観かん客きやくに聞こえるように工夫してあるんだよ。そっちのほうがバトルも盛り上がるだろ？」

「なるほど……」

　格闘ゲームのＡＰは特にそうだし、軍ぐん司じもついついスキル名を叫ぶことがある。

　ＡＰの原動力は、想おもいの力。

　大技を使うときはなにか叫んだほうが気持ちが盛り上がり、威力が増す気がする。

　それは観客だって同じことだろう。

　純粋なスポーツではなく、観客を意い識しきしたショープレイの意味合いもあるフリーバトルフィールドならではの仕掛けだ。

「私たちみたいに遠距離攻こう撃げきが得とく意いなＡＰには、この狭いフィールドはちょっと不満よね」

　対戦相手のエリスが、軍司の脇で落ち着かない様よう子すの天あ衣いに、気さくな態度で声を掛けてきた。

　エリスの言うとおり、フリーバトルフィールドの広さはバスケットコートくらいしかなく、ここではクロスボウによる狙そ撃げきを得意とする彼女は真しん価かを発揮できないのだろう。

　そんなエリスは、タギリチームの紅一点。年齢はタギリと同じくらい。

　エリスという名前だが、それは『ワイハン』をプレイしていたときのキャラクターネームを流用しているだけで、彼女は生まれも育ちも日本。それはタギリたちも同じだ。

　彼女は黒髪ロングの優しそうなお姉さんといった感じで、見た目だけでは『ワイハン』のＡＰとしてトーナメントに参戦するようなタイプにはとても見えない。

「あ、あのっ、私は狙撃が苦手なので大丈夫です！」

　いったいなにが大丈夫なのやら……軍司は内心でため息をつく。

　さっきから天衣が緊張しているのは、誰の目にも明らかだ。

　そんな彼女の肩にエリスが手を置いて微笑ほほえむ。

「大丈夫。リラックス、リラックス」

「はっ、はい、頑張ってリラックスしますっ！」

　まだガチガチの天衣に、軍司からも緊張をほぐすような一声をかけてやろうかと思ったが……その前に、タギリが観客たちに向けて開始宣言をしてしまった。

「じゃあ、バトルを始めよう！　みんな、応援よろしく！」

　タギリの宣言を受けて、すし詰め状態の観客席は一気に盛り上がる。

　確かに、フィールドの声は観客席にまで届いているらしい。

　審判は、あくまで安全対策として見守っているだけ。

　ＡＰと観客のノリでバトルを進行していく、自由なスタイルだ。

　フィールドを囲む強化ガラスさえビリビリと揺らすほどの歓声。トーナメントとは違って観客との距離感がとても近い。

　そんな雰囲気に、軍ぐん司じは気持ちを呑のまれてしまい、身体からだを動かすことができなかった。

「どうした、軍司くん。勝負は始まっているぞ!?」

　タギリはそんな軍司の隙すきをついてくるようなことはなく、スキルを発動させて、ゆっくりと武装を具ぐ現げん化かさせていった。

　それはタギリの細身の身体には似つかわしくない、かなりの重装そう備びだ。

　全身を隙間無く覆おおう金属鎧よろいに、目の部分だけわずかにスリットの空いた兜かぶと。なにより圧倒させられるのは、決して低くないタギリの身長を、さらに大きく超える両刃剣だった。

　長さだけでなく、幅も広い。それはまるで飛行機の片翼をもぎ取ってきたかのような姿をしている。

　あれは『ワイハン』でも人気の武器──大剣であった。

　ゲーム画面で見ると、キャラクターが自在に操あやつっていても違和感はないが、こうして現実のものとなるとそれは異様な武器としか思えなかった。

　こんなものが本当に振り回せるのか？

　これまでいくつもの超常的な力を目の当たりにしてきたというのに、いまさらながら、そんな当たり前の疑問が湧わいてくる。

「ぼんやりしてるんじゃない！」

　タギリは大剣を肩に担ぐようにして構えた。

　その途端、タギリの身体に溜ため込まれていく力が、目に見える輝きとなって現れる。

「うわっ!?」

　その姿を見て、軍司は大きく後ろに飛とび退のいた。

『ワイハン』をプレイしたことのある軍司は、その構えをよく知っている。

　あれは大剣使いの技──溜ため斬ぎり。

　隙だらけの構えだが、一定時間力を溜めることで、攻こう撃げき力を飛躍的に増加させるのだ。

「でぇやああっ!!」

　ついさっき軍司が立っていた場所を、タギリが光を宿す大剣で叩たたき切った。

　耳をつんざく金属音と共に、フィールド全体が揺れるような衝撃。

　このフィールドの床には、ＡＰアルタプレイヤーが怪け我がをしないように、固めの発泡スチロールのような衝撃緩かん衝しよう材ざいが分厚く敷しき詰められ、その下は鉄板になっている。タギリの一撃はそんな衝撃緩衝材を易やす々やすと貫き、下の鉄板にまで達していた。

　タギリ自身が説明したレギュレーションの「大火力攻撃は自重する」という言葉を覆くつがえすものであったが──いまの攻撃が、軍司をバトルに集中させるためのデモンストレーションであることはすぐに理解できた。

「す、すみません、目が覚めました」

　このバトルは勝つことだけが目的ではない。己の技術を高めるためのもの。

　そして、タギリもそれを望んでおり、軍司の本気を求めているということだ。

「こちらからも行かせてもらいます！」

　タギリの望みを受けて、軍ぐん司じも武装を具ぐ現げん化かさせる。

　とはいえ、軍司の武装は、腕と肩に黒い装甲が装着される程度で、あとは一振りの刀だけが頼り。タギリに比べると、かなり貧弱だ。

「たああっ！」

　まずは胸を借りるつもりで、溜ため斬ぎり直後の隙すきを突いての攻こう撃げき。

　軽装そう備びの身軽さを活いかして、軍司は一気に距離を詰めると、大剣を振り下ろしたタギリに横よこ薙なぎの一いつ閃せんをくらわした。

　床の衝撃緩かん衝しよう材ざいにめり込んだ大剣を引き抜きながら、タギリは軍司の攻撃を受け止める。

　だが、まだ切っ先は下を向いたまま。

　この大剣を構え直させては駄目だ。ガードされるのは承知で、軍司は連撃を続ける。

　タギリは幅広の大剣を盾たてのようにして、その攻撃をしのぐ。

「スピードはそこそこだが、一撃が軽いな」

　確かに軍司の攻撃では、タギリの大剣は揺らぎもしない。

　まるで鉄の壁を斬りつけている気分だ。

　タギリの大剣を振りかぶらせないようにしているのはいいが、これでは軍司も突とつ破ぱ口を開けない。いや、スタミナ的には、分厚い大剣に任せて、防御に徹するタギリのほうが有利だろう。

　攻撃が軽く、壁を貫けないというのならば、こちらが勝っているもの──スピードをもっと加速させる。

「《マテリアライズ》！」

　軍司は片足に、ヴァイオレットリングを発生させる。

　バネを踏んだかのように、軍司の身体からだが真横に吹き飛んだ。

　ずっと正面から斬りつけていたのは、あくまで牽けん制せい。

　この超加速によるサイドステップで、軍司はタギリの側面へと立ち回る。

　あの重装備では、とても対応できまい。

　がら空きの脇腹に向けて、軍司は渾こん身しんの突きを放つ──が、タギリは予よ想そう外の動きを見せた。

　タギリは身体を横に倒すように、ぐるりと回転したのだ。

「なっ!?」

　軍司の刀が空を切る。

　それはトリッキーな動きではあったが、いまの会心の突きをかわせるタイミングではなかったはず。

　それなのに、なぜか軍司の刀は空を貫いた。

「だったら、立ち上がる前に！」

　急いで剣を引き戻し、追撃を試みる軍司だが、タギリは床を一回転しながら予想外の素早さで立ち上がり、その勢いを利用してあの大剣まで上段に構え直していた。

　一番避さけたかった状じよう況きようだ。

　いまのタギリには一分の隙すきもなく、連撃を仕掛けるどころか、迂う闊かつに手を出せばカウンターでこちらが反撃を喰くらいそうだった。

「ぐっ……！」

　軽装そう備びの身軽さを活いかせず、軍ぐん司じは攻こう撃げきの手を止めてしまう。

「きみも『ワイハン』のＡＰアルタプレイヤーなら、この動きはわかるだろ？」

「いまのは『ワイハン』の回転回かい避ひ……だけど、わざわざ転がるなんて」

　ゲームならばともかく、現実でいちいち床を転がっていたら無む駄だが多すぎる。

「そんな理り屈くつはＡＰに通用しないぞ。俺は『ワイハン』が好きだからＡＰになれた。だったら、『ワイハン』らしい戦いかたを極めるだけだ！」

　すると、タギリがまたも回転回避をした。

　こちらは攻撃を仕掛けていないのに──と、疑問に感じた瞬しゆん間かん、強い衝撃と共に、真っ黒い矢が軍司の左肩に突き刺さった。

「しまった！」

　タギリを遮しや蔽へいに隠れていたエリスが、クロスボウによる狙そ撃げきを仕掛けてきたのだ。

　タギリが避よけて、軍司との射線を通った瞬間を狙ねらうという──まるで事前に打ち合わせをしていたかのような、息の合った連携プレイだった。

　ずっと離れた位置で、『ワイハン』の女性キャラクター用のやや露出度の高い鎧よろい姿すがたに変身したエリスが、軍司にウインクをする。バトル前は優しそうだったのに、ずいぶんとエグい攻撃をしてくる。

「天あ衣い、援えん護ごしてくれ！」

　狭いフィールドとはいえ、エリスは軍司から一番離れたところからクロスボウを撃うってきている。あの正確な射しや撃げきをかわしながら接せつ近きんするのは、とても無理だ。

「は、はい！」

　あわててメディカルライフルを顕けん現げんさせた天衣は、その場で狙撃の体勢を取ったが、そこにタギリが猛もう烈れつな勢いで突っ込んでいく。

「位置取りがなってないな。敵てきが近くにいるのに、サポーターの動きを止めさせてどうする！」

「そ、それは──!!」

　図星をつかれた軍司は、思わず言い訳をしそうになりながら、タギリの突撃を止めるため、その前に立ちはだかる。

　もう、焦りで頭の中は真っ白だった。

　タギリたちのような連携も作戦もなく、ただ反射的に身体からだを動かしているだけだ。

　幸い、タギリの大剣より、こちらの刀のほうが攻撃速度は上のはず。そのスピードのみが頼りだったのだが……タギリは大剣を振り回すことなく、ほぼ構えたままの姿勢で、柄つかを前に突き出すようにして攻撃をしてきた。

「なっ!?」

　嫌でも目立つ巨大な刀身ばかりに気を取られていたため、まさかそんなコンパクトな動きをしてくるとは思わなかった。防御は間に合わず、かといって後ろには天あ衣いがいるためかわすこともできない。

　柄つかの先端は、軍ぐん司じのみぞおちを的確に突いてきた。

「ごふ……！」

　ＡＰアルタプレイヤーは攻こう撃げきによって負ふ傷しようはしなくても、痛覚はそのままだ。

　ダメージ自体はたいしたことのない牽けん制せいに等しい攻撃だというのに、急所を的確に突かれたため、その激痛で身体からだの動きが鈍にぶる。

　苦く痛つうで涙の浮かぶ目をかろうじて上に向けると、大剣が上段に構えられていた。

　巨大な爆弾が落ちてくるのを見上げているような気持ちだった。

　もはやできることは、刀を掲かかげるように両手で構え、歯を食いしばり攻撃を堪こらえることだけ。

　超重量の大剣が、恐ろしい風切り音と共に振り下ろされる。

　耳をつんざく金属音は、すぐに頭の中から響ひびく、キーンという耳鳴りに打ち消された。

　目の前は真っ暗。痛みを感じるよりも先に、手足の感覚と平衡感覚が失われ、意い識しきがふわりと遠のいていく。

　そして、軍司は己の敗北を知る前に、バトル続行不能となった──





　　　　　◆◇◆






　フリーバトルフィールドに併設されている医い療りよう室しつのベッドで、軍司は横になっていた。

「まさか倒れるなんて……体調の悪いときに、無理にバトルなんか申し込んでしまって、本当にすまなかった」

　医者は治療を済ませて外に出ているので、いまはタギリと天衣の二人が軍司に付き添ってくれている。残りのみんなは、フリーバトルフィールドでせっかく集まってくれた観かん客きやくたちへのフォローをしているらしい。

「いえ……こっちこそ、せっかくお手合わせしてもらったのに、中途半端なバトルになってしまってすみません」

　軍司は恥ずかしさと情けなさで、このまま消えてしまいたい気分だ。

　医者の診断は疲労と睡眠不足による貧血というもので、いまの軍司の体調をズバリと見抜かれてしまった。バトルの序じよ盤ばんは、天衣の骨付き肉のおかげで無理が利いていただけで、それが切れた途端、ガス欠になってしまったらしい。

「できれば、きみのスキルの底を見てみたかったけどね」

「手も足も出せなくて、そんな暇はありませんでしたよ。あのとき倒れてなくても、普通にやられてました……というか、戦いかたを見せてくれたのは、タギリさんのほうなんじゃないですか？」

　タギリがバトルで披露した『ワイハン』ならではの回かい避ひや、ダメージを与えるのではなく相手の隙すきを生み出す牽けん制せい攻こう撃げき。

　なによりエリスとの連携プレイは見事としか言いようがなかった。

　それに比べて、軍ぐん司じと天あ衣いのほうはまるでなっていないことを思い知らされる。

「天衣くんはもちろんだけど、きみの《マテリアライズ》も『ワイハン』由ゆ来らいのスキルだと聞いてね。きみたちに親近感を持っていたのは確かかな？」

「だから、『ワイハン』のＡＰアルタプレイヤーの戦いかたを教えてくれたんですか」

「だって『ワイハン』では、協力プレイが当たり前だろ」

　年上のはずのタギリだが、その屈託のない笑みは、まるで少年のようだった。

「でも、俺たちはトーナメントで戦うかもしれないのに」

「トーナメントって言っても、ゲームなんだ。楽しくなきゃ意味がない。社長はＡＰたちに『望むなら戦え』と宣言したよな。俺たちは、もっと楽しめる世界を望んでいた。そうしたら、現実リアルがゲームに追いついたんだ。だったら、楽しくバトルをしたいじゃないか──その現実を楽しむ気持ちが、俺たちのチームの強さだと思ってる」

「それで強くなれるんですか？」

「きみのチームの冬ふゆ鹿かくんは、そういうタイプのＡＰだと思うけど」

「冬鹿がですか？」

　ここで堅物の冬鹿の名が出てきたのは意外だった。

　だが、言われてみれば、あれほどシューティングゲームを愛している人は見たことがない。いつもサイドワインダーのことを自慢しているのも、ゲームへの愛情の表れ。

　軍司の仲間で、現実がゲームに追いついたことを一番喜んでいるのは、案外と冬鹿なのかも知れない。

「でも……きみは、ちょっと違うみたいだな。ＡＰであることを楽しむのではなく、たぶん別のモノを求めてトーナメントに参戦している。だから、そんなになるまで無理をしてしまうのかな」

　またも図星をつかれ、軍司は言葉を失う。

「人のチームのことに口を挟むつもりはないけど、せめて仲間にだけは打ち明けたほうがいいんじゃないか。彼女、さっきから心配そうにこちらを見ているよ」

　タギリはそう言い残して、医い療りよう室しつを出て行った。

　天衣はそんなタギリに深々と頭を下げて見送ってから、軍司のベッドの脇にある椅い子すに腰を下ろす。

　いま医務室にいるのは、軍司と天衣の二人だけ。

「いい人ですよね、タギリさん」

「ああ、天衣が憧あこがれるだけあるよ」

　ＡＰとしての強さだけではなく、対戦相手である軍司たちにバトルのレクチャーをしてくれたり、話をしていても気持ちの良い人だった。

　だが、どうしてだろうか。嬉うれしそうにタギリの話をしている天あ衣いの顔を見ていると、やはりモヤモヤとした気分になる。

「それに、エリスさんとの連携プレイも見事でしたよね。私もあんなふうになれたらと思います」

「よほどトレーニングを積んだんだろうな」

「それもあると思いますが、あの二人の場合、相性のおかげもあるんでしょうね」

「そうかなぁ？」

　軍ぐん司じは心の中のモヤモヤが鬱うつ陶とうしくて、つい理由もなく天衣の言葉に反発してしまった。まるでなにかに苛いら立だっているときと同じような気分。

　だが、天衣は気を悪くした様よう子すもなく、話を続けた。

「だって、タギリさんとエリスさんは、同じゲームのＡＰアルタプレイヤーで、チームメイトで、そのうえ結婚までしてるんですよ」

「えっ、結婚？」

「そうですよ。あれっ、知りませんでした？」

　ＡＰとしてのスキルや、トーナメントでの戦績ばかりに気を取られていて、そこまでは知らなかった。まだ大学生くらいに見えたのに、ちょっと意外だ。

「あんな二人を、運命の相手って言うんでしょうね。私、憧あこがれちゃいます」

「なんだ……憧れるって、そういう意味だったのか」

「えっ、軍司さんはどういう意味だと思ってたんですか？」

「そ、それはまあ……その、いろいろあるよな。強いところとか、親切なところとかさ」

　軍司はあわてて誤ご魔ま化かした。

　てっきりタギリのことを異性として憧れているのかと思っていたが、そうではなかったらしい。

　それがわかった途端、軍司の中のモヤモヤもすっかり消えていた。

「運命の相手……とまではいかないでしょうけど、もし私なんかでお役に立てることがありましたら、なんでも話してください。仲間なんですから」

「天衣には十分に助けられているよ。俺がトーナメントで勝ち進めるのも、きみと冬ふゆ鹿かのおかげだし」

「そうじゃなくて……」

　天衣はなにか訴えるような目で、軍司を見つめる。

「どうかしたのか？」

「タギリさんも言ってましたが、軍司さんはどうしてトーナメントに参戦したのですか？」

「それはＡＰだったら、誰だって参戦したいと──」

「本当にそれだけなんでしょうか」

　その天衣の表情からは、これがただの雑談ではない真剣な問いかけであることが伝わってきた。

「望む力が、ＡＰアルタプレイヤーの強さになるとしたら……軍ぐん司じさんは、よほど強い望みを持っているはず。そうでなければ、ＡＰになったばかりでトーナメントを準決勝に勝ち進むことなんてできません」

　天あ衣いの言うとおり、軍司はトーナメントに強い想おもいを持って参戦している。

　それは、優ゆう勝しようチームに与えられるアルタリアリティに、死んだ美み優ゆの復活を望むこと。

　いまだ美優の死については、世間にも、そしてチームメイトの天衣たちにも秘密にしていた。

　アイドルである美優が、あの栄え楠くすに殺されたとなれば、どれだけの騒さわぎになるかわかったものではない。無用な混乱を引き起こしたくなかったし、彼女が甦よみがえったとき、何も変わらないままにしておきたかった。

　だが、それだけならば、天衣たちには真実を伝えても良いのでは……？

　軍司だって、そう思ったことはある。

　ただ、これまでそのきっかけがつかめずにいた。

　自分と美優の関係について説明を求められたとき、軍司には明確な返答をすることができない。軍司の過去も記憶も、アルタリアリティによって改変アツプデートされてしまって、軍司にはなにもわからない。そのことが、すべてを語ることを気後れさせていたのだ。

「もちろん、軍司さんが話したくなったときで結構ですので……」

　天衣の浮かべるぎこちない笑み。

　ずっと無言のままの軍司を気遣って、その本心を押し隠しているのだろう。

　チームメイトがトーナメントに参戦する理由さえわからないままバトルをする──そんな状態で、タギリたちのような連携プレイができるだろうか。

　時間をかけて説明をすれば、きっと天衣は軍司の置かれている状じよう況きようを信じて、受け入れてくれるだろう。ならば、いまがすべてを話すチャンスなのかもしれない。

　軍司がそんな決心を固めかけたとき、天衣はふと顔をそらして、別のことに気をとられたように呟つぶやいた。

「……なんでしょうか。フィールドのほうが騒がしいような？」

　二人が沈ちん黙もくを続けていたせいで、フリーバトルフィールドの騒ぎが医い療りよう室しつにまで聞こえてきた。

「なにかあったのかな？」

　せっかく決心が固まりかけていたときにタイミングが悪かったが、確かに、軍司も聞こえてくる声は気になった。

　それは歓声というよりは、どよめきに近い。

　軍司はベッドから立ち上がった。休んだおかげで、もう頭がふらつくこともない。

「見に行ってみよう」

　フリーバトルフィールドでは、残ったタギリチームのメンバーが観かん客きやくへのフォローをしているはずだが……このどよめきには、なにか軍ぐん司じの不安をかき立てるものがあった。





　　　　　◆◇◆






「冬ふゆ鹿か、どうかしたのか？」

　軍司たちは混雑する観かん客きやく席せきではなく、関係者用の通路からフリーバトルフィールドへと入った。

「いま、タギリチームの二刀流、ラウドがバトルをしているところだ」

　さっきまで軍司が戦っていた強化ガラスに囲まれたフィールドでは、いま一対一のバトルが繰り広げられていた。

　早々に決着のついてしまった軍司たちのバトルの代わりに、集まった観客へのファンサービスをしてくれているのだろう。

「相手のＡＰアルタプレイヤーは誰なんだ？」

「それが、飛び入りのＡＰなんだ。しかし、あれはかなり強いぞ……いまのところ、あのラウドと互角に戦っている」

「特とつ区く代表のＡＰと!?」

「小柄のスピードファイターなのに、やけにタフなんだ。ラウドの連続攻こう撃げきを受けても、ほとんどＨＰヒツトポイントが減っている様よう子すがない」

　タギリチームのラウドは、小ぶりの片手剣を両手に装そう備びする、速攻と連続攻撃を得とく意いとするＡＰだ。バトルではスピードファイターのラウドが敵てきを翻ほん弄ろうして、その隙すきに力を蓄えたタギリの大剣で大打撃を与えるという連携がよく見られる。

　そんなラウドと戦っているのは、小柄の少女だった。

　その姿は、首回りと二の腕にはファーをつけているが、ほとんどビキニと言っても良いほど。

　手袋やブーツは、もふもふとしたデザインで、頭には兎うさぎの耳をモチーフとした大きな飾りがついている。

　あの格好からして、天あ衣いと同じような変身することのできるタイプのＡＰなのだろう。

　スピードはラウドに負けていないどころか、縦じゆう横おう無む尽じんに跳ね回る身の軽さで圧倒しているほどだ。あまりに素早く動くため、顔はよく見えないが……たぶん、軍司よりも年下。体型からは、幼い感じさえする。

　武器は装備しておらず、主に足技で攻撃を繰くり出だしていた。

　おそらくは格闘ゲームを由ゆ来らいとした、強化タイプブーストのＡＰではないだろうか。

　二刀流のラウドの連続攻撃をひらりひらりとかわし、驚おどろくべき体術で反撃を与えている。

「このフィールドでは初めて見る顔だけど……あの戦いかた、どこかで見た気がするんだよな。なんでだろう、どうしても思い出せない」

　タギリはじっとフィールドの様子を見つめて、しきりに首をかしげている。

　一方、観かん客きやく席せきのほうは、アルファトーナメント優ゆう勝しよう候補と互角に戦うＡＰアルタプレイヤーが飛び入りで現れるという予よ想そう外の展開に、驚おどろきよりも、むしろ戸惑っているという感じだったが、やがて両者の息もつかせぬ攻防戦に魅せられ、盛り上がっていく。

　そんな歓声が最高潮に達したところで、二人は互いに息をつくように距離を大きくとった。いまのところ、かなりの接戦。好試合だ。

　ラウドもタギリたちと同じく連携プレイで真しん価かを発揮するため、実力を出し切っているとは言えないが、それでも相手のＡＰはただ者ではない。

　ここでようやく軍ぐん司じは、その注目の飛び入りＡＰの顔をじっくりと見ることができた。

「えっ……まさか……？」

　それは、軍司のよく知る顔。

　ただし、こんなところでは絶対に見るはずのない顔だった。

「兎と穂ほ……兎穂じゃないか!?」

　驚きのあまり、軍司は大声で叫ぶ。

　フリーバトルフィールドでラウドと互角の戦いを繰り広げていたのは、軍司の実家のお隣さんで幼なじみの月つき浦うら兎穂だったのだ。

　軍司よりひとつ年下。特に部活をしているわけでもなく、空いている時間は自分の部屋にいることが多い、どちらかと言えばおとなしめのインドア派。とはいえ、勉強が得とく意いというわけでもなく、文系、理系、まんべんなく苦手科目があるような子。

　そんな兎穂は、ずっとお隣さんであったため、軍司のことを「お兄ちゃん」と呼んで慕ってくれた。美み優ゆのファンで、軍司が特とつ区くに初めて来たときに乱入したコンサートのことを教えてくれたのも彼女であった。

　そう……月浦兎穂は、先生に「なにか得意なこととか、やりたいことはないのか？」と問われて、返答に困ってしまうような、本当にどこにでもいる普通の中学三年生だ。

　そんな兎穂が、どうしてこんなところにいるのか？

　そもそも彼女がＡＰだったことさえ、軍司は知らなかった。

「軍司さん、お知り合いなんですか？」

　天あ衣いの問いかけも、いまの軍司の耳には届いていなかった。

　いてもたってもいられず、まだバトルの最中であるのも忘れて、関係者用通路を駆け抜けてフィールド内へと飛び込む。

「兎穂、どうしておまえがっ!!」

「あっ、お兄ちゃん。身体からだはもう大丈夫なの？」

　フィールドに現れた軍司に気づくと、彼女はすぐに構えを解いた。

　そして、たったいままで繰り広げていた好試合などどうでもよいといった口く調ちようで、兎穂はラウドに告げる。

「えーと、付き合ってくれてありがとう。このバトル、私の負けでいいから、もうおしまいにしよ」

　いきなり勝利を譲られたラウドは、呆あつ気けにとられた顔をしている。

　当然、予よ想そう外のバトルに盛り上がっていた観かん客きやくだって、こんな決着には納得しない。

　バトルを途中でやめた兎と穂ほと、そのきっかけとなった軍ぐん司じに向けて、大きなブーイングを浴びせかける。

　みんなが怒るのも当然だと思うし、バトルの邪魔をしてしまったことは申し訳ないと思ったが、しかし、軍司はこの疑問を抑えることはできなかった。

「どうしておまえがここに？」

「お兄ちゃんがここでバトルをしているってネットで見たから来たんだよ。そしたら、バトルをして倒れちゃったっていうから、暇つぶしにあの人とバトルをしてたの」

　軍司の知っている兎穂と変わりない声、口く調ちよう……ただし、語られる内容はあまりに違う。

「去年のトーナメントでは勝てたのに、今日はこんなに苦戦すると思わなかった。ＡＰアルタプレイヤーって、トレーニングで強くなれるもんなんだね」

　兎穂はそう言って、不完全燃焼なバトルの結果に、憮ぶ然ぜんとした表情でフィールドから出て行こうとするラウドの背中を指さす。

「去年……？」

「バトルは久しぶりだったけど、このくらいの相手に苦労するようじゃ、全然駄目だなぁ」

　まるで、道ばたで部活の調子を語るくらいの軽い口ぶりだった。

「久しぶり……って、何を言ってるんだよ。そうだ、どうしていままでＡＰだってことを隠していたんだ？」

「私はなにも隠していないよ。ただ、みんなが、私のことを忘れてしまっただけ」

　その「忘れてしまった」という言葉は、軍司の胸に深く突き刺さった。

「それって、まさか……」

「私もお兄ちゃんと同じ。美み優ゆに別の人生を与えられたの」

　そんな衝撃的な事実を語る目の前の少女は、顔は同じでも軍司の知る兎穂とはまるで別人だった。

「おまえは……何者なんだ？」

　軍司は絞り出すような声で尋たずねた。

「メールを送ったでしょう、お兄ちゃん？」

　その返答を聞いて、軍司はとっさに《フィールドコントロール》を発動させた。

　目の前に立つ兎穂の正体をスキルが教えてくれる。

　その反応──それは軍司がずっと探していた相手のもの。

「兎穂……おまえがロストサードだったのか……」

「私は黒くろ兎うさ。ロストサードなんて呼ばないで。美優が望んだせいで、私がいたことは消されちゃって、そんな辻つじ褄つま合わせの名前をつけられただけなんだから。あと、お兄ちゃんと違って、兎穂という名前も新しくつけられたものなの。でも、こっちは本名より可愛かわいいから気に入ってるんだけどね」

　いきなりの兎と穂ほ──いや、黒くろ兎うさの言葉に軍ぐん司じは混乱していたが、それでも少しずつわかってきた。

　流る音ねは、誰かがアルタリアリティに望んで、黒兎の正体を消し去ったと言っていた。

　そのせいでトーナメントに優ゆう勝しようした黒兎の存在はロストサードという正体不明のＡＰアルタプレイヤーに改変アツプデートされ、彼女は軍司と同じように兎穂という人生と新しい記憶を得たのだろう。

「美み優ゆはなんでそんなことを……」

「それよりも、お兄ちゃんにお願いがあるんだけど──」

　黒兎は上目遣いで、おねだりをするような表情で、やや声を大きくして尋たずねてきた。




「もし、私が美優を生き返らせてあげるといったら、トーナメントを辞退してくれる？」




　その一言は、雷のように軍司の身体からだを貫いた。

「そんなこと……どうやって!?」

「私ね……前回、トーナメントに優勝したときのアルタリアリティに望みを叶かなえてもらう権利が、まだ残っているの」

「なんだって!?」

「だからね、私が望めば美優を生き返らせることができる」

　黒兎の言葉に、軍司は息を呑のんだ。













　それは軍ぐん司じが目指してきたことの根底を揺るがす提案だった。

　答えねば。

　その提案に、返答をしなければ。

　ただ、それは言葉となって口から出てこない。

　動揺しているせいか……それとも、別の理由からか。

　そのとき、軍司の背中に呼びかけてくる者がいた。

「美み優ゆを生き返らせるって……軍司さん、そのかたは何を言ってるんですか？」

　振り向くと、天あ衣いと冬ふゆ鹿かがフィールドにいた。

　戸惑いと、疑念の入り交じった目で、二人はこちらを見ている。

　それどころか、いまのやりとりはフィールドのマイクに拾われて、ここに集う観かん客きやくたちにも聞かれてしまっていた。

　バトルを邪魔された観客たちのブーイングは、気づくと激しい怒声へと変わっていった。

「おいっ、美優を生き返らすって、どういう意味だよ！」

「美優は死んじゃったの!?」

「もしかして、おまえが殺したのか！」

「そうやって、アルファトロフィーを奪ったのか！」

　フィールドを取り囲む観客は総立ちで叫んでいる。観客席から降りて、フィールドを囲む強化ガラスを叩たたき出すものまでいる。

　そんな大混乱の観客たちを見回すと、黒くろ兎うさはうるさそうに頭についている長い兎うさぎの耳を押さえた。

「なんか大騒さわぎになっちゃったから、またあとでね。お兄ちゃん」

　そういった途端、黒兎の姿は消えて、代わりに無数の小さな黒い兎がその場に現れた。

「なんだっ、これは!?」

　たくさんの小こ兎うさぎたちは、まるで軍司に挨あい拶さつをするようにぴくんと顔を上げると、散り散りになってフィールドから去って行く。

　だが、観客たちはそんな兎になど目もくれていない。

　ここにいる全員が、軍司をにらみつけ、怒りをぶつけている。

　そんなむき出しの感情にさらされ、呆ぼう然ぜんとする軍司の手を誰かが強く引っ張った。

「軍司くん、こっちだ！」

「タギリさん!?」

「ここは俺のホームグラウンドだ。抜け道を使って、『オメガパーク』の外に逃がしてやる。ついてきてくれ！」

「ちょっと待ってください。まだ、天衣と冬鹿が……」

　フィールドの外へと連れて行かれそうになる軍司だったが、天衣と冬鹿は観客たちの怒声によって金縛りにでもあったように動こうとはしなかった。

「もたもたするな。きみがいると、騒ぎが大きくなる……このままだと暴動になりかねないぞ！」

　関係者用通路と観かん客きやく席せきを遮さえぎる柵さくには、軍ぐん司じに真相を求める客たちが押し寄せている。中には、柵に手をかけて乗り越えようとしている者もいた。

　確かに、タギリの言うとおり、ここに自分がいては収拾のつかないことになりそうだ。

「わ、わかりました！」

　この状じよう況きようでは、自分はみんなの前からいなくなったほうが賢明かもしれない。

　そう判はん断だんした軍司は、タギリのあとについて、騒乱のフリーバトルフィールドから逃げ出した。

　ただ、このとき軍司がタギリの指示に従った理由は、もうひとつある。

　それは、あのような形で秘密を知られてしまった、天あ衣いと冬ふゆ鹿かから逃げるためでもあったのだ……






　　　　EXTRA STAGE









　ウォーターフロントにある、オメガコンプレックスが経営する高こう層そうホテル。

　天に向かって立てられた剣のようなシャープなデザインは、近代的なビルの多いウォーターフロントでもひときわ目立つ、ランドマーク的な存在だった。

　アルファトーナメントの開かい催さい期間中、ここはトーナメント関係者が滞在するため貸し切りとなっている。バトルに参戦するＡＰアルタプレイヤーたちはもちろん、彼らを支えるスタッフや、運営委員会のお偉方たちなど、世界各国から多くの人々が集まっていた。

　だが、満月の浮かぶ、深夜。ホテルはとても静かだった。

　磨き上げられた鏡のようなビルの窓ガラスを挟んだ部屋には、いくつもの明かりが灯ともされているというのに、その奥に人の姿はない。

　千人の宿泊客に快適な滞在を約束するこのホテルだが、いま敷地内はほぼ無人に近い。

　その数少ない例外である黒くろ兎うさは、ホテルが所有する大きな庭園にあるオープンカフェのデッキチェアに腰を下ろし、ビルを見上げていた。

「改変タイプアルタネイトのスキルでも、これだけ大がかりなのは流る音ねの《ザ・メイアー》くらいしか知らないなぁ」

　無人化したホテルを眺め、やや呆あきれ気味に黒くろ兎うさは呟つぶやく。

　これはＥＵ代表のＡＰアルタプレイヤーのスキル《アウトローフィールド》の影響。

　彼らのスキルについてはマフィアの麻薬密輸ルート以上のトップシークレットであったが、黒兎はアルファトーナメントにとても深いつながりを持つものから、その情報を手に入れていた。

　高い自由度と、強盗や殺人などの過激なミッションで一部のファンに根強い人気を得たクライムアクションゲーム『グランド・セフト・ワールド』を由ゆ来らいとしたスキル、《アウトローフィールド》──その力は、スキルの影響範はん囲い内を改変アツプデートして、外界から切り離してしまうこと。

　切り離された範囲からは一時的に人間は消えてしまい、外部からの干渉ができなくなる。というより、そこにあると観測することさえできない。

　つまり、そこはなんでもやりたい放題の無法地帯となるわけだ。

　ただし、そんな《アウトローフィールド》も、ＡＰには通用しない。

『グランド・セフト・ワールド』は、プレイヤーキャラクターが作り込まれたゲーム内の世界で自由に暴れ回るゲーム。普通の人間は排除されるが、ＡＰたちはそのプレイヤーキャラクターとして世界に受け入れられているのだろう。

　いま黒兎が《アウトローフィールド》の範囲内にいられるのも、そのおかげだった。

　望めば、黒兎だって誰にも見とがめられず、ここで好き勝手ができるわけだが……これから起きることを考えると、とてもあのホテルに近づく気はしなかった。

「泥棒とか、スパイには便利なスキルだろうけど、ＡＰに効かないんじゃあトーナメントではあんまり役に立たないだろうなぁ」

　ちょっと情報通ならば誰もが知っていることだが、ＥＵ代表のチームは現役のイタリアンマフィアである。

　元々、ＥＵ市場はオメガコンプレックスに対して閉鎖的で、ＰＤＳの普ふ及きゆう率りつも先進国としては極端に低い。当然、ＡＰに改変された者の数も少なく、アルファトーナメントにおいてＥＵ代表は初戦敗退の常連であったのだが、そこに横やりを入れてきたのが、いまのＥＵ代表のＡＰを抱える裏社会の顔役──マフィアたちだ。

　彼らは合法、非合法、あらゆる手を使って、強引にトーナメントの代表枠わくを勝ち取った。

　その目的は、当然、世界一の大企業があらゆる望みを叶かなえると約束した、アルタリアリティで得られる莫ばく大だいな利り益えきだろうが──

「あんなやつらと組むなんて、アメリカの中の人たちも必死だよね」

　黒兎がそう呟いたとき、ウォーターフロントの闇やみにそびえるビルの先端部分に、ぽつりと真っ赤な火の玉が浮かび上がった。

　その火の玉は続けてホテルのあちこちに現れ、少し遅れてビリビリと空気を震わす轟ごう音おんが響ひびき渡る。

「うわっ、ホントにやった……！」

　黒くろ兎うさは両耳を押さえて、空を見上げる。

　夜空に浮かぶ大きな満月に、小さな十字架の形をしたシルエットがゆっくりと通り過ぎていった。

　あれは米軍の無人航こう空くう機。

　いま、あのホテルは米軍の無人航空機によって空くう爆ばくを受けていたのだ。

　闇やみ討うちでもなんでも、どんな手を使ってもトーナメントで優ゆう勝しようしたいマフィア。

　まさかの初戦敗退で、大国の面子メンツ丸つぶれ。目的の半分も達成できなかったアメリカ。

　その両者が組んで倒そうとする相手は、アルファトーナメント優勝の最有力候補にして、世界最強の名を米軍から奪ったＡＰアルタプレイヤー、六ろく波は羅ら栄え楠くすにほかならない。

　普段、妹のスキル《セブンリースペル》の瞬しゆん間かん移動によって、栄楠たちは世界各国を自由に移動している。

　そんな神出鬼没の栄楠だが、アルファトーナメントの期間だけは、珍しくこのホテルに滞在を続けていた。

　米軍はこれを総力戦を仕掛ける絶好のチャンスと判はん断だんしたのだろう。

　しかも、《アウトローフィールド》があれば、民間人を気にすることなく戦争を始められる。米軍にとっては願ってもないことだ。

　そうしている間にも、執しつ拗ように繰り返される無人航空機の爆ばく撃げきによって、ホテルは上層部から崩壊を始めた。

「派手にやってるけど、ホントに宿泊客は無事なのかなぁ？」

　口ではそう言いつつも、本当はさほど心配もしていないのだが、ひとまず自分だけは倒壊するホテルに巻き込まれないようにしなくては。

「へ～んしん！」

　黒兎はＰＤＳを取り出すと《ボーパルバニー》のスキルを発動させる。

　彼女がハマっていた格闘ゲーム『ダンピールセイヴァー』を由ゆ来らいとしたスキル。

　その効果は、ゲームに登場するキャラクター、ボーパルバニーの能力をトレースするというものだった。

　ボーパルバニーのキャラクター設定はやや複雑なのだが、ワーウルフならぬワーラビットとバンパイアのミックスというもの。兎うさぎの身軽さと、バンパイアの超能力を兼ね備える、トリッキーな動きを得とく意いとするスピードファイターだ。

　その可愛かわいらしいデザインのおかげで人気が高く、『ダンピールセイヴァー』の派生シリーズにも常連キャラクターとして参戦を続けている。

「六波羅兄弟は、まだ中にいるんだよね？」

　さすがの栄楠も、空からのミサイル攻こう撃げきには手も足も出ないのか。

　ただ、タフさに定てい評ひようのある栄楠が、ミサイルの直撃くらいでやられるとも思えない。

　それは兵器を扱う専門家である、米軍もよくわかっているはず。

「これで死んでくれるのなら、ホント楽なんだけどねぇ」

　倒壊するビルを風上から眺めて、黒くろ兎うさはため息をつく。

　時々落下してくる瓦が礫れきをかわすことくらいは楽勝だが、巻き上がる塵ちりは勘弁してもらいたい。おかげで髪がバサバサだ。

　もしかすると、米軍は直接攻こう撃げきではなく、ホテルの膨ぼう大だいな瓦礫で栄え楠くすを生き埋めにする作戦なのかもしれない。まるで怪獣映画だ。

　ホテル周辺の視界は塵のせいでほとんどゼロとなったが、ボーパルバニーに備わっている超視力のおかげで、上空でなにが起きているのかは察知することができた。

「ん……あれは？」

　黒煙を上げて燃えるホテルの上層階から、不自然に細長い炎ほのおが、まるでヘビの舌のように空へと伸びていく。

　その炎が上空の無人航こう空くう機の編隊を舐なめると、闇やみの中に赤い流れ星のようなものがポッポッと浮かんでは消えていった。あれは一機、数億円の無人航空機が見せる、最期の輝き。

「暁あき奈なの《セブンリースペル》か。やっぱり、無事だったみたいだね」

　だが、いまはそんなことはどうでも良かった。

　ボーパルバニーの超視力が、倒壊しかかったホテルの上層部から飛び出してきた、小さな影を発見したからだ。

「いた……！」

　ずいぶんと派手な前座だったが、メインイベントはまだこれからだ。

　黒兎は先ほどまで嫌がっていた塵の中に躊ちゆう躇ちよなく飛び込むと、飛来する瓦礫をかわしながら、その影に向かって猛然とダッシュをした。

　小さな影は、ホテルの瓦礫から離れるようにして斜め方向に真まっ直すぐ速度を増して落ちてくる。

「んんっ、あれって、ただ落ちてるだけじゃ──」

　黒兎が疑問を口にし終える前に、それは勢いを殺すことなく、瓦礫に紛れてそのまま地表へと激突した。

「間違えたかな？」

　不安になって落下地点へと駆け寄った黒兎は、敷地内の芝生に大の字になってめり込んでいる人間の姿を発見した。

　Ｔシャツにカーゴパンツという、私服姿の長身の青年。高こう層そうビルから落ちてきたというのに、見たところ塵で汚れているだけで負ふ傷しようをしている様よう子すはない。

「六ろく波は羅ら栄楠……なんだよね？」

　本当に、この男が「最強」と「勇者」の二つの称号を持つＡＰアルタプレイヤーなのだろうか。

　黒兎の疑問に対して、その男はぼんやりと夜空を眺めながら、こくりとうなずいた。

　瓦礫に埋もれるのを避さけるため、倒壊するホテルから走って飛び出してきたのだろう。

　脱出──なんて言葉がもったいなくなるような力業だった。

「さすがにＨＰヒツトポイントゼロになった？」

「いや、無人兵器なんかにやられるつもりはない」

「ビルから落ちたほうを気にしてるんだけど……」

　勢いよく腕を持ち上げて、栄え楠くすは半身を地面から引き抜いた。

　その姿は、墓場から甦よみがえるゾンビのよう。

「たいしたことはないな」

　肩の具合を確認するように、栄楠は腕を動かす。

「ねえねえ、六ろく波は羅ら栄楠が高こう層そうビルから落ちたらどのくらいＨＰが減るのか、試しに見せてくれない？」

「他人にＨＰを見られるのは好きじゃない」

　ＡＰアルタプレイヤーは自分のＨＰを隠そうと意い識しきすれば、相手に知られないようにすることも可か能のうである。格闘ゲームのＡＰには、対戦相手のＨＰを強制的に確認するスキルを持っている者も多いそうだが、残念ながら黒くろ兎うさはそんな繊せん細さいなスキルを持ち合わせていなかった。

「ＥＵのやつでも、米軍でもないな。おまえは誰だ？」

　めり込んだ地面から立ち上がった栄楠が、手足についた土を払いながら尋たずねてきた。

「へえ、私のことは覚えてないの？」

「ああ、知らない」

「でも、軍ぐん司じお兄ちゃんのことは覚えているんでしょう？」













「おまえ……覇は鳥とり軍ぐん司じのなんだ？」




　その瞬しゆん間かん、栄え楠くすの雰囲気が一変した。




　いままで、ゆるささえ感じさせていた普通の青年が、いきなり人の形をした抜き身の刀と化したかのようだ。

　その前にただ立っているだけで、身体からだが緊張してくる。

　ピリピリと産毛が逆立ち、冷たい汗が流れるのを首筋に感じた。

　まるで、突然、目も眩くらむような高い場所に連れてこられたよう。足下を見て、初めていま自分が命の危険のある状じよう況きようだと気づかされた……それと同じ感覚。

「説明するつもりはない。あんたにお兄ちゃんをやらせはしない」

　息苦しさを感じながらも、黒くろ兎うさは栄楠に堂々と告げる。

「美み優ゆを倒したときと、まるで同じだな。戦えば、おまえもやつの二の舞になるぞ」

「大丈夫……私は、美優ほど真面目まじめじゃないから」

　これ以上言葉を交わしても、相手の気配に呑のみ込まれ、萎い縮しゆくさせられるだけ。

　自分にとってなんの得にもならない。

　黒兎は意を決して、ＰＤＳのアプリを起動させた。

　洗練されたユーザーインターフェイス画面が一転して、黒い背景に英語の白文字が羅列されるだけという味気ないものへと変わった。

　黒兎の身体から白い煙けむりが立ち上る。

「行くよ、六ろく波は羅ら栄楠！」

　その瞬間、黒兎の身体は、ひとつの黒い弾だん丸がんとなって栄楠を打ち抜いた。

「がっ……!?」

　あの栄楠の口から、驚おどろきを纏まとわせたうめき声が漏もれた。

　高こう層そうビルから落下してもぼんやりしていた男が、黒兎の一撃を受けて、いまはさかんに首を巡らし、あたりを確認しようとしている。

　自分がどこにいるのか、どうなったかさえ理解できていないのだろう。

「よかった、これは効いてるみたいだね！」

　栄楠の身体は、黒兎の体当たりによって空中に高々と跳ね飛ばされていたのだ。

　足場を失い、自由を奪われた栄楠。

　格闘ゲームでいうところの「浮き」状態。

　これで追撃を仕掛けない格闘ゲーマーなどいない。

　すかさず栄楠の真下に陣じん取った黒兎の身体が、無数の小さな兎うさぎへと分裂した。

　これぞ『ダンピールセイヴァー』のボーパルバニーのとっておき、最大のＥＸ必殺技。

　栄楠を相手に、出し惜しみするつもりなど微み塵じんもなかった。

「ラビット・トルネード!!」

　伝説のバンパイアが無数のコウモリに変身するように、ボーパルバニーの超能力によって分裂した小こ兎うさぎたちが、超々スピードで回転することで竜巻を発生させた。

　しかも、その旋風には鋭するどい牙きばをもった小兎たちが潜んでいた。

　竜巻に捕らえられた敵てきを、その牙によって細かく引き裂くラッシュ攻こう撃げきだ。

　いきなり最大のＥＸ必殺技を披露してまで猛攻を続ける黒くろ兎うさであったが、その心は焦りに焼かれるようだった。




　栄え楠くすのＨＰヒツトポイントはどれだけ減った？

　まだ、ゼロにならないのか？




　きっと、美み優ゆも同じことを考えただろう……底の知れない相手に挑み続けることは、それだけで精神を消耗させる。

　やがて黒兎のラビット・トルネードによるラッシュ攻撃が収束して、栄楠の身体からだは瓦が礫れきの上に落ちた。

　分裂していた兎うさぎもひとつに集まり、再び、黒兎の身体を形成する。

「はーっ、はーっ……」

　黒兎の息は荒い。

　だが、その身体には汗ひとつ浮かんでいない。

　なぜなら、身体の熱によって、瞬時に汗が蒸発してしまっているからだ。

　彼女の背中からは陽炎かげろうが立ち上り、風景を歪ゆがめている。

「……凄すさまじい力だ。いったいどんな裏技を使った？」

　栄楠がゆらりと立ち上がる。さきほど感じた刀のような気配はいささかも衰えてはいない。むしろ、黒兎の攻撃を受けて、その鋭さを増しているようだった。

「驚おどろいた？」

「ああ、それは認みとめよう」

「あっそう、あんたから、その言葉を引き出せただけで、今夜はもういいや。この力の秘密は、トーナメントの決勝戦で教えてあげる」

「……決勝戦で戦う相手は、覇は鳥とり軍ぐん司じと決まっている」

「それはどうかな？」

「もしも、おまえが邪魔をするというのなら──」

　そんな栄楠の言葉を最後まで聞くことなく、黒兎は駆け出した。

　燃え上がるほどに高熱を帯びた身体に残された、最後の消し炭のような力を振り絞って、文字通り脱だつ兎とのごとくその場から逃走をしたのだ。




　ここで敵に背を向けられる。

　そこが美優と黒兎の違いだった。




　美み優ゆよりもずっと慎重──いや、臆おく病びような性格。

　それは黒くろ兎うさ自身、よくわかっている。嫌というほどに。

　だからこそ、目的を達成するためならば、手段を選ばない。

　最初から、選ぶつもりもない。






　　　　STAGE:3

　　　　「スプリット」









　今朝のトップニュースは、突とつ如じよ倒壊したウォーターフロントの高こう層そうホテルについての話題だった。

　ビルは全壊したというのに、奇跡的に宿泊客たちは全員無事。

　とはいえ、客は避難をしていたわけではなく、気がついたらビルの敷地外におり、目の前には瓦が礫れきと化したビルがあったという。

　強力な改変タイプアルタネイトのスキルが使用されたのではと推測されたが、それとタイミングを同じくして、ＥＵ代表のチームがトーナメントを辞退するという噂うわさも流れ、さらに混乱と憶測を招くこととなる。

　ただ、ホテルは全壊したが、人的被害はゼロであったため、オメガコンプレックスは宿泊客に多額の賠償金を支払うことで、問題の独自解決を図ろうとしている。

　そして、特とつ区く内で起きたことでオメガコンプレックスの意向通りにならぬことはない。この事件は、これで幕引きとなるだろう。

　だが、公おおやけの場のトップニュースはホテルの倒壊事件でも、ネット上で飛び交う話題は、それとはまったく別のものであった。

　美み優ゆの死と、それに関かかわる軍ぐん司じへの疑惑。

　当初から、無名のＡＰアルタプレイヤーである軍司がアルファトロフィーを継承した経緯については疑問視されていた。だが、美優の元チームメイトである流る音ねとのバトルによって、軍司が実力を知らしめることで、アルファトーナメントへの参戦を世間に納得させたのだ。

　ところが、先日、美優チームの三人目、ロストサードを名乗る少女の出現と、彼女から飛び出したまるで美優が死んでいるかのような発言は、ネット上の軍司にまつわる議論を再炎上させたのだった。





　　　　　◆◇◆






「覇は鳥とり軍司、世間の雑音は気にしないことね」

「あ、すみません。つい……」

　ＰＤＳでネットに流れる噂うわさ話を読んでいる軍司に、流音が声をかけた。

　フリーバトルフィールドでの騒さわぎは、オメガコンプレックスの重役で様々な情報筋を持つ流音の耳にも届いていた。

　本来ならば騒ぎを避さけるために外出を控えるべきところであったが、今日はアルファトーナメントの第二試合。特とつ区く代表のタギリチームと、人気第三位のミハイルチームのバトルが開かい催さいされる大切な日である。

　このバトルに勝利したチームが、次の軍司の対戦相手だ。

　戦いの様よう子すを自分の目で見届けたいという理由もあったが、フリーバトルフィールドで世話になったタギリチームを、純粋に応援したいという気持ちも同時にある。

　そこで、流音が手配してくれたリムジンで、アルファトーナメントの第二回戦が開催される会場へと直行することにしたのだ。

　車内にいるのは、流音と軍司、そして、天あ衣いと冬ふゆ鹿かも一緒だった。

　二人とはフリーバトルフィールドで別れたきりで、昨日の晩、軍司からはなにも連絡を入れていない。

　このリムジンは、運転席と座席の間は防音ガラスで仕切られており、シートは向かい合わせのボックス席になっている。まるで移動する小さな会議室のようなものだ。

　ただ、天衣と冬鹿はほとんど口を利かず、こちらに目も向けない。

　軍司が車内でＰＤＳを見ていたのには、ネットの騒ぎが気になったこともあるが、そんな二人と顔を合わせているのが気まずかったという理由もある。

　もちろん、この状じよう況きようが自分のせいであることは、軍司も十分に理解している。

　アルファトーナメントに参戦する理由──それは、いつかは話さねばならないことであったが、あのような形で二人に知られてしまうとは。

　しかし、軍ぐん司じに黒くろ兎うさを恨む気持ちはない。

　大切なことなのに、ずるずると先延ばしにしていた自分が悪いのだ。

　ならば、いまこそ天あ衣いたちと話し合うべきだろう。

　意を決した軍司は、ＰＤＳをしまって、天衣たちと向き直った。

「……美み優ゆのこと、黙っていてすまなかった」

　軍司は正面に座る、天衣と冬ふゆ鹿かに頭を下げる。

　そして、顔を上げたとき、二人の真剣な目がこちらを見据えていた。

「うっ……」

　軍司は思わず息を呑のんだが、さらに言葉を続ける。

「ロストサード──黒兎の言っていたことは本当なんだ。美優はもうこの世にいない。六ろく波は羅ら栄え楠くすに殺されたんだ」

「そ、そんな……！」

　天衣は小さな悲鳴を上げた。

　それは無理もないこと。天衣は美優の大ファンで、いつも彼女のようなＡＰアルタプレイヤーになりたいと言っていたほどなのだから。

　嘆く天衣を見て、軍司は胸が痛んだ。

「なぜ、栄楠が美優を殺さねばならない？」

　嗚お咽えつを堪こらえ、涙を浮かべる天衣と比べて、冬鹿はまだ冷静さを保っていた。

「それは俺にもわからない。ただ、俺が特とつ区くに戻ってきたことが関係しているのは間違いないと思う」

　そう言って、軍司は流る音ねのほうを見る。

　すると、流音は軍司の言葉を補足するように語ってくれた。

「なぜか、六波羅栄楠は軍司に異様な執着をもっているの。美優は、そんな栄楠から軍司を遠ざけたかった……私が知っているのは、ここまでよ」

　流音の言葉に冬鹿は、じっと考え込むような顔をした。

「それで、おまえはどうして美優のアルファトロフィーを引き継いだ？」

「……俺は、彼女が死んだ現場に居合わせていた」

　冬鹿の質問は、軍司にとって一番答えづらいものだった。

　軍司は美優の同どう意いを得ることなく、社長の言葉に従い、アルファトロフィーを継承した。

　トーナメント運営委員会が、その継承を正式に認みとめているのだから、それ自体はルール違い反はんではない。それでも、実力を認められたわけでもないのに、そんな手段で手に入れたアルファトロフィーでトーナメントに参戦した軍司を、冬鹿たちは軽けい蔑べつするかもしれない。

　だが、軍司は真相を誤ご魔ま化かすつもりなどなかった。

「そこで、俺は美優のＰＤＳからアルファトロフィーを引き継いだんだ」

　軍司はすべてを語り、みんなに判はん断だんをゆだねるつもりだったが……冬鹿の反応は、予よ想そうに反するものだった。

「そういうことを聞いているのではない」

　厳しい表情をしたまま、じっと軍ぐん司じを見据えている。

「じゃあ、どういう……」

　意味がわからず、思わず助言を求めるかのように天あ衣いのほうを見たが、彼女もまた冬ふゆ鹿かと同じように真剣な表情で、やや下から見上げるようにこちらを見ていた。

　そして、気づく。

　二人の態度はこちらを責めているのではなく、まるでなにか不安を抱えているようだと。

　ただ、情けないことに、軍司にはその不安がなんなのかがわからない。

　しばらく間を置いて、天衣がかすれるような小さな声で尋たずねた。

「軍司さんは、アルファトロフィーを引き継いで、なにをしたかったんですか？」

「それはトーナメントに優ゆう勝しようして、美み優ゆを生き返らせるためで──」

「では、美優さんが生き返るのなら、黒くろ兎うささんの『トーナメントを辞退すれば、美優を生き返らせる』という申し出を受けるということでしょうか」

「えっ、いやっ……まだそのことは……！」

　いまようやく軍司は、天衣と冬鹿の気持ちがわかった気がする。

　二人が不安に思っていたのは、このまま軍司がトーナメントを辞退するつもりではないかということなのだろう。

　もちろん、軍司だってそのことを忘れていたわけではない。

　だが、それは自分一人では決められることではない……と、考えること自体を先送りにしていたのだ。

「迷っているのか？」

「そんな大切なこと、俺ひとりでは決められないから。みんなとちゃんと話そうと思って」

「おまえは、そんなふうに考えているのか！」

　冬鹿は軍司をにらみつけた。

　今度は、彼女が怒っていることがハッキリとわかる。ただ、なぜ急に冬鹿が怒り出したのかがわからない。

「流る音ね様、すみませんが車を止めてください。私はここで降ります」

「けど……外は……」

　そろそろトーナメントの会場に近くなり、人通りも多くなっている。

「まわりに騒さわがれているのはおまえだけだ。私たちには関係ない」

「それはそうかもしれないけど」

「天衣様はどうされますか？」

「私も一緒に降ります。すみません。いま、軍司さんにどんな顔をしたらいいのか……私、わかりません」

　言葉を失う軍司に、天衣はこちらを見ることさえなく呟つぶやいた。

　流音の指示でリムジンが停車すると、運転手がドアを開けに来るのを待たずに、冬鹿はさっさと降りていってしまった。

　それに続こうとする天あ衣いは、リムジンのシートから立ち上がる間際、動きを止めて、小さな声で言った。

「決めるのは軍ぐん司じさんです。私たちの言葉なんて必要はないはずです」

「なっ……！」

　軍司は思わず手を伸ばして、車を降りようとする天衣を止めようとした。

　だが、その手はわずかに届かない。

　いや、もっと手を伸ばせば、十分に届いたはずだ。

　それができなかったのは、軍司の気持ちの問題。

　特とつ区くに来て、ずっと軍司を支えてくれた天衣。

　いま初めて、そんな彼女に突き放された気分だった。

　その心の距離感が、軍司に手を伸ばすことをためらわせたのだ。

　たとえ、いま手が届こうとも、きっと天衣の心にまでは届かないとわかっていたからだ。




　天衣と冬ふゆ鹿かが車から降りると、まわりに気づかれる前に、流る音ねは運転手にリムジンをすぐ出すよう命じた。

　走り出す車の窓の外で、天衣と冬鹿の姿は遠くなり、やがて人ひと混ごみの中に消えていった。

「これはあなたの始めたことよ。だから、あなたが決めるしかない」

　トーナメント会場に到着するまでの時間、流音が軍司に向かって喋しやべったのは、ただその一言だけ。

　そして、軍司は無言のまま、ずっと二人のことを考えていた。

　自分で勝手に決めたというのなら話はわかる。

　けれど、二人に意見を求めたのに、なぜあんなふうな態度を取られるのか、それが軍司にはわからない。

　ただ、なにか自分があの二人の期待を裏切るようなことをしてしまった気がする。

　それだけは、軍司にもわかっていた。





　　　　　◆◇◆






　渋滞に巻き込まれ、軍司の乗るリムジンがトーナメント会場に到着したのは、タギリたちのバトルが開始する時間ギリギリとなってしまった。

　今回のバトルフィールドは、特区内にある普段はサッカーや陸上競技などが開かい催さいされている大型スタジアムのグラウンドが選ばれた。前回の森林地帯という遮しや蔽へい物の多いフィールドから一転して、なにもない広いグラウンドが舞台ということで、生のバトルをスタンド席から楽しむことができると観かん客きやくたちの期待も高まっている。

　トーナメントに参戦している軍司は、競技場の地下にある関係者専用エリアへと入ることが許可されていた。

　頭上からは、いよいよ始まるバトルに向けた歓声が、ずんずんと地下にまで響ひびいて聞こえてくる。

　ここは軍ぐん司じが六ろく波は羅ら暁あき奈なに特とつ区くへと連れてこられたとき、美み優ゆと出会ったコンサート会場でもあった場所だ。

　あのとき、この場所で、ＡＰアルタプレイヤーへとアップデートされてから、すべては始まったのだ。

　軍司と流る音ねは、許可をもらって、スタッフにタギリチームの控え室へと案内してもらう。

　スポーツ競技の選手用のロッカールームがそのまま控え室となっており、サッカーのチーム全員が着替えられる部屋は、タギリたち三人には広すぎるくらいだ。

　壁には大きなモニターがあって、スタジアム内の様よう子すが生中継されている。

「みなさんの応援に来たのですが、バトルの直前になってしまってすみません。もし、邪魔だったら、すぐに出て行きますから」

　モニターの前のベンチには、こちらに背を向けて、タギリたち三人だけで座っている。

　もしかして、バトルの前に精神集中でもしているのでは──と、思ったが、タギリは首だけで振り向いてリラックスした笑みを浮かべてくれた。

「やあ、わざわざありがとう。けど、きみも美優のことや、トロフィーのことで大変なんじゃないのか？」

「は、はあ、まあそれは……」

　応援に来たのに、逆に心配されてしまった。

「チームメイトが一緒でないのも、もしかしてそのせいか？」

　タギリは笑みを浮かべながら、軍司の痛いところをついてくる。

　軍司は自分でも表情がこわばっているのがわかった。

「美優の話が本当だとしたら……ロストサードの提案、あれはキツいよな」

「実は、これからどうするつもりなのか、二人に聞かれました」

　身内のことだというのに、タギリの気さくさにつられて、軍司はついそのことを口にしてしまった。

「それでどうするつもりなんだ……って、俺なんかが聞いていいのかわからないけど」

「俺は二人の意見も聞いてから、ちゃんと話し合おうと──」

　天あ衣いや冬ふゆ鹿かには言いづらかったことなのに、不ふ思し議ぎとタギリにはすんなりといまの考えを口にできた。

　ところが、タギリはそんな軍司に呆あきれたような顔をする。

「おいおい、ズレたこと言ってるなぁ」

「えっ……？」

「もしも、それでみんながトーナメントを続けると言ったら、きみはロストサードの提案をはねのけ、納得して戦うことができるのか？」

　それは思いがけない指摘だった。

　自分でも気づかずに取り繕っていた表層が、薄っぺらい紙のように貫かれてしまった。

「このトーナメントに出るってことは、仲良く相談して決めるとか、どこかの学級会みたいなものじゃないだろ？」

　振り向いている姿勢が窮屈だったのか、タギリはベンチの上でくるりとまわり、こちらを向いて座り直した。

「ＡＰアルタプレイヤーのバトルは安全が保障されているとはとても言えない、危険なものだ。そんなものを戦ってくれる仲間は、ただの友達とかじゃない。互いを信しん頼らいして、気持ちがいつも一緒の仲間であるはずだ」

「俺だって、天あ衣いや冬ふゆ鹿かのことは誰よりも信頼してます」

「なら、なぜ試すようなことをする？」

「えっ？」

「意見を聞くなんていったけど、それって、自分の気持ちが通じていないかもしれないと、仲間を疑っているようなものじゃないのか？」

「俺はそんなつもりじゃ……」

「人の意見を聞く前に、まず自分の胸に聞いてみろよ。きみがトーナメントに参戦したのは、目的を達成するための手段としてか？　それとも、別のなにかのためか？　それは、誰かの意見で左右されるような中途半端な理由からなのか？」

　軍ぐん司じはタギリの問いに言葉を失う。

　あのときは正しいと思っていたのに、自分がいったい天衣たちにどんな意見を求めようとしていたのかさえわからない。

　もしかすると、二人はそんな軍司の中途半端な気持ちを察したのかもしれない。

「きみの望みが本当に大切なものだったら、仲間は何も聞かずに一緒に戦ってくれる。そこに言葉なんかいらないはずだ」

　タギリのストレートな物言いは、ずかずかと軍司の心の内側へと踏み込んでくる。

　だが、その荒っぽさが、いまの軍司には心地よく、落ち込んでいた気持ちを軽くさえしてくれるようだった。

　タギリの踏み込んでくる場所にこそ、軍司が自分でも気づかない本当に大切なものがあるとわからせてくれるからだ。

「タギリさんたちは……どうしてトーナメントでバトルをするんですか？」

　助言を求めているのではない。

　この問いかけは、軍司の純粋な好奇心からだった。

「みんなと一緒にバトルをするのが楽しいからに決まってるだろ。そして、その舞台はデカイほど盛り上がる。それだけじゃあ、理由にならないか？」

　軍司は天井を見上げた。

　さっきからずっと聞こえる、ウォンウォンという音。

　あれは止やむことを知らない歓声だ。

　タギリたちの登場を待って、あれだけの観かん客きやくがスタジアムを揺らすほどの声援を送ってくれている。

　そして、これから、タギリたちはあれを全身で受け止めるのだ。

「いいえ、十分だと思います」

「そうだろ、俺たちには、ほかになにもいらないよ」

　そう言ってタギリは勢いよく立ち上がり、チームメイトの肩を叩たたいた。

　心が通じているように、エリスとラウドの二人がタギリの両脇に並び立つ。




「じゃあ、行ってくる！　応援よろしくな!!」





　　　　　◆◇◆






　軍ぐん司じたちはタギリたちの好意で、グラウンドに直接通じているスタッフ用の出入口付近から観戦させてもらうことになった。

　グラウンドを見下ろすことのできるアリーナ席とは違い、参戦するＡＰアルタプレイヤーたちと同じ視線の高さで臨場感のあるバトルを観戦することができる一等席だ。

　軍司と並んで観戦する流る音ねは、ＰＤＳではなくノートサイズのタブレットを見ながらタギリの対戦チームについての解かい説せつをしてくれた。

「ミハイルのチームは、三人目のモナだけが新人ＡＰね。私と同じフィールドに干渉する改変タイプアルタネイトのＡＰだということ以外、ほとんど情報は入っていない。スキルを分析されることの怖さは、ミハイルが一番よくわかっているでしょうから、無名の新人をスカウトしてきたのでしょうね」

　リムジンの車内で天あ衣いたちと喧けん嘩か別れのようになってしまってから、ほとんど口を利いてくれなかった流音だったが、軍司がタギリと対話をしたあとは、やや態度が柔らかくなった気がする。

　タギリたちの対戦相手であるミハイルチームについては、ミーティングでも予習不足だったので、流音の解説は有あり難がたかった。

「二人目のセルジュは、第一回のトーナメントのときからずっとミハイルとチームを組んでいる『戦国アシュラ』のＡＰよ。ＮＰＣの軍団を大たい量りように発生させる《インスタントレギオン》というスキルを持っているわ」

「でも、セルジュはＮＰＣを使役する操作タイプコントロールではなく、長なが槍やりを使って本人が戦う、強化タイプブーストのＡＰだったはずですよね？」

「ＮＰＣといっても、その軍団レギオンは自動的に周囲にいるものを無差別に攻こう撃げきするだけで、セルジュは操そう作さできないの。とはいえ、軍団にはほとんど戦闘力がないから……言ってしまえば、セルジュのバトルを盛り上げる、演出みたいなものかしらね」

　セルジュのスキルの由ゆ来らいとなった『戦国アシュラ』は、日本の戦国時代を舞台としたアクションゲームだ。とにかく大たい量りように登場する敵てきキャラの戦国武者や足軽を、たった一人のプレイヤーキャラクターで縦じゆう横おう無む尽じんにぶった切るという、派手なアクションが売りとなっている。

　そんなゲームを由ゆ来らいとしているのなら、大勢の雑ざ魚こＮＰＣを発生させるというスキルも納得できる。

「けど、セルジュはスキルを効果的に利用しているよ。彼は長なが槍やりによる広範はん囲いの連続攻こう撃げきが得とく意いだから、敵に囲まれての乱らん戦せんはお手のもの。対戦相手が《インスタントレギオン》で発生した大量の戦国武者に気を取られている隙すきに、ＮＰＣごとまとめて攻撃をする──というのが、彼の得意戦術ね」

「その状じよう況きようを想像してみると、かなり戦いづらそうな相手ですね」

　大量の武者に囲まれて身動きできないところを、セルジュの長槍で一掃される自分の姿を想像してしまった。

「スピードで勝負をするのではなく、一撃必殺の大火力を得意とするようなＡＰアルタプレイヤーには面倒な相手でしょうね」

「それって、タギリさんにぴったり当てはまるけど……どうやって戦うつもりだろう？」

　軍ぐん司じがミハイルのチームについて予習しているうちに、スタジアムの巨大モニターには、今日も猫のアバターで出席しているオメガコンプレックス社長の姿が大写しにされた。

　その手には、バトル開始を合図する定番のチェッカーフラッグを持っている。

　いよいよバトル開始のカウントダウンが始まった。

　ひときわ歓声も大きくなり、グラウンド中央には、さすがに緊張した面持ちのタギリたち──そして、ミハイルチームの三人がにらみあっている。




『三・二・一……アルファトーナメント第二回戦。バトルスタート!!』




　軍司はタギリたちの動きに注目していた。

　クロスボウを持ったエリスは、素早く後方に移動。

　大剣を盾たてのように前面で構えたタギリは、ゆっくりとミハイルたちのいる方向に前進。

　二刀流のラウドは、大きくまわりながら相手の横へと移動するが、よく見れば後方のエリスへの射線を微妙に塞ふさいでいることがわかる。ミハイルたちからエリスの動きを隠すと同時に、万が一の狙そ撃げきを警戒しているのだろう。

「さすがだな……」

　その連携の取れた動きに、軍司は思わずうなる。

　ただ、そのせいでミハイルたちの行動に気づくのが遅れた。

　スタジアムの歓声の雰囲気が変化したことで、初めて軍司はミハイルチームに動きがあったことに気づく。

　いつの間にか、ミハイルとモナの姿が消えており、グラウンドにはセルジュ一人が立っていた。

「いったいなにが……？」

　観かん客きやくたちも軍ぐん司じと同じ気持ちのようだ。さっきまでの興奮した歓声とは異質のどよめきがスタジアムに広がっていく。

「おそらく、あれがモナのスキルだろう。仲間の姿を消すことのできるスキルか？　しかし、なぜセルジュだけ残す？　消せる人数に制せい限げんがあるのか？」

　さすがの流る音ねにも、この状じよう況きようは読み解けないようで、しきりに独り言を繰り返している。

　やや異様な雰囲気の中、さらにグラウンド上では大きな変化が起きていた。

「《インスタントレギオン》！」

　グラウンドに仕込まれたマイクが、セルジュのスキルを発動させる声を拾った。

　そのかけ声と同時に、サッカーフィールドを楽々一面取れるグラウンドが、無数の戦国武者軍団によって埋め尽つくされた。

　いくら雑ざ魚このＮＰＣとはいえ、その光景は圧巻だ。

　観客席も、これから始まろうとしている派手なバトルの展開に、さっきまでのどよめきを吹き飛ばすほどの歓声を上げる。

　ところが、次に始まったのは──




　一方的な蹂じゆう躙りんだった。




「あれの、どこが雑魚なんだ……！」

　セルジュのスキルが顕けん現げんさせた戦国武者たちは、予よ想そうを超えた強さを持っていた。

　すべて同じ甲かつ冑ちゆう、同じ刀で武装した姿。人の形はしているが、マネキンのようにどこかディティールが甘く、誰が見ても生身の人間とは間違えようがない。

　なにより存在感が違う。

　そこには魂が感じられず、いかにも自動的に動いているだけの人形という感じであった。

　それなのに、その身のこなしはやけに素早く、人間というより戦闘ロボットのようだ。

　もちろん、一対一の戦いならばタギリたちが負けることはないだろう。

　しかし、スキルの由ゆ来らいとなった『戦国アシュラ』のように、この武者たちを次々となぎ倒していくなんてことはとても無理だ。素早い動きに苦戦しながら、ようやく一体ずつ倒せるギリギリの戦力差だというのに、敵てきの数は圧あつ倒とう的てき。

　倒しても、倒しても、獲物に群がるアリのように現れては、タギリたちを取り囲み、恐れることなく近づいて、押おし潰つぶそうとしていく。

　だが、それは軍団を顕現させた、セルジュに対しても同じこと。

　異様に長い槍やりで戦国武者たちをなぎ払い、乱らん戦せんではタギリたちよりも有利なところも見せているが、途切れることのない敵を相手にして、目に見えて疲ひ弊へいしているようだった。

「自分のスキルで、自分がやられてどうするんだよ……」

　このバトルフィールドに主役などいなかった。

　無む尽じん蔵ぞうに現れる意い志しを持たない軍団の波に、観かん客きやくたちが憧あこがれるＡＰアルタプレイヤーたちがズルズルと飲み込まれていくだけ。

　やがて、敵てき味方関係なく猛もう威いを振るった軍団が消えたとき、そこに立っている者は誰もいなかった。

　タギリ、エリス、ラウド……そして、スキルを発動させたセルジュまでもが踏みにじられ、グラウンドに倒れていた。これではまるで自身を巻き込んだ自爆戦法だ。

　その予よ想そう外の展開。

　そして、無残な光景に、観客の誰もが息を呑のみ、グラウンドは静寂に包まれた。

『タギリ、エリス、ラウド三名のＨＰヒツトポイントゼロが確認されました。そして、ミハイルチームのセルジュもＨＰゼロです。ただし、いまだミハイルとモナがフィールド上に確認されないため、どちらの勝利かは──』

　戸惑い気味のアナウンスが流れる途中、不意にミハイルとモナの二人が、ほとんど位置を変えずにグラウンドに姿を現した。

　そして、ミハイルは状じよう況きようを確認するかのようにまわりを見回すと、満面の笑みを浮かべて片手を上げる。

　それが勝利宣言となった。




『ミハイル、モナを確認。アルファトーナメント第二試合、ミハイルチームの勝利です！』




　異様な静寂から、一気に歓声が大爆ばく発はつした。

　まさかの大番狂わせに、スタジアムが熱狂する中、ストレッチャーを運ぶ医い療りようスタッフが軍ぐん司じの脇を通り過ぎ、グラウンドへと駆けていく。

　いてもたってもいられず、軍司もそんな医療スタッフを追ってグラウンドへと飛び出していった。

　スタッフの邪魔をしないよう気をつけながら、タギリたちの安否を確認する。

　やはりＨＰ表示は赤。ただし、幸いなことに身体からだのほうはかすり傷程度のようだ。

「大丈夫ですか!?」

　ストレッチャーに乗せられたタギリに声をかける。

「ああ、平気だよ。あのＮＰＣは、ＨＰゼロになった相手には攻こう撃げきしてこないプログラムになっているみたいだからな。ちょっと踏まれたくらいだよ」

「……よかった」

「偉そうなこと言って、格好悪いところを見せちゃったな」

「そんな…………」

　軍司からタギリにかけられる言葉はなかった。

　気丈な態度を見せてはいるが、このようなバトルの結果にタギリたちがショックを受けているのは軍ぐん司じにだってわかる。トーナメントに参戦するかどうかを悩み、タギリに叱しつ咤たされているような自分が何を言えるというのだろうか。

　そんな軍司が無言で見守る前で、タギリたちはストレッチャーで搬送されていった。

　しばらくの休養は必要だろうが、大事がなかったことだけが救いだった。

「うわっ!?」

　そのとき、少し離れたところで驚おどろきの悲鳴が聞こえた。

　タギリたちと戦い倒れたセルジュのほうに向かった医い療りようスタッフの一人が、痛そうに手を押さえている。

「気をつけろ。異常に身体からだが熱いぞ！」

　ほかのスタッフたちも、セルジュの身体をストレッチャーに移すこともできず、困ったようにウロウロしているだけだ。

　どういうわけだかわからないが、セルジュの身体が熱すぎて、とても触れないらしい。

　セルジュのＨＰヒツトポイントはゼロのはず。スキルを使っているわけではない。

　見ると、彼の身体からは熱によって白い蒸気が立ち上っていた。

　とても普通ではない。なにか自分にできることがあればと、軍司がそちらに向かおうとすると、その前に立ちはだかる者がいた。

「近寄るな！」

　軍司よりずっと背の高い、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの若い白人男性。

　その派手な外見を見間違えるはずがない。『ポータブルモンスター』のＡＰアルタプレイヤー、ミハイルだった。

　ただ、その表情は、テレビなどで見る印象とはまったく違う。

　ハリウッドデビューをした華やかな笑顔はなく、険しく敵意むき出しの目をしていた。

「おまえはアルファトロフィー所有者の覇は鳥とり軍司だろう。わざわざ、ボクたちのスパイをしに来たのか？」

　英語ではなく、流ちょうな日本語で話しかけてきた。ミハイルは日本のゲーム文化を愛する親日家として知られており、通訳を連れずに日本のテレビ番組に出演をするくらいだ。

「そ、そういうつもりは……」

　軍司が否定すると、ミハイルはすぐにスタッフのほうに振り向いて、彼らにもセルジュから離れるよう怒鳴りつけた。

　そして、かたわらにいるチームメイトのモナに命じる。

「モナ、セルジュを隠せ」

「わかりました」

　ミハイルのチームメイトのモナは、軍司より年下だろう。近くで見ると、ミハイルと同じく美しい金色の長い髪を持つ、とても華きや奢しやで妖よう精せいのような女の子だった。

　彼女はミハイルの指示にうなずくと、ＰＤＳを取り出して小さく囁ささやいた。

「……《ピースフルビレッジ》」

　その途端、モナとセルジュの姿が、すうっとどこかに消えてしまう。

　さっきのバトル開始直後に、ミハイルとモナがいなくなったときと同じ現象。やはり、あれはモナの改変タイプアルタネイトのスキルで間違いないらしい。

　もしかすると、六ろく波は羅ら暁あき奈なの使う《セブンリースペル》のような、瞬しゆん間かん移動を可か能のうとするものなのだろうか。

　セルジュとモナが姿を消すと、ミハイルは軍ぐん司じのほうに近づいて小声で囁ささやいた。

「おまえも大変だな。ちょっと前まで応援していた連中に、今度は目めの敵かたきにされる……けれど、俺もその地獄は十分に味わってきた」

　そう語るミハイルの目には、どす黒い憎ぞう悪おが満ちているようだった。

　どんな言葉を返してよいかわからないままの軍司を無視して、ミハイルは駆け寄ってくるアナウンサーに笑顔を向けた。さっきまでの暗い表情は消きえ失うせ、テレビで見る、いつものミハイルに戻っていた。

　勝利者の言葉を求めるアナウンサーに対して、ミハイルは予よ想そう外の宣言をする。

「セルジュは次のバトルを辞退する。そこで、ボクたちの新たなチームメイトを迎えることにした」

　アルファトーナメントでは、チームリーダーは固定だが、二人のチームメイトはバトルごとに交代させることが許可されている。

　対戦相手のスキルとの相性によってチームのＡＰアルタプレイヤーを交代させるのは有効な戦術であるが、どちらかと言えば、同じ仲間で戦い続けるというチームワークを重じゆう視しするチームのほうが多い。

　ミハイルが参戦した二度のアルファトーナメントで、セルジュはずっと一緒に戦ってきた常連のチームメイト。しかも、タギリチームにたった一人で勝利した、あのセルジュと交代するＡＰとはいったい何者なのか……次にバトルをする当事者として、軍司は息を呑のんでミハイルの言葉を待った。

　すると、ミハイルは派手な身振りで、そんな軍司のほうを指さした。




「準決勝、覇は鳥とり軍司がボクらとバトルをするというのなら、こちらはチームの三人目としてロストサード──黒くろ兎うさを参戦させる！」




　最初はセルジュのリタイアにどよめいていたスタジアムだったが、続けてロストサードの名を聞いた直後、ミハイルが勝利したときと同じくらいの歓声が沸き上がった。

　大番狂わせの勝利。

　その驚おどろきが冷めやらぬうちの、ロストサードのサプライズ参戦。

　これで盛り上がらないわけがない。

　ミハイルはそんな大興奮の観かん客きやくたちに背を向けると、軍司のほうを見た。

「なんて単純な連中だ……あんなひどいバトルのあとで、よく馬鹿騒さわぎができるもんだ」

　そこに浮かんでいるのは、嫌悪と軽けい蔑べつに満ちた、せせら笑いだった。

「兎と穂ほは……いや、黒くろ兎うさが、なぜあなたと一緒に！」

「黒兎はボクたちを強くしてくれた……それだけで取引としては十分さ」

「取引だって？」

「彼女はおまえがバトルを辞退することを望んでいる。だから、わざわざ、きみの目の前でメンバーの交代を宣言したんだ。それも黒兎との約束だったからな」

「黒兎はいったいなにをしようとしているんだ!?」

「そんなことは知らないよ。ボクらは、ただ勝ちたいだけ。栄え楠くすさえ上回る、圧あつ倒とう的てきな力を見せつけ、世界中のくだらないやつらを黙らせてやる」

　ミハイルはそう言い残して、多くのテレビカメラが待ち構える通用口へと向かうと、にこやかにインタビューに答えている。

　あれは表と裏の顔を使い分ける……というレベルではない。

　世間にもてはやされることを望みながらも、同時に自分を否定する相手に強い憎ぞう悪おを持っている。

　軍ぐん司じは、あのミハイルから歪ゆがんだ二面性を感じ取った。

　一方、大型モニターではモニター内に表示されたトーナメント表が派手なエフェクトで書き換えられ、準決勝に挑む二つのチームが表示されていた。

　準決勝で当たる軍司の対戦相手が、ミハイルチームと正式に決定したのだ。





　　　　　◆◇◆






　アルファトーナメントに参戦することに迷っていた軍司に、進むべき道筋の手掛かりを与えてくれたタギリチームは惨敗した。

　しかも、ミハイルチームの勝利には、あの黒兎が関与しているというのだ。

「どうあっても、俺の邪魔をするつもりなのか……」

　優ゆう勝しよう候補の初戦敗退という大番狂わせと、さらにロストサードの電撃参戦という予よ想そう外の展開に、スタジアムから出てくる観かん客きやくたちは、まだその顔に戸惑いと興奮を纏まとわせたままだ。

　そして、その合間を縫うように、軍司と流る音ねを乗せたリムジンはのろのろと進む。まるで軍司の心情を表しているかのような足取りの重さだった。

「特とつ区くに戻ってきたばかりなのに、いろいろ暗躍をしているようね。美み優ゆは、黒兎のことを妹だと呼んでいたけど……彼女が何者なのか、実は私もよくは知らないの」

　流音はリムジンの外を眺めながら、固い表情で呟つぶやいた。

「そうですか……」

「少なくとも、黒兎はオメガコンプレックスに深い縁えんがあったみたい。美優に改変アツプデートされた過去を取り戻したことで、この特区で協力者を得たのかも」

　この前までは、兎と穂ほも普通の女子中学生でしかなかった。

　それがどのようにしてミハイルチームとつながりをもったりしたのか、確かに疑問だ。いくらＡＰアルタプレイヤーだとはいえ、ひとりでできることとは思えない。

　軍ぐん司じが流る音ねという協力者を得たように、黒くろ兎うさにもそのような人物がいるのか。

「ちょうどいいタイミング……といって良いのかわからないけど、その黒兎について気になる情報を得ているの」

　流音はそう言うと、タブレットを操そう作さして、一枚の画像を見せてくれた。

　それはどこかの街路を、少し高いところから撮影した画像。おそらく街頭防犯カメラかなにかの静止画像だろう。

「これは……！」

　そこにはあの黒兎が一人で歩いている姿が写されていた。

「これって、どこなんですか!?」

「特とつ区くのウォーターフロント、オメガコンプレックス本社区画。一般には立ち入りが許可されていない場所よ。これを見つけられたのは、特区中の防犯カメラ映像を顔認識ソフトにかけたおかげだけど、まさか本社区画にいるとは思わなかったわ」

　流音がタブレットを指でなぞると、別の写真が次々と表示された。

　それはどれも同じような風景だ。

「こんなに何度も撮影されているってことは……」

「黒兎が本社区画を拠点にしているってことでしょうね」

　ウォーターフロントの一区画を占めるオメガコンプレックス本社は、小さな町がひとつ入るほどの広さがあり、関係者以外は立入禁止となっている。

　もしも、黒兎がオメガコンプレックス本社を活動拠点としているのなら、軍司がいくら特区を歩き回っても《フィールドコントロール》で感かん知ちできなかったわけだ。

「……理事長、ひとつお願いがあるんですが」

「その前に、天あ衣いたちと話をしなくていいの？」

　軍司の頼みは薄々わかっているといった様よう子すで、流音は尋たずね返した。

「もちろん、そうするつもりです。ただ、その前に、黒兎とのことには決着をつけないと……いまの気持ちのままじゃあ、駄目な気がするから」

　改変アツプデートされ、忘れてしまった軍司の過去……黒兎はまるでそれが実体化したモノであるかのようにさえ思える。

　そんな黒兎が、美み優ゆの命を天てん秤びんにかけてまで、軍司を惑わせている。

　天衣と冬ふゆ鹿かともう一度会う前に、軍司は自分の意い志しをしっかりと固めておきたい。

「どうしても黒兎と会って、その真意を知っておきたいんです」

　軍司はそんな自身の迷いの元を断ち切りたかった。

　そうでなければ、自分の気持ちを天衣たちにしっかりと伝えられないだろう。

「ふふふっ、あなた案外と不器用なのね」

　流る音ねはそんな軍ぐん司じに小さく笑った。

「すみません。自分の都合ばかりで……」

「いいのよ。それで、私にどうして欲しいの？」

　ここから先のことを口にすれば、流音に多大な迷惑をかけることになるかもしれない。

　だが、それでも軍司は望まずにはいられなかった。

　意を決して、軍司は流音に告げる。




「俺を美み優ゆと会わせてもらえませんか？」






　　　　STAGE:4

　　　　「オメガコンプレックス」









　世界経済の中心とも言われるだけあって、最高水準のセキュリティに守られているオメガコンプレックス本社──そのさらに最深部の機密保管エリアに軍司はいた。

　国家間のパワーバランスさえ崩しかねない最高機密が保管される、建物自体が巨大な金庫のような場所。

　そこの一区画は、いま霊れい廟びようとなっている。

　管理された温度と湿度、さらには無菌状態に保たれた、静かな部屋。

　そこで、美優の遺体は特とく殊しゆなケースの中に安置されていた。

　美優との面会は、流音を経由して、オメガコンプレックスの社長から許可を得ている。

　外部の人間が本社のある区画に入るだけでも、数ヶ月前から手続きが必要とされるらしいが、軍司にはすぐに専用のセキュリティ電子パスが発行された。

　重役である流音の口利きのおかげだと思ったが、彼女によるとオメガコンプレックスの社長が特例として認みとめてくれたらしい。

　あの社長は、軍ぐん司じをなにかと特別扱いしてくれる。それは最強のＡＰアルタプレイヤーの証あかしであるアルファトロフィー所有者だからという理由だけなのか……その真意は軍司にもわからない。

　今日、美み優ゆに会いに来たのは、関係者以外立入禁止の本社区画に入るための口実ではあったが、ガラス越しに美優の姿を見ていると、それをひととき忘れてしまいそうになる。

　一見、美優は生前と変わらぬ姿に見える。

　だが、ぞっとするほどに青白い顔。数百万のファンを魅了した歌声を発した唇からは、うるおいも失われている。

　美優を生き返らせる。

　その決心に揺らぎはない。

　横たわる彼女の姿は、軍司にそのことを再度胸に刻みつけるものだった。




　しばらく美優との無言の対面をしたのち、軍司はここに来たもう一つの目的を果たすべくスキルを発動させた。

「《フィールドコントロール》」

　たとえ万ばん全ぜんの機密保持をしているオメガコンプレックス本社であっても、この《フィールドコントロール》の前には無防備だ。軍司には、ビル内部の構造が手に取るように把は握あくできる。

　だが、それだけで満足せずに、軍司はさらに意い識しきを集中させて、もっと多くの、そして細部の情報を得ようとする。

　監かん視しカメラ、警報装置、ロックの有う無む、警備員や職員の動きまで。

《フィールドコントロール》は戦国シミュレーションゲームである『信長の栄光』で戦場を把握する機能を由ゆ来らいとしたスキルだが、このような泥棒にとって大助かりの使い方もできる。

　もちろん、軍司の目的はそんなことではない。

　いまいる機密保管エリアから、少し離れた場所に、ある存在を感じ取る。

　それは軍司の仲間の反応だ。

　しかし、それは天あ衣いでも、冬ふゆ鹿かでもなく、もちろん美優でもない。

　この前、新たに登録されたばかりの四人目の仲間──黒くろ兎うさの反応だった。

「いきなり現れて、いろいろかき回してくれたが……一方的にやられるのは、もうおしまいだ」

　軍司が迷うことなく前へと進むために、それは絶対に必要なことだった。

「今度はこっちから決着をつけに行ってやる」
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　美優がここに安置されていることは、オメガコンプレックス内でもごく一部の者だけが知る極秘事項とされている。

　そのため、軍ぐん司じには付き添いの人間はつけられていない。なぜなら、そうすることで、それだけ秘密を知る者が増えてしまうからだ。

　口利きをしてくれた流る音ねに迷惑をかけ、自分に便宜を図ってくれる社長を裏切るようで心苦しくはあったが、軍司は《フィールドコントロール》を駆く使しして、まずは脱出ルートを模も索さくする。

　セキュリティは厳しいが、一方で警備員の数は少ない。

　出入りする人間を最低限にして、セキュリティを高めようという方針なのだろう。

　しかし、軍司にとっては、警備員のような予よ想そうできない動きをする相手が少ないほうが有あり難がたい。もちろん、監かん視しカメラやセンサーの隙すきをついて抜け出すのは、駆け足で綱渡りをするようなものだが、ＡＰアルタプレイヤーとなった軍司の身体能力は格段に向上している。

　周囲を完全に把は握あくする知覚能力と、人間の限界を超える身体能力。この二つが組み合わされば、オメガコンプレックスのセキュリティを超えることもできるだろう。

　監視カメラの死角を縫って、警備員が別方向に注視した隙を突き、軍司はひとまず機密保管エリアから脱出することに成功した。

　まるでアクションゲームをやっているような気分だ。

　しかし、いくつかの扉のロックを開けるのには、事前に発行されたセキュリティパスを使う必要があった。もしも軍司のパスの利用状じよう況きようをチェックされているのなら、やがてこの不審な動きを気取られてしまうだろう。

「その前に、黒くろ兎うさのところまで行かないと……」

　外に出てしまえば、ここがオメガコンプレックス本社の敷地内であることを忘れてしまいそうだった。

　十階建てくらいのビルが整然と並び、舗装道路には信号や横断歩道まである。建物がすべてオメガコンプレックス関連というだけで、普通のビジネス街と違いはなかった。

　警備員の姿はなく、ちらほらと職員が歩いており……あとは段ボールの箱があるだけ。

　あちこちに監視カメラは設置されているが、規則的な動きをする機械が相手なら、軍司にとっては楽勝だった。監視カメラの死角を歩きながら、同時に、なるべく職員たちともすれ違わないように気をつけて進む。

　やがてフェンスに囲まれた芝生の公園のような場所が見えてきた。

　この区画はすべて海の上に浮かぶ巨大構造体のはずなのに、こんもりと葉を茂らせた木立まである。これがすべて余よ所そから海の上に運ばれてきたものだと思うと、ずいぶんと贅ぜい沢たくな空間だが、そんな人工の森の奥に、平べったい白い箱のような形状の建物が見えた。

「あそこに黒兎が……？」

　軍司の《フィールドコントロール》が、リアルタイムでそこに黒兎の存在を感かん知ちしている。あの白い建物に彼女がいることは、もはや間違いないだろう。

　ただ、近代的なオメガコンプレックス本社の敷地内にあって、この区画はちょっと雰囲気が違うのが気になった。

「もしかして、誰かの家なのか？」

　しかし、オメガコンプレックス本社の中心地に、いったい誰が──いや、心当たりは一人いる。軍ぐん司じの頭に、あの猫の姿をした社長が思い浮かんだ。

　ここが社長の私宅というのなら、海の上に森を再現したところで不ふ思し議ぎではあるまい。

「けど、どうしてそんなところに黒くろ兎うさがいるんだ」

　黒兎が出てくるのを待つべきか、社長の私宅だとしても中に入ってみるべきか、軍司が迷っていると、突然、腕にチクリとした痛みを感じた。

「痛っ？」

　見てみると、腕に小指の先くらいの小さなガラスの筒のようなものがくっついていた。

　手に取ってみると、その先端には短い針がついている。その形から思い浮かぶのは……

「注射器？」

　すると、急に目がかすみ、身体からだがだるくなってきた。

「……まさか薬でも打たれたのか!?」

　そのこと自体も驚おどろきであったが、なにより軍司を戸惑わせたのは、打たれた気配を《フィールドコントロール》でまったく感じ取れなかったこと。

　神経を張り巡らして警戒をする軍司に、不意打ちできるなんて考えられない──が、それは相手が普通の人間だった場合のことだ。

「ＡＰアルタプレイヤーの攻こう撃げきか!?」

　ここはオメガコンプレックス本社だ。セキュリティに、ＡＰが採用されていたとしてもおかしくはない。

「どこだ、どこにいる！」

　相手の姿はどこにも見えない。軍司の感かん知ち範はん囲い外からの狙そ撃げきか……それとも、存在自体を消すことのできるＡＰなのか。

　とにかくここにいては一方的に狙ねらわれるだけだ。

　軍司は無理をして重い手足を動かし、フェンスをよじ登ると、木立の中に隠れる。ここならば狙撃も避さけられるだろう。

「姿の見えない敵てきか……」

　キャラクターが一時的に透明人間のようになれるゲームはいくつもある。手掛かりがそれだけでは、相手のＡＰの正体はまだわからない。

　とにかく、軍司は意い識しきを集中して、周囲の芝生の動きを警戒した。

　もしも、スキルの力で透明になっていたとしても、こちらに近づいてくれば踏みしめられた葉の動きでわかるはず。音もそうだ。足音だって消せはしまい。

　しかし、まわりに何者かの気配はない。

　静かな木立と……足元に、何の変哲もない段ボール箱があるだけだった。

「くそっ、どこにいるんだ!?」

　焦ってあたりを見回す軍ぐん司じだったが、その直後、喉のど元もとに冷たいモノを感じた。

　いつの間にか、鋭するどく光るコンバットナイフの刃先が、喉のもっとも皮の薄い部分にピタリと触れていたのだ。

　軍司はこのシチュエーションに心当たりがある。

　そして、ようやく相手の正体に気づくことができた。

　行く先々にあった段ボール。なぜあんな目立つモノを、いままで不審に感じられなかったのか……いや、それを不審に感じさせないことこそが、このＡＰアルタプレイヤーのスキルなのだ。

「動くな……」

「その声……もしかして、『スチールギアコマンド』のリザードか！」

『スチールギアコマンド』は隠密行動によって身を隠し、敵てき陣じんを単身で突き進む、名作アクションゲーム。単純なガンアクションだけでなく、麻酔銃で相手を無力化したり、敵の背はい後ごから忍び寄り、不意打ちで倒すなど、多彩な戦術が選べるところが魅力だ。

　そして、そのゲームの主人公キャラクターのリザードが利用する定番の隠密アイテムが、すっぽりと被かぶって身を隠す段ボール箱だった。

　このＡＰの隠密能力は、軍司の《フィールドコントロール》さえ欺く恐るべきものだが、由ゆ来らいとなったゲームの性質を考えれば、それは納得できる。

「もう一度繰り返す……動くな」

「……リザードそっくりの声なんだな」

　このような状じよう況きようだというのに、軍司はどうしても言わずにはいられなかった。このＡＰの正体に気づいたのも、その声がゲームのリザードそのままだったからだ。

「……練習したからな」

「そうなのか。気持ちはわかる」

『スチールギアコマンド』に登場するリザードは、ベテラン声優による渋い演技も人気の理由だ。軍司もプレイをしながら、あの声こえ真ま似ねをした経験がある。もしも時と場所が違えば、このリザードと『スチールギアコマンド』について語り合っていたことだろう。

「おまえは覇は鳥とり軍司だな。どうしてここにいる？」

　背後を取られているため、軍司は目だけで相手を確認する。

　グレーの都市迷彩服に、軍用ボディアーマー。ライフルを背負い、腰のホルスターには拳けん銃じゆうが固定されている。どこかの戦場と間違えているのではないかという格好だが、それは画面からリザードがそのまま抜け出してきたかのようにゲームに忠実な姿だった。

　おそらく、あの武装はすべてＡＰのスキルで顕けん現げんさせたものだろう。いくら特とつ区くでも、あんな銃火器の保有が許されるはずがない。

「…………」

　軍司は、リザードの質問に答えることなく、状況の整理と、この場を切り抜ける方法を考えることに集中する。

　背後から腕は完かん璧ぺきに押さえ込まれ、少しでも身体からだを動かせば、ナイフが首筋を引き裂くだろう。高度に洗練された戦闘技術だ。

　もしも、由ゆ来らいとなったゲーム『スチールギアコマンド』のリザードをトレースしているというのなら、このＡＰアルタプレイヤーはＣＱＣ近接格闘の達人だ。格闘技の経験のない軍ぐん司じが、どうこうできるものではない。

　ただし、それもこちらが普通の人間だったらの話。

　軍司は覚悟を決めるため、息をすうっと吸い込み、全身に力を入れた。

「なにを──」

　例の渋い声でリザードが警告しかけたが、それと同時に、軍司は意を決して唯一身体からだが自由に動く方向に駆け出した。

　それは、ナイフを突きつけられていた方向だ。

「ぐぷっ……！」

　研ぎ澄まされたナイフの刃が首の皮を引き裂き、喉のどの奥にまで達する、これまで経験したことのない異様な感覚がした。

　痛みはたいしたことないのに、頭から急速に血の気が失うせて、視界が薄暗くなった。事前に気合いを入れていなければ、そのまま倒れてしまうところだったろう。

「馬鹿な──！」

　リザードは驚おどろいたように軍司から手を放した。

　目的は警備。いくらここが特とつ区くでも、不審者を殺害していいはずがない。

　もっとも、軍司だって、ただ殺されるつもりはなかった。

　意い識しきが遠のきかけている頭の中で、自分のＨＰヒツトポイントを確認する。

　表示色はオレンジ──ということは、まだ動けるということだ。

　こちらのＨＰが残っている限り、ＡＰは負ふ傷しようすることはない。それがＡＰのルール。

　だが、理り屈くつではわかっていても、それは勇気のいる賭かけだった。

　そもそも、死なない可か能のう性せいがあるというだけで、そこにはなんの保障もないのだ。

「無茶なことを！」

　軍司の策に、リザードも同じＡＰとして気づいたようだ。

　だが、その間にも、軍司はよろけながら少しでもリザードから離れようとする。

「ダメージは気にするな……こいつが赤くなければ、いくらでも動けるんだ！」

　そんな逆説的な理屈で、軍司は自分自身に気合いを入れる。

　万ばん全ぜんの状態ならばともかく、残りＨＰはわずか。しかも、妙な薬まで打たれていては、リザードとまともには戦えない。

　とにかく、いまは身を隠すことが先決だ。

　リザードは隠密のスキルは持っていても、敵てきを探すスキルはもっていまい。

「だったら、条件は五分のはず……！」

　無理矢理にでも自分の有利な点を探して強がらねば、心が折れそうだった。

　軍司は迷わず、芝生の敷地内にある白い家へと向かった。

　隠れるならそこしかない。

　軍ぐん司じが家の玄関にたどり着くと、扉は予よ想そう外の妙な形状をしていた。ドアノブがなく、そこには艶やかな黒いプレートがはめ込まれているだけ。

「くっ……これは、どうやって開けるんだ」

　背はい後ごからリザードの声が聞こえてくる。

「そう簡単に入れるものか。そこは社長の自宅。セキュリティは万ばん全ぜんだ」

　扉を開けられないでいる軍司を見て、リザードは余裕の態度で近づいてくる。

　もはや逃げ場はないと、高をくくっているのだろう。

　だが、軍司の《フィールドコントロール》は別の可か能のう性せいを指し示している。

　ここに扉はある。けれど、これが開かないという感覚はない。

　リザードが万全と豪語する扉の鍵かぎだが、《フィールドコントロール》を信じるならば、なぜかいま開けられる状態であることは確かだ。

　ただ、その開けかたがわからない。

　自動ドアのようなセンサー式なのかと思い、黒いプレートに手のひらを当てたとき、突とつ如じよ、変化は起きた。

　プレートが緑色に輝くと、音もなく扉が横にスライドして開いたのだ。

「なっ……どうやってロックを！」

　リザードが驚おどろきの声をあげ、あわててこちらに駆け寄ってくるのを感じたが、すぐに軍司は玄関の中に身体からだを滑すべり込ませる。

「閉まれ、閉まれ！」

　その動きは自動ドアのようにゆっくりで、こちらでどうこうできるものではないようだ。

　ところが、リザードは家の中には入ろうとせず、入口の前で足を止めていた。

「そこは社長のプライベートルーム……俺が入ることは許されていない。だが、おまえもそこから無事に出られるとは思うな」

　悔しそうにするリザードの前で、ゆっくりと扉は閉まっていった。

「助かったのか……？」

　しかし、軍司が不法侵入をしていることは、リザードを通じてセキュリティ全体にバレてしまうだろう。

　こうなっては、もはやただ事では済まないだろうが、過ぎたことをくよくよ考えていてもしかたがない。

　ここまで来たら、やることをやるだけだった。
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　軍司は、玄関から社長宅の中の様よう子すをうかがう。

　さっきからずっと発動させっぱなしの《フィールドコントロール》で、この家の構造も把は握あくしている。

　だが、実際にこの目で見てみると、頭の中に浮かぶものとは少し違う印象を受けた。

「この部屋……見覚えがあるぞ」

　白を基調にしたオープンスペースの広いリビング。全体的にフラットな構造で、広いホールにいるような感じ。

「なんだここは。うちのマンションとそっくりじゃないか」

　細々とした調度品や、部屋の造り自体は異なるものの、全体のイメージは重なる部分が多い。間取りの違う家に、同じ部屋をコピーしようとしたとしか思えない。

「あの部屋のデザインって、社長の趣味だったのか」

　元々、あのマンションは社長から紹介されたものだ。両方の部屋のコーディネイトを同じデザイナーに依頼していれば、似たような部屋ができあがることもあり得るだろう。

　だが、そうだとしても一点、大きな疑問が残る。

「どうして、こうまで俺の好みにピッタリなんだ……」

　何気なく置かれた、小さな時計のデザイン。テーブルの形。ソファーの配置まで……まるで、自分の心が見透かされているようで気味が悪かった。

　そして、こんな妙な感覚のする家に、黒くろ兎うさがいること……それもまたおかしなことだった。いくら前回のアルファトーナメントの優ゆう勝しようチームの一員だとしても、社長が黒兎を自宅に招く理由にはならない。

「黒兎と社長には、なにか特別な関かかわりがあるのか？」

　いくら黒兎の記憶を取り戻したとは言え、特とつ区くに戻ってからの彼女の行動力は並ではない。いつの間にかミハイルと接触をして、トーナメントに参戦するにまで至っている。

　なにかしらのバックアップを受けていると考えるのが自然であり、もしもそれがオメガコンプレックスの社長であれば、すべてが納得できる。

　社長とつながりのある黒兎。

　黒兎と姉妹だという美み優ゆ。

　その二人がなぜかこだわりを見せる軍ぐん司じ自身も、社長からは過剰なまでの便宜を図ってもらっている。

　もしかすると、三人にまつわるすべての謎なぞは、オメガコンプレックスの社長という一点でつながるのかもしれない。

　これまで近くて遠い存在であった社長だったが、もしかすると、彼こそが軍司の改変アツプデートされた過去を辿たどる、最大の鍵かぎなのではないだろうか？




「あれ、軍司お兄ちゃん。どうしたの、こんなところに？」




　リビングの入口で立ち止まっていた軍司に、奥からやってきた人物が声をかけてきた。

　それはゆったりとした部屋着姿の黒兎。

　数多あまたのセキュリティを越えて、ようやくたどり着いた場所での再会としては拍子抜けさせられる、まるで我が家にいるときのようなリラックスした姿だった。

「まあいいや。ゆっくりしていってね。お兄ちゃんの好きなお菓子もあるよ」

　黒くろ兎うさは嬉うれしそうに微笑ほほえみながら近づき、立ったままの軍ぐん司じを誘うように手を取った。

　だが、そんな黒兎を軍司は厳しい表情でにらみつける。

「黒兎──俺は、おまえに会いに来たんだ」

「あれっ、私のこと、兎と穂ほって呼ばないの？」

「おまえは兎穂じゃないんだろ」

「そんなこと言ったら、お兄ちゃんも覇は鳥とり軍司じゃないことになっちゃうよ」

「それは……わかってる」

　兎穂も、そして軍司もアルタリアリティによって改変アツプデートされた存在だ。

　違いは黒兎は過去の自分を取り戻し、軍司はまだ何も知らないということ。

「本当にわかってるのかな……ううん、きっとなにもわかってないと思うな。だから、特とつ区くになんか戻ってきたり、トーナメントに参戦したりしているんだよ」

「だったら、もったいぶらずに、すべてを教えたらどうだ！」

　駆け引きもなにもいらない。

　軍司は単刀直入に、ここまで来た目的を黒兎にぶつける。

「それはできないよ。美み優ゆがかわいそうだもの」

「どうして、美優が？」

「美優が、アルタリアリティになにを望んだか知ってるの？」

「俺の記憶を改変して、別の人生を与えたことは知っている……」

「そう、お兄ちゃんだけでなく、私たちに特区のことなんか全部忘れさせて、普通の暮らしをしてもらう……それが美優の望みだったの。せっかく、美優がそんな当たり前の人生をくれたのに、お兄ちゃんが台無しにしてしまっている」

「おまえは偽の記憶を与えられて、満足だったっていうのか」

　すると黒兎は無邪気な笑みを浮かべて、迷いもなく答えた。

「知らなくていいことは全部忘れて、お兄ちゃんの幼なじみとして暮らすのはとっても楽しかったよ」

「なっ……」

　黒兎の反応は予よ想そう外だった。

　軍司の感覚では、過去を改変された現い在まを受けいれられる気持ちがとうてい理解できるものではない。それは黒兎も同じことだと思っていたのだが……

「お兄ちゃんは、嫌だったの？」

「そんなことは……」

　確かに、特区に来る前の生活に、軍司はなんの不満も持っていなかった。それは認みとめるしかない。

　理解ある両親がいて、お隣さんの兎と穂ほがいて、ＡＰアルタプレイヤーとかトーナメントは遠い世界の存在だった穏やかな生活。誰からもらったかもわからないストラップを見ると感じる、奇き妙みような違和感について想像を巡らせることくらいが唯一の非日常という、平凡な日々だった。

「けれど、お兄ちゃんは特とつ区くに行ってしまった。平和な日常が壊れて、そのせいで黒くろ兎うさの私が甦よみがえってしまったの……ううん、もしかすると、これは美み優ゆが仕込んでくれた保険なのかもしれない。美優になにかあったときは、私がお兄ちゃんを止めるようにってね」

「いったいなにを止めさせたいって言うんだ」

「トーナメントに参戦することだよ。前にもお願いしたでしょう？」

「それは俺と栄え楠くすをバトルさせないためか」

「んー、まあハッキリ言うとそうだね」

　口く調ちようは軽いままだが、黒兎の表情がやや険しく変わった。

　いよいよ話は本題となったということだ。

「美優もそうだった……なぜ、そこまでして、俺と栄楠を遠ざけようとする？」

「だって、栄楠の目的は、お兄ちゃんを殺すことだから」

「俺を殺す？」

　栄楠が、軍ぐん司じとのバトルを望んでいることは知っている。

　美優を殺したあと、軍司をトーナメントに誘ったのは、栄楠本人だったからだ。

　だが、その目的が自分の命だったとは──

「どうして美優が世界を改変アツプデートしてしまったのに、六ろく波は羅ら兄弟はお兄ちゃんが特区にとって特別だってことを覚えていたと思う？」

「いや……わからない。なぜなんだ？」

「あのね、栄楠はお兄ちゃんを自分の手で殺すことをアルタリアリティに望んだの。そして、美優はお兄ちゃんに別の人生を与えようとした……こんなふうに二つの望みが重なって矛盾したとき、優先されるのは先に望んだほうなの。だから、栄楠だけは新しいお兄ちゃんではなく、昔のお兄ちゃんのことを覚えているんだよ」

「望みが重なる……」

「もし、私が栄楠が死ぬことをアルタリアリティに望んでも、きっとそれは叶かなわない。まだ、栄楠は望みを叶えている最中だからね」

　美優と栄楠──アルファトーナメントを優ゆう勝しようしたＡＰが二人とも、自分に関することをアルタリアリティに望んだというのか。

　どうしてそこまでみんなが自分なんかにこだわるのか。

　それがわからないことが、あまりにもどかしい。

「アルタリアリティに望んでまでやろうとしたことだもの……きっと、栄楠は世界中が見ているアルファトーナメントのバトルで、盛大にお兄ちゃんを殺すつもりなんだろうな」

「栄楠はどうして俺をそんなに殺したいんだ？」

　当たり前の疑問を黒兎にぶつける。

　もしかすると、そこに美み優ゆが過去を消した理由も隠されているのではないだろうか。

　だが、黒くろ兎うさは首を横に振るだけだった。

「……教えられるのはここまでだよ。でないと、お兄ちゃんは普通の生活に戻れなくなっちゃう。そんなこと、私の中の兎と穂ほは望んでない」

「それで、俺がリタイアしたら、おまえはどうするつもりだ」

「それはいま関係ないかな」

　はぐらかそうとする黒兎を逃さぬよう、軍ぐん司じは鋭するどく言葉をぶつける。

「いいや、関係はある。俺の代わりに、お前が栄え楠くすと戦うつもりなんじゃないのか？」

　自分自身の過去についても大事であったが、いま軍司が一番確認したかったことは、それだった。

　このことだけは誤ご魔ま化かされるつもりはない。軍司は真剣な表情で、黒兎を見つめた。

「あーあ、やっぱりお見通しかぁ」

　黒兎は観念したように、軍司の言葉を認みとめた。

「もしも、栄楠がそこまで俺に執着しているというのなら、たとえトーナメントをリタイアして特とつ区くを離れたってあきらめることはないだろう。なにしろ、何も知らない俺をさらって、ここまで連れてきたくらいなんだからな」

「そうだね。やっぱり、誰かが栄楠を倒さないといけない。美優も同じことを考えていたんだと思う」

「そのせいで、美優は死んだ……いや、殺されたんだぞ。お前だって……！」

「私のこと、心配してくれているんだ。うれしいな」

「当たり前だろ。おまえが美優のようなことになったら……」

「大丈夫だよ。私は美優よりも慎重だから。そのために特別な力も手に入れてるしね」

「特別な力？」

　黒兎の言葉を聞いても、軍司はまったく安心などしなかった。

　それどころか不安が増すばかりだ。

「そう言えば、ミハイルがおまえが自分を強くしてくれたと言っていたな。おまえはいったいなにをしたんだ」




「ホント、この子には参ったよ」




　そのとき、軍司と黒兎の会話に割って入る声が聞こえた。

「えっ、社長!?」

　いつの間にかリビングのテーブルの上に、社長のアバターがぺたりと座っていた。

　軍司の不法侵入など気にもしていない様よう子すで、社長は大きな頭を左右に動かしながら言葉を続けた。

「最上位のパスコードで、ウチの企業秘密でもなんでも全部閲覧しちゃうんだもの。ユーザーには内緒のＰＤＳの裏コードまで──」

「うるさいっ！」

　黒くろ兎うさが、いきなり社長をサッカーボールのように蹴け飛とばした。

　社長の身体からだは勢いよく壁にぶち当たって、ボムッという鈍にぶい音を立てる。

「おまえ、社長になんてこと──」

「いいのよ。どうせこいつは偽物だし」

　世界一の財力を持つ社長を蹴り飛ばしておいて、黒兎はまったく悪びれた様よう子すはない。

　確かにこの猫は社長のアバターだが、本人にしてみれば自分の代理が蹴飛ばされていい気持ちはしないだろう。

　ただ、幸いなことに、社長のアバターはぬいぐるみのような見た目通り身体も柔らかいようで、黒兎に蹴られてもさほどダメージを受けた様子はない。顔が少し凹んでいたが、それもすぐに元通りになった。

　そして、懲こりずに社長は黒兎に向けて話を続ける。

「覇は鳥とり軍ぐん司じは、きみの説得なんかじゃあ引き下がらないよ。彼を動かしているのは、美み優ゆを甦よみがえらせたいという望みだけじゃないんだから」

「それって、どういうこと……？」

　黒兎は戸惑ったように、社長と軍司を見比べた。

「美優を殺した栄え楠くすへの憎しみ。そして、彼女を助けられなかった、自分自身への憎しみ……それらが、覇鳥軍司のＡＰアルタプレイヤーとしての原動力なんだ。彼は世界で唯一〝望み〟ではなく〝憎しみ〟でアップデートされたＡＰなんだよ」

　それは軍司がアップデートされたとき、栄楠の告げた言葉と同じだった。

　栄楠との戦いの最中、軍司がＡＰとしてもうひとつのスキル《マテリアライズ》を覚かく醒せいしたのは、強い望みからではなく、栄楠への激しい憎ぞう悪おからだ。

「だから、彼は栄楠との対決を、人に譲るようなことはしないよ」

　表情のないアバターの言葉ではあったが、社長はそうはっきりと断言した。

「そうなの……お兄ちゃん？」

「ああ、そうだ。俺はここにトーナメントをリタイアしないことを告げに来た。おまえがなにかをするのを待つつもりもない。自分から意い志しを伝えて、自分から動くと決めたんだ」

「駄目だよ、お兄ちゃん。どうしてそんなことを言うの」

「それは、お前と栄楠を戦わせたくないから──」

「だから、大丈夫だって言ってるじゃない！」

「それだけじゃない。自分の力で美優を生き返らせたいから……そして、一緒に戦いたい仲間がいるからだってのもある。俺がトーナメントをリタイアしない理由は、単純にひとつだけじゃない。社長の言うとおり、栄楠のことが憎いというのもある。そんないろいろなものが混ざり合って、俺はトーナメントを戦いたいと思っている。いろいろわからないことだらけだけど、この気持ちだけは間違いない！」

「それじゃあ、駄目だよ、お兄ちゃん」

　黒くろ兎うさの顔から表情が消えた。

　こちらを見る目は冷たく、暗く、淀よどんで、まるで絶望の淵ふちに立っているかのような生気のない目だった。

　それを見て、軍ぐん司じは背筋が寒くなった。

「そんなにわからないこと言うのなら、私はもう考えるのやめる。これ以上、お兄ちゃんに嫌なこと言われるの……嫌だもの」

　これまでの張りのある声ではなく、急にボソボソと聞き取りづらいしゃべり方で呟つぶやいた。

　さっきまでとは、まるで別人だ。

　黒兎でも、もちろん兎と穂ほでもない、なにか別のモノ。それはのぞいても、触れてもいけない、黒兎の隠された深しん淵えんがむきだしになっているかのようだった。

「見せてあげる。これが私の栄え楠くすに勝つための力……《ボーパルバニー》」

　黒兎が身に纏まとうゆったりとした部屋着が、風のない室内だというのにふわりと動いた。

　そして、色は真っ黒に変化して、彼女の身体からだにまとわりついていき、瞬く間に黒兎の姿は『ダンピールセイヴァー』のキャラクター、ボーパルパニーへと変化を終えた。

　その姿に変身した黒兎が、フリーバトルフィールドでラウドと好試合を繰り広げていたのを一度見ている。

　確かに、前回トーナメントで優ゆう勝しようをしただけあって、黒兎の実力はタギリたちにも匹敵するほどのものだろう……だがそれでも、あの規格外れの栄楠が相手となれば、勝てる保障はどこにもない。

「おまえは栄楠の力をわかってないんだ」

「ううん、知ってるよ」

　相変わらず表情のないままで黒兎がそう答えた直後、軍司の足が床から浮き上がった。

「がっ……!?」

　それは、瞬く間の出来事だった。

　気づいたら、軍司は襟元を黒兎に掴つかまれ、持ち上げられていたのだ。

「だって、この前、一度戦ったもの」

「栄楠と……戦った……？」

「そうしたらね、栄楠もいまのお兄ちゃんみたいな顔をして驚おどろいていたよ」

　黒兎はクスクスと笑うが、その目に感情は宿っていない。淀んだ闇やみしかなかった。

　地に足の着かない状態で、軍司はなんとか振り払おうと、両手で黒兎の手をつかむ。

「熱っ!?」

　ところが、その手に触れたとき、熱湯に触れたような異様な熱さを感じた。

　それは腕だけではない。黒兎の背中からは陽炎かげろうが立ち上っており、全身から熱気が感じられた。この尋常ではない体温……軍司は心当たりがある。

　タギリチームを破ったミハイルのチームメイト、セルジュが同じような状態で医い療りようスタッフを困惑させていた。

「これは誰も知らない、ＡＰアルタプレイヤーの隠された力。栄え楠くすにも勝てる力。だから、お兄ちゃんは安心して、私が栄楠を殺すまで大人しくしててね」

　黒くろ兎うさはそう言って、軍ぐん司じの身体からだを引き寄せた。

　そして、ゆっくりと口を開くと、二本の鋭するどい牙きばを露あらわにする。

「見た目は兎うさぎだけど、本性はバンパイアなの。だから、こうして相手の血──ＨＰヒツトポイントも吸い取ることができる」

「や、やめろ……！」

　もがいてなんとか逃れようとするのだが、思うように身体に力が入らない。リザードが打ち込んだ麻酔薬の影響がまだ残っているせいだ。

「毎日、こうしてお兄ちゃんの血を吸って、ＨＰをゼロにしてあげる。ずっとこの家でトーナメントが終わるのを待ってて」

　黒兎は舌で軍司の首筋を愛あい撫ぶしてきた。

　そして、おもむろに吸い付くように、その牙を突き立てようとしたとき──




　軍司はどさりと地面に落下した。




「な、なんだ!?」

　さっきまでの社長のリビングと、景色は一変していた。

　ここはうららかな木こ漏もれ日びが差し込む、美しい森の中。

　尻しり餅もちをついた地面はやわらかな下草が生えて、まるで絨じゆう毯たんのように心地よい。

　単純に社長宅の外に出たというわけではない。まわりを見ても途切れることなく森が続き、とてもここがオメガコンプレックス本社の敷地内とは思えなかった。

　あわててあたりを見回してみるが、黒兎の姿はどこにもなかった。

「別の場所に飛ばされたのか？」

　軍司は六ろく波は羅ら栄楠の妹、暁あき奈なの《セブンリースペル》による瞬しゆん間かん移動を経験したことがあるが、それとはまたちょっと違った感覚だった。

「これも黒兎のスキル……」

　いや、それも違う気がする。

　首筋に手を当ててみても、牙を立てられたような痛みは残っていない。それにＨＰを確認してみてもオレンジ色のまま。

「誰かが助けてくれたのか……？」

　黒兎のスキルによるものというよりは、そのほうがしっくりとくる。

　それは、この森全体の空気がそう感じさせていた。

　言葉では説明しづらいが、なぜかこの森には争いとは無む縁えんの穏やかな気持ちにさせてくれるものがあり、黒兎のイメージとは違っている。

「ようこそ、どうぶつの村へ」

「えっ……って、なんだぁぁっ!!」

　背はい後ごから自分に声を掛けてきたモノに振り返ったとき、軍ぐん司じは思わず絶叫してしまった。

　そこに立っていたのは、軍司とほぼ同じ身長の兎うさぎの着ぐるみっぽいモノだった。

「ぽい」というのは、それが明らかに作り物ではなく、生々しい存在感を宿していたからだ。異様に大きな黒目はギョロリギョロリと動き、にこやかに開いたままの口で「フーフー」と呼吸までしている。

　なによりそのバランスが異常だった。身長は軍司と同じくらいなのに、二等身の姿をしているため、頭がとにかく大きい。質量的には、頭だけで軍司を超えていそうだ。

　確かに、遠目から見れば、それはデフォルメされた可愛かわいらしい兎かもしれない。

　だが、それがこうも接せつ近きんしてくると、可愛らしさよりも、この世にあり得ないバランスをもった謎なぞの生物にしか見えない……

「おまえはなんだ！」

「私はキャサリン。モナがあなたのことを探していたわよ」

　ゆらりゆらりと絶えず頭を左右に、身体からだを上下に揺らしながら、その巨大な兎──キャサリンは答えた。

「モナ……って、ミハイルのチームのＡＰアルタプレイヤーだよな」

　さっきはこの異様な姿をしたキャサリンに驚おどろいてしまったが、これがＡＰのスキルであることはもはや疑いようはなかった。そして、その由ゆ来らいとなったゲームの種類も判明した。

　なにしろ、さっきキャサリンが自分から説明してくれていた。

『どうぶつの村』は、村に暮らすＮＰＣたちと交流をして、自分なりのライフスタイルをのんびり楽しむゲームだ。ＰＤＳの通つう信しん機き能のうを活用して、他のプレイヤーの村を訪れることができる。そうして、プレイヤー同士が自分の村のライフスタイルを披露したりするなど、ゲームであると同時に、コミュニケーションツールとして広い世代に楽しまれていた。

　軍司はこれまで『どうぶつの村』をプレイしたことはないのだが、この兎はきっとゲームに登場する村の住人なのだろう。ＰＤＳの画面内で見れば可愛いかもしれないが、それが実物大でウロウロしていると、細々としたところがやけにリアルだったりして、かなり不気味である。

「ここはどこなんだ？」

「ようこそ、どうぶつの村へ」

「この村はどこにあるんだ？　ここは特とつ区くなのか？」

「私はキャサリン。モナがあなたのことを探していたわよ」

「……じゃあ、そのモナはどこにいるんだよ」

「ようこそ、どうぶつの村へ」

「こいつ、ループしてるのか……」

　ゲームではお馴な染じみの、同じことしか喋しやべらないＮＰＣというやつだ。

　ただ、それを現実に経験してみると、この徒労感は半端ない。

　もう話をする気も起きず、キャサリンを押しのけようとするが、案外と力が強くてビクともしない。一方的に話しかけながら、虚うつろな目をして、ぐいぐいと迫ってくる。

「私はキャサリン。モナがあなたのことを探していたわよ──」

「ああっ、うっとうしい！」

　ゲームでもこういうＮＰＣには時々イライラさせられるが、リアルだとそれどころではない。軍ぐん司じはキャサリンから逃れるように駆け出し、一人になったところで、ようやく《フィールドコントロール》を発動させた。

「……なんだここは？」

　それは、いままでに感じたことのない空間だった。

　広いような、狭いような、それさえはっきりしない。

《フィールドコントロール》で感かん知ちしたのは、ここは巨大な体育館の内部のような閉鎖された場所といった印象だ。

　ところが、見上げれば空が広がっているし、雲も浮かんでいる。

　見た目は自然の森そのものであるが、一度、違和感を覚えると、急にこの森が作り物めいて見えてきた。

　どこまでも美しく、気持ちの良い森。

　足元はなだらかでとても歩きやすく、枯れた草の一本もない。時折、蝶ちようやトンボを見かけたが、森の中だというのに、顔にまとわりついてくるような鬱うつ陶とうしい羽虫はいない。

「この森はスキルによって生み出された別空間なのか」

　となれば、ここにはあの人物がいるはず。

　そして、《フィールドコントロール》はすぐに求める人物を捜し当てた。

「ようこそ、どうぶつの村へ」

　その人物は向こうから軍司に声を掛けてきた。

　木こ漏もれ日びの奥から、真っ白いワンピースに身を包んだモナが姿を現した。

　絹糸のように細い金色の髪が、日の光を反射させ、透き通るような白い肌をさらにまぶしく輝かせているかのようだった。

　その姿は陳ちん腐ぷな表現ではあるが、まさに森の妖よう精せいというのに相応ふさわしい。

「この森は、きみのスキルが生み出したものなんだな？」

「はい、ここは《ピースフルビレッジ》の空間です」

　軍司から少し距離を置いて、モナはこくりとうなずいた。

　その立ち姿は完成された絵画のようで、軍司は自分から彼女に近づくのがためらわれた。

「きみが黒くろ兎うさから助けてくれたのか？」

　少し離れた場所から、軍司は問いかける。

「はい……たまたま、あなたを見かけたものですから」

　助けてくれたというにしては、モナの表情はおどおどとしたものだった。なにか気まずい思いをしているかのよう。

「なんで、きみがあの家にいたんだ？」

　まず最初の疑問はそれだった。

「ホテルの事故のあと、あの人に勧められて、あそこでお世話になっていたんです。あの家なら、マスコミとかも近づけないようなので」

「あいつ、まるで自分の家みたいに使ってるんだな……」

「私はてっきりあの人の家かと思ってましたけど、違うんですか？」

「全然違うよ。けど、どうして俺なんかを助けてくれたんだ？」

「実は、あなたにお願いがあるのです。それで……」

　なるほど、助けてくれた引き替えに──ということか。

　それであのような申し訳なさそうな顔をしていたのだ。

　だが、危ないところを助けてくれたことは事実だし、それに仲間であるはずの黒くろ兎うさの邪魔をしてまでの、モナの頼みというのも気にはなった。

「それはどんな──」

　軍ぐん司じは問いかけの言葉を途中で詰まらせた。

　なぜなら、目の前に立つモナはすがるような目に、大粒の涙を浮かべてこちらを見ていたからだ。

「……どうか、セルジュを助けてあげてほしいのです」






　　　　STAGE:5

　　　　「リコンサイル」









　鎌倉駅からほど近く。

　特とつ区くとして開発される前の町の雰囲気を色濃く残す、老舗しにせの喫茶店。

　その店内。奥の席に陣じん取っているのは、天あ衣いと冬ふゆ鹿かの二人。

　テーブルには、この喫茶店の名物である、分厚いホットケーキの皿が三枚も積み重ねられていた。

「いまだに連絡もしてこないとは……まったく情けない男です」

　冬鹿はブツブツと軍司への文もん句くを言いながら、たっぷりバターとメイプルシロップの染みこんだ三皿目のホットケーキを頬ほお張ばっている。

「冬鹿ちゃん、食べ過ぎじゃあ……？」

「ご心配なく。食したカロリーを消費する術すべは心得ていますので」

「ううっ……私が大丈夫じゃないんだけど……」

　アルファトーナメントを続けるのか否かで、軍司と決別してから、冬鹿はずっとこの調子だった。

　お気に入りの喫茶店でホットケーキのやけ食い。これは冬ふゆ鹿かがかなり怒っているときの行動パターンだ。

　そして、天あ衣いはそれに付き合わされて、毎日の摂取カロリーが適正値をかなりオーバーしてしまっている。

「このままじゃあ、太っちゃう……」

　ただ、冬鹿のようにわかりやすい行動で示さないだけで、天衣もあれ以来、ずっと落ち込んでいた。

　あのとき、自分でもなぜあんなふうに怒ってしまったのかはよくわからない。

　いや、軍ぐん司じに怒りを感じたというより、ショックだったといったほうが正しいだろう。

　軍司と一緒にトーナメントに挑戦することは、天衣にとってすべてが新鮮で、これまでの人生でもっとも充実した時間であった。

　最初は、姉である流る音ねに認みとめられるような強い自分になりたいから──それがトーナメントに参戦した動機だった。

　けれど、トーナメントに踏み込んでみれば、その目的は通過点でしかなくなっていた。

　ＡＰアルタプレイヤーの中でも、ごく限られた人しか参戦のできないアルファトーナメントという大舞台。そこで勝ち進むことに、学校のテストのような正解はなく、先生がやり方を教えてくれるわけでもない。













　大きな大きな目標に対して、チームのみんなで本気で考え、本気でぶつかる。

　常に新しいことをしている。未知の場所に、みんなと一緒に進んでいる。

　そのすべてが楽しくてしかたがなかった。

　ただ、もしかすると軍ぐん司じはそんな自分とは別のことを考え、違うものを見ていたのかもしれない。

　軍司にとって、トーナメントは美み優ゆを生き返らせるための手段でしかなかったら？

　そう思ったとき、天あ衣いはとてもショックで、軍司の顔を真まっ直すぐに見ることができなくなってしまったのだ。

「軍司さんはどうするつもりなんだろう……」

「あのようにチームリーダーが迷っていて、どうしてトーナメントを勝ち進めるでしょうか。私たちに言われて、どうするのかを決める程度の覚悟ならば、さっさと辞退してしまえば良いのです！」

「そうすれば、美優さんは助かるんだものね」

　理り屈くつで考えれば、それが正しい選択なのかも知れない。

　人の命には代えられないだろう。

「そういう意味で言っているわけではありません。トーナメントを辞退などしなくても、私たちが優ゆう勝しようさえすれば美優は助けられます」

「そっ、そうだったね……」

　その冬ふゆ鹿かの大胆な発言に、天衣は面食らった。

　優勝さえすれば、なにもあきらめることなくすべて得ることができる。それは誰もが思いつくはずの当たり前のことなのに、いままで天衣は考えもしなかった。

　これは自分の弱気な性格のせいだろう。

　トーナメントに参戦して、ずいぶんと直ってきたと思ったのに、こうして冬鹿の真っ直ぐな言葉を聞かされると、自分はまだまだと感じさせられる。

「冬鹿ちゃんはトーナメントをやめたくないの？」

「自分で始めたことは、納得のできるまでやめるつもりはありません。きっかけは、天衣様と覇は鳥とり軍司に誘われたからですが、参戦することを決めたのは自分の意い志しからです」

　最初は渋っていたが、一度、チームに入ったら、冬鹿は積極的にミーティングやトレーニングに協力してくれていた。

　やると決めたことには、なんでも本気でぶつかるのが冬鹿だ。彼女もまた自分と同じような気持ちで、トーナメントに挑んでいたのだと、天衣は思う。

　だから、同じように軍司のことはショックだったのだ。

「私もトーナメントを続けたいよ、冬鹿ちゃん」

「天衣様のお気持ちはわかります。ですが、こればかりは無理強いしてもしかたありません。それを人と相談をして決めるなんて、もってのほか。覇鳥軍司が自身で決断しなければならないこと」

　冬ふゆ鹿かは迷っているだけだというが、天あ衣いには軍ぐん司じが誰かに相談したかったという気持ちも少しはわかる。

「与えられて良しとするか、それとも戦い勝ち取るか──そのどちらかしかないのです」

「厳しいね、冬鹿ちゃんは」

　天衣は、冬鹿ほど強くはなれない。

　けれど、心の底では軍司のことを信じている。

　美み優ゆのことはショックだったが、その気持ちは揺らいでいない。

　それを確認するように、天衣は胸に手を当てて、じっと軍司のことを想おもう。

　すると、冬鹿は少し口く調ちようを和らげて、天衣に語りかけてきた。

「……ですが、覇は鳥とり軍司ならば、きっと正しい決断をすることでしょう。ならば、私はそれに黙って従うつもりです」

「冬鹿ちゃんも、軍司さんのことを信じているんだね」

「はい、それを否定するつもりはありません」

　冬鹿が流る音ねや天衣以外の人に対して、こんな素直な態度を表すのは初めてだった。

　天衣はそのことが、とても嬉うれしく思えた。

　そして、自分が信じている人のことを、冬鹿も一緒に信じてくれている。

　それはなんと心強いことなのだろうか。

「ですので、あの男のほうから、私たちの前にやってくるのを待っていてやりましょう」

「そうだね、冬鹿ちゃん」

　天衣が冬鹿の言葉に感激して、思わず涙を浮かべていると──

「──って、なんだあれはっ!?」

　突然、冬鹿が大声を上げた。

「ど、どうしたの？」

　さっきまでとは打って変わって険しい表情の冬鹿。

　天衣はそんな冬鹿の視線を追うと……なんと、喫茶店の入口に軍司の姿を見つけた。

「あっ、軍司さ…………んんっ？」

　その直後、天衣も冬鹿と同じく険しい表情となった。

　天衣がこんな顔をするのは珍しいくらいだ。

　だが、それもしかたないこと。

　ようやく現れた軍司は、まるで妖よう精せいのような美少女を、やさしくエスコートしている。

　しかも、その相手は、なんとトーナメントで次に対戦する人気第三位チームのＡＰアルタプレイヤー、モナなのだ。もう、なにがどうなっているのか。天衣には少しもわからない。

「どうして、軍司さんとあのかたが？」

「…………覇鳥軍司の説明次第では、天衣様にはお目にかけられない状じよう況きようになるかもしれません」

　冬鹿の手元で、ビシッと破壊音がする。

　見ると、それは冬ふゆ鹿かが強く握りしめたフォークが、下にあるホットケーキの皿を真っ二つに割った音だった。





　　　　　◆◇◆






「ヒーリングショットが効いたみたいです。熱は下がってきています」

　森の中にある、おとぎ話に出てくるような小さな家。

　そこから天あ衣いがメディカルライフルを両手に抱えて出てくると、モナは安あん堵どのあまりまた泣き出しそうになった。

「もう大丈夫ですからね」

　そんなモナの背中に手を当てて、天衣が優しくいたわってあげている。

　その姿はまさしく白衣の天使だ。

　一方、軍ぐん司じの脇に立っている冬鹿からは、そちらを見なくてもわかるほどの剣けん呑のんなオーラが漂ってきている。

「人助けをするにやぶさかではないが……どうしてこうなった？」

「話すと、いろいろややこしいんだけど……」

　いま、軍司は天衣たちを連れて、再びモナの《ピースフルビレッジ》が生み出した森にやってきている。それはトーナメントのバトルのあと高熱により倒れたセルジュを、天衣の《メディカルライフル》で回復させてやるためだった。

「まあ、モナとは取引をしたってところかな」

　モナには黒くろ兎うさから助けてもらった恩がある。

　そこで、軍司はモナの頼みを聞き入れ、《フィールドコントロール》で探し出した天衣たちの元へと案内したのだが……いきなり敵てきのチームのＡＰアルタプレイヤーを連れていたため、天衣と冬鹿には誤解をさせてしまったようだ。

　もっとも、天衣は《メディカルライフル》で助けたい人がいると聞いた途端、それ以上、深く事情は聞かないで、すぐに協力をしてくれた。

　ＡＰのスキルは、その人の性格が反映される。こんなふうに率先して人助けをする天衣だからこそ、ＡＰの中でもレアとされる回復スキルを得ることができたのだろう。

　一方、冬鹿のほうは、そう簡単に納得はしてくれないようだった。

「冬鹿は、タギリチームのバトルは見たのか？」

「お前と別れたあと、会場には向かわずにネットの中継で見た。セルジュのスキルは資料よりも圧あつ倒とう的てきに強くなっていた……もしかして、セルジュの異常な高熱は、トーナメントで使ったスキルの副作用なのか」

「俺も詳しくは聞かされていないけど、たぶんそうだと思う」

「確かに、あの強さはトレーニングをしたとかそういうレベルのものではない。スキルの効果は同じものだが、その強さはまるで別次元のモノだった」

　軍ぐん司じは黒くろ兎うさに襟を掴つかまれたときのことを思い出す。

　あのとき、彼女の腕も異常な高熱を帯びていた。

「ミハイルはロストサードから『栄え楠くすにも勝てる新しい力』を与えられたらしい。きっと、あれがそうだったんだろう」

　軍司も、その新しい力は身をもって経験していた。

　黒兎がボーパルバニーに変身したあとの動き──ＡＰアルタプレイヤーになって反射神経の向上している軍司でも、襟首を掴まれるまで目に捉とらえることすらできなかったのだ。

「ふむ……取引というのは、セルジュを治療する代わりに、その力の秘密を教えてもらうつもりか」

「そんなこと──！」

「わかっている。おまえはそんな姑こ息そくなことをするまい」

　気づくと、いつの間にか冬ふゆ鹿かの険しい表情が和らいでいた。

　もしかして、いままでのツンツンした態度はただの意地悪──いや、冬鹿なりの冗談だったのだろうか。

「それ、褒めてくれてるんだよな。ありがとう」

　張り詰めていた空気が緩んだようで、軍司はほっと一息つく。

「それに、モナは可愛かわいいしな」

「ああ、そうだな」

「なっ、おまえ……まさかっ！」

　冬鹿が驚おどろいた顔をして、軍司の顔を指さす。

「いや、冗談だよ」

「貴様……言って良い冗談と、悪い冗談があるぞ！」

　冬鹿は突きつけた指を、そのまま軍司の胸にぎゅっと押し込んだ。これは地味に痛い。

「い、いまのって、悪いほうの冗談なのか？」

「あっ、当たり前だ！」

　自分からふってきたくせに、どうも冬鹿の許容ラインがわからない。

「ねえねえ、トンボを捕ってきてくれる？」

　顔を真っ赤にして文もん句くを言っている冬鹿に、まったく空気を読まずに話しかけてきたのは、巨大な頭の犬だった。

「ええい、うるさい！　なんなんだ、この気味の悪い動物たちは！」

　実は、さっきから冬鹿はこの二等身の動物たちに絡まれていた。

《ピースフルビレッジ》が生み出した村人のＮＰＣたちは、やたらとこちらに話しかけてくるくせに、会話をするとほとんど噛かみ合わないという、なんとも面倒くさい相手である。

「あのぉ、その子は『どうぶつの村』の村人なんですけど……気味が悪いですか？」

「そんなゲームは知らん！」

　トンボをせがむ犬を露骨に嫌そうに振り払いながら、冬鹿は大声をあげる。

「おい、冬ふゆ鹿か……」

　いま話しかけてきたのは、天あ衣いのおかげでようやく元気を取り戻したモナであった。

　冬鹿に怒鳴られたことがショックだったのか、ちょっと泣きそうな顔をしている。

「冬鹿ちゃん、そんな意地悪なことを言わなくても……」

「い、いえ、あの、その……私は、別に『どうぶつの村』のことを否定しているわけではないのです」

　軍ぐん司じもプレイしたことはないが、ほんわかした雰囲気を楽しむ『どうぶつの村』が冬鹿に向いていないのはわかる。

「ごめんなさいね。冬鹿ちゃんは敵てきをバンバン撃うち落とすゲームしかやらないから」

「あ、天衣様……シューティングゲームの魅力は、それだけではなくてですね……」

　おずおずと冬鹿は反論するが、珍しく天衣は厳しい顔をして無言でにらみ返す。

「いえ……なんでもありません」

　その途端、冬鹿はしゅんと黙り込んでしまった。

　そんな冬鹿を無視して、天衣はモナの頭をなでてやっている。

「う～ん、モナちゃんって、なんだか妹みたいで守ってあげたくなります」

　普段の天衣は、流る音ねに猫かわいがりされる妹ポジションなので、こういう立場に憧あこがれていたのかもしれない。モナのほうもセルジュを助けてくれた天衣には心を許しているようで、こうして二人が寄り添っていると、なんだか本当の姉妹に見えてきた。

「まさか、天衣以上の妹キャラがいるとはな」

「なんですか、その妹キャラって」

「そりゃあ、まあ、なんとなく妹っぽいってキャラだよ」

「私って、そんなに妹っぽいですか」

　どうやら天衣としては、そのキャラづけはお気に召さないらしい。

　確かに、天衣のトーナメントに参戦する動機を考えてみれば、それは当然かも。

　軍司は悪いことを言ったと反省して、話を変えようと思ったのだが──

「軍司さんのおっしゃるとおりで……実は、私、ミハイルの妹なんです」

　モナの一言で、まだこの妹談義は続くようだった。





　　　　　◆◇◆






「アルファトーナメントのせいで、兄はおかしくなってしまったのです」

　モナから聞かされたミハイルの話は、軍司も身につまされるものだった。

　軍司も知っているとおり、第一回アルファトーナメントで準優ゆう勝しようをしてから、ミハイルは全世界の注目を浴びるようになった。

　だが、次のトーナメントで見せ場もなく初戦敗退をすると、今度は手のひらを返したように心ない非難を受けるようになったのだという。

　軍ぐん司じたちも、ミハイルに対しての評価は、世間と同様に人気と実力が乖かい離りしているといった分析だったのだ。ミハイル自身はそれをもっと強く感じていたことだろう。

　美み優ゆの死のことが知られて、世間から疑惑の目を向けられている軍司にとって、そんなミハイルの身に起きたことは他ひ人と事ごとではない。だから、ミハイルもトーナメントのフィールドで会ったとき、軍司に同情するようなことを言っていたのだろう。

「そのせいで、ミハイルはまわりの人を信用しないようになってしまいました。トーナメントのチームメイトに妹の私を選んだのも、それが理由なんです」

「信しん頼らいできるのは妹だけか……そう言えば、兄弟でＡＰアルタプレイヤーになるパターンって多いな」

　栄え楠くす兄弟、天あ衣いと流る音ね、それにまだ本当かどうかわからないが、美優と黒くろ兎うさもそうだ。

　ＡＰになるのに法則性はないとされているが、これにはなにか理由があるのだろうか？

「でも、私は最近ＡＰになったばかりなんです」

「あ、そうなんだ」

「たぶん、この《ピースフルビレッジ》のスキルは、ミハイルのために授かったものだと思っています。私はミハイルに穏やかな気持ちで暮らしてもらいたいと望んでいたから」

「だから《平和な村ピースフルビレツジ》か……」

　世間から隔離されたこの森は、モナの兄を思う心が具ぐ現げん化かしたものなのだろう。

「本当はトーナメントに参戦するのも反対だったんです。ミハイルも直前まで悩んで、今回を最後にすると言っていたくらいです……ただ、そんなミハイルに、あの黒兎という人が新しいアプリを持って取引をしてきました」

「新しいアプリ？」

「見たことのないアプリでした。それをインストールすると、セルジュのスキルはものすごく強くなったんですが……まさか、あんなことになるなんて」

「スキルは強化するけど、その副作用も強いようだな」

「それでも、まだミハイルはあのアプリを使うつもりです。それにチームに黒兎みたいな人を引き入れるなんて。兄の頭には、もうトーナメントに勝つことしかないのでしょう」

　成績不振で思い悩んでいたミハイルの心の隙すきに、黒兎がうまく入り込んだのだろう。

　だが、その真意は、絶対にミハイルたちのためなどではない。

　こんな危険なアプリを使ってまで黒兎が為なそうとしていることは、軍司に代わって、栄楠を倒すこと。その目的にミハイルやモナは利用されているだけだ。

「セルジュの具合だけど、治療してみて、天衣はなにかわかったことはないか？」

「たぶんですが、お姉様のときのようなスキルの暴走とは違っている気がします。自然に回復するはずのＨＰヒツトポイントも、ちっとも治っていませんでしたし……でも、すみません。正直なところ、私にもよくはわかりません」

「いや、天衣が謝らなくたっていいよ。回復系スキルのＡＰといっても、医者というわけじゃないんだから」

　それでも天衣の顔からは不安の色は消えない。

「モナちゃん、やっぱりセルジュさんのことはお医者様に診みてもらったほうがいいんじゃないかしら。よかったら、信しん頼らいできるかたを紹介しますよ？」

「それはミハイルに止められているんです。自分たちの力の秘密がバレてしまうって」

「そんな、ひどい！　お医者様はそんなことをしませんよ」

「でも、ミハイルはきっと納得しないでしょう。これまでにも秘密は守ると言って近づいてきた人たちに何度も騙だまされて、そのたびに辛つらい目に遭ってきたのですから」

　モナの言葉からは、ミハイルを慕う心と、そして一緒に辛い体験をしてきた重みが感じ取れた。

　そして、姉と兄の違いはあるが、同じように姉の流る音ねを慕っている天あ衣いには、そんなモナの気持ちがよくわかるのかもしれない。さっきまで憤っていた天衣も、何も言えず黙り込んでしまっている。

「……ちょっと待ってくれ。だったら、アプリのことを俺たちに話していいのか？　それが秘密だっていうのなら、俺たちは一番隠さないといけない相手だろ」

　さっきの冬ふゆ鹿かの冗談ではないが、セルジュを助けた代わりに、情報を教えてくれているというのなら、それは無用な気遣いだった。

　もちろん、次のバトルに備えて対戦相手の情報は欲しいが、それでモナに兄を裏切らせるようなことはさせたくはない。

　ところが、モナの反応は意外なものだった。

「えっ、あのアプリのことは軍ぐん司じさんも知ってらっしゃるのでは？」

「俺が？　いや、なんで？」

　黒くろ兎うさがＰＤＳの隠された力を手に入れたことは聞かされていたが、具体的な方法や、その弱点とも言える副作用については、いま初めてモナから聞いたことだった。

「だって……黒兎さんは、この力は軍司さんが教えてくれたことだと言っていました。だから、セルジュのことで軍司さんを頼ったのですが」

「俺が教えたって、黒兎は言っていたのか？」

「そうです。昔、軍司さんが遺のこしてくれたものだとか……」

「昔の俺が……!?」

　それを聞いて、軍司は苛いら立だちともどかしさで歯を食いしばった。

「どうかしましたか？」

「もしそうだとしても、これ以上はなにも喋しやべらないほうがいい。きっと、それはお兄さんを裏切ることになるだろう」

「えっ……？」

　モナは軍司の言葉に驚おどろいたように口を閉ざした。

　それでいい。こんなことでバトルを有利に進められても、自分が許せなくなるだけだ。

「ここでも、俺の過去かよ……くそっ……またなのか」

　軍司は額ひたいに手を当てて、うつむきながら呻うめく。

　特とつ区くに来てから、なにをするにしても、改変アツプデートされ、忘れた自分の過去が気持ち悪くまとわりついてくる。

　美み優ゆと流る音ねには特区にとっての災厄だと呼ばれ、栄え楠くすには命まで狙ねらわれている。

「そのうえ、黒くろ兎うさにはセルジュをあんなふうにした危険な力を俺が遺のこした──だって？」

　思わず心の声が口から漏もれ出てしまう。

　そんな覇は鳥とり軍ぐん司じとは、いったい何者だったのか。

　自分のことだというのに、なにもわからない。

　それなのに、いまもこうして、自分の過去が次々と誰かを巻き込んでいるのを目の当たりにさせられている。身を焦こがすようなもどかしさと、どこにぶつけていいのかもわからない怒りが、軍司の中でたまっていく。

　すべてを知れば、軍司は普通の生活に戻れなくなると黒兎は言ったが──

「もう、いまさら戻れるかよ」

　このまま何も知らないで、あとには引けるはずがない。

　たとえ黒兎が、あの幼なじみの兎と穂ほとしてこちらの身を案じているとしても、軍司は自分自身を取り戻すことをあきらめるつもりはなかった。

　もちろん、美優のことだってだ。

　軍司が顔を上げると、天あ衣いと冬ふゆ鹿かの二人が何かを聞きたそうにこちらを見ている。

　モナのことでずいぶんと遅くなってしまったが、いまこそ伝えるべきときだ。

「二人とも、昨日は悪かった──」

「謝るなっ、覇鳥軍司！」

　冬鹿は強い口く調ちようで軍司の謝罪を遮さえぎった。

「おまえの謝罪を聞きたいわけではない。私は自分の決意をもってここにいる」

「それは、私も同じです。だから、聞きたいのは軍司さんの決心だけです」

　そんな冬鹿と天衣に真しん摯しな眼まな差ざしを向けられても、いまの軍司に一切の迷いはなかった。

　自分がやるべきことは、とっくに決まっている。

　ただ、そのことに、二人を無理強いするつもりはない。

　それでも……もしも、一緒に戦ってくれるというのならば、それに勝る喜びはない。

　ならば、素直に二人にそう望もう。

　決心と感謝を込めて──




「戦って、すべてを勝ち取る。もう一度、俺の仲間になってくれ！」




　軍司から伝える言葉はそれだけだった。






　　　　STAGE:6

　　　　「セミファイナル」









「私は、次のバトルに参戦しない」




　準決勝を控えた、最後のチームミーティングの席。

　冬ふゆ鹿かは軍ぐん司じに対して、そのように宣言をした。

《ピースフルビレッジ》が生み出した森の中で、軍司は天あ衣いと冬鹿にアルファトーナメントを戦い続ける決意を告げた。

　そのとき、二人は賛同してくれたと思ったのだが──

　突然の冬鹿の宣言に、軍司は息を詰まらせ、言葉を失った。

　ただ、そう告げた冬鹿の表情には、彼女なりの強い決意が感じ取れた。

「冬鹿ちゃん、どうして──」

　同席していた天衣が驚おどろきの声を上げたが、軍司はそれを途中で制した。

　まだ、冬鹿の言葉は終わっていないと思ったからだ。

「……代わりに、流る音ね様に参戦をお願いをしている」

「理事長に？」

「ＮＰＣを奪うスキルの持ち主ぬしであるミハイルとバトルをするとなれば、私のサイドワインダーも奪われる恐れがある。それだけは避さけねばならない」

「それはそうかもしれないけど……」

「よく考えて出した結論だ」

　冬鹿の判はん断だんが正しいことは、軍司にだってわかる。

　これから先のことは、それぞれの気持ちの問題だ。

　軍司が黒くろ兎うさの言葉に惑わされたとき、すぐさま叱しつ咤たしてくれたのが冬鹿だった。

　その真まっ直すぐな強さに、軍司は励はげまされ──憧あこがれていたと言ってもいいだろう。

　だからこそ、そんな冬鹿の離脱宣言は、バトルの有利不利を超えて、軍司にとって大きなショックだった。悔しささえ感じた。

「……おまえは、それでいいのかよ」

　ずっと一緒に戦ってきてくれた仲間に、こんなことは言いたくなかった。

　けれど、この状じよう況きようをすんなり飲み込めるほど、軍司も大人ではない。




「これ以上、冬鹿を責めないであげて。この子なりに大いに悩んで選択をしたのだから」




　ミーティングは軍ぐん司じのマンションのリビングで開かれていたのだが、その部屋に不意に流る音ねがやってきた。

「話がすべて終わってから同席をさせてもらう予定だったけど、たまらず出てきてしまったわ……ごめんなさいね、冬ふゆ鹿か」

「いえ、そんな」

　冬鹿は流音に対して恐きよう縮しゆくした態度を取る。

「覇は鳥とり軍司、この冬鹿は責任感のある子よ」

「はい、それはよく知ってます」

「だから、もしも、トーナメントに参戦するというあなたの決断に、冬鹿が少しでも影響を与えたというのなら、万ばん全ぜんの備えで勝利に導かねばならないと思っているの。なにしろ、このバトルには美み優ゆの命がかかっているのだから」

　バトルを継続すると決断したときに十分にわかっていたつもりだったが、改めて言葉として聞かされると、それはずっしりと重いものだった。

　勝ち取ることを選んだのなら、もはや負けることは許されない。

「軍司……私は、勝ち取ることを選んだお前の決断を、チームメイトとして誇りにさえ思っている。だからこそ、お前は勝たねばならないのだ。そのためならば、私はどんなことでもするつもりだ」

　冬鹿はこぶしを握りしめ、はっきりとした口く調ちようで言った。

「あなたにはわからないかもしれないけど、冬鹿が私に交代を頼むなんて、たいへんな覚悟が必要だったはずなの。だって、この子が私のためではなく、自分のために頼みごとをするなんて……生まれてからずっと一緒にいたというのに、これが初めてなのだもの。その最初のお願いをあなたのために使ったのよ。そんな冬鹿の気持ちは汲くんであげて欲しい」

「流音様、私のわがままで申し訳ございません」

　頭を下げる冬鹿の肩に、流音は微笑ほほえみながら手を置いた。

「何を言っているの、冬鹿。あなたが古いしきたりとか、互いの家名とか、そんなこと忘れて私に頼ってくれたこと……それはとても嬉うれしいことだわ」

「嬉しい……ですか？」

「ええ、この前のバトルで、天あ衣いの強さに気づかされたときと同じくらい嬉しい。だからこそ、あなたの願いに私は応こたえてあげたい」

　流音と冬鹿のやりとりを見て、そこに込められた意味を軍司も理解をした。

　軍司は戦うことを選んだ。

　だが、冬鹿も決して戦いから逃げたわけではない。

　戦いに挑む以上に勇気を必要とする決断をして、流音に自分の居場所を託したのだ。

　それもすべて軍司のため。

　冬鹿の気持ちを知ったいま、それを無む駄だにすることはできないが、ただ一点だけ不安も残る。

「理事長はバトルをしても大丈夫なんですか？」

　フィールドそのものを変化させてしまう流る音ねの《ザ・メイアー》は強力で応用性の高いスキルだが、反面ＡＰアルタプレイヤー自身への負担も大きい。以前のバトルでは、流音の制御を離れて暴走を起こしてしまったことがある。

「大丈夫。私になにかあっても……今度は、天あ衣いがそばにいてくれるのでしょう？」

「お姉様、もちろんです！」

　いつもは大人しい天衣だが、この時ばかりは力強く、即答をする。

　彼女がバトルに参戦したのは、こうして姉を支えられる自分になるためなのだ。

「頼りにしているわ」

「はっ、はい、嬉うれしいです！」

　それは流音の口から出た何気ない言葉だったが、天衣にとってはずっと望んでいた言葉。天衣は感激したように、目に涙を浮かべている。

　流音は、そんな天衣と冬ふゆ鹿かを両手で抱き寄せ、凛り々りしく軍ぐん司じを見つめた。

「覇は鳥とり軍司、あなたのおかげで私はこんな嬉しい気持ちになっている。だからこそ、あなたの力になりたい。私をあなたの仲間にしてくれるかしら？」

　そのとき、軍司のポケットからあのメロディが響ひびいた。

「返事は必要ないみたいですね」

　軍司はポケットから取り出したＰＤＳの画面を見る。

《フィールドコントロール》の仲間を表示するウィンドウ──そこには、新たに「流音」という名前が追加されていた。




　軍司自身の知らぬ己の過去が、多くの人たちに影響を与えているのと同じように──

　いまの自分の行動が、仲間たちに影響を与えている。

　だが、そのことを流音は嬉しいと言ってくれた。

　天衣も……それに、冬鹿だって、きっと同じ思いのはず。

　そんな仲間たちが自分に勇気を分けてくれる。そのことが、軍司にはとても嬉しかった。

　この特とつ区くに来て、自分から動かねば、この気持ちは味わえなかった。

　ならば迷わず、躊躇ためらわず、前へと進もう。

　少しでも早く、美み優ゆにもこの仲間たちを紹介したい。

　きっと、美優ともこの気持ちを分かち合えることだろう。





　　　　　◆◇◆






　軍司たちが準決勝に向けて準備を進める間も、アルファトーナメントのバトルは進められていった。

　トーナメントの第三試合は、第一、第二試合とは別の意味で意外な展開となった。

　ウォーターフロントのホテル倒壊事故に関与しているのではと囁ささやかれるＥＵ代表のチームが、トーナメントを途中辞退。これにより、人気第一位枠わくの栄え楠くすチームはそのまま準決勝へとコマを進めることになる。

　二年ぶりに、あの栄楠のバトルが見られると期待していた観かん客きやくたちの落胆はすさまじいもので、ホテルを倒壊させた犯人ではという疑惑も相まって、その批判は代表チームのみならずＥＵ全体へと広がり、国際問題と化しつつある。

　だが、そんな騒さわぎは対岸の火事として、なんの予定変更もなく開かれた、トーナメント第四試合。

　人気第二位枠で参戦するレオナールチームと、アジア代表のバトルは、ようやくファンの満足のいく展開となった。

　レオナールチームのリーダーは、カーレースゲームのＡＰアルタプレイヤー。

　一方、アジア代表は本人も拳けん法ぽうの達人だという、格闘ゲームのＡＰたちである。

　典型的な強化タイプブーストで超人的な身体能力を持つアジア代表に対して、レオナールはスキルで生み出したレースマシンの曲乗りで対抗。

　生身の人間とレースマシンという、あり得ない組み合わせの異種対決に観客も大盛り上がり、激戦の末、勝利したのはレオナールチームであった。

　フィールドが無人の市街地というのも、レオナールに有利に働き、やはり道路では人間は車にかなわないことを改めて証明してくれたバトルであった。

　かくして、準決勝は、軍ぐん司じチームとミハイルチーム。

　そして、栄楠チームにレオナールチームと、ベスト４のカードが出で揃そろったのである。





　　　　　◆◇◆






　アルファトーナメント第五試合、準決勝。

　フィールドは巨大なクレーンが立ち並ぶ、港湾地区が選ばれた。

　さすがに船舶はバトルの巻き添えをくらわぬよう避難をしているが、サッカー場が何面も取れるような広大な港には、数え切れないほどのコンテナが積み上げられたままで、巨大な迷路のようになっている。さらには五十メートル近くの高さがあるクレーンを利用すれば、立体的なバトルの展開も考えられるだろう。

　今回、ウォーターフロントでも使用されるフロートがフィールド近くの海上に輸送され、仮設スタンドはそこに設置された。さらに二つの大型クレーンによってバトルの状じよう況きようを中継する超大型モニターが吊つるされている。

　そんな仮設スタンドの中央に設けられた特別放送席には、元気の良い女性アナウンサーと、定番ゲストであるオメガコンプレックス社長のアバターが座っている。

『いよいよ、アルファトーナメントも準決勝。両チーム、初戦から一人ずつメンバー交代をしたわけですが……これは思わぬ因縁のバトルとなりましたね！』

『軍ぐん司じチームの新メンバーは我が社の重役、《ザ・メイヤー》の流る音ね。ミハイルチームには、ロストサードと呼ばれた、あの黒くろ兎うさが沈ちん黙もくを破っての電撃参戦。前トーナメントの優ゆう勝しようメンバーが別チームに分かれて戦うなんて、盛り上がるよねぇ』

『前回優勝チームと言えば、そのリーダーだった美み優ゆについては生死不明であるという噂うわさも流れているようですけど……その渦中にあるのも、このカードに参戦する、軍司なわけですよね』

『軍司が、美優のＰＤＳからアルファトロフィーを継承したことは間違いないけど、その手段について、基本的にオメガコンプレックスは関かん知ちしないからね』

『彼がどのようにしてアルファトロフィーを手に入れたのかは、誰もが気になるところですが』

『どうやって手に入れたかより、軍司がトロフィーに相応ふさわしいＡＰアルタプレイヤーかどうかのほうが大切なんじゃないの。トロフィーは最強のＡＰである証あかしに過ぎないんだからね』

『なるほど、そういった意味でも注目のバトルとなりそうですね』

　さっそく自分にまつわる噂が放送席でも話題となっているようだが、軍司はそれに惑わされることなくバトルに向けて集中を高めていた。

　天あ衣いも流音も、軍司を気遣うような素振りさえ見せないが、むしろそのほうが有あり難がたい。

　なにも言わないのは、それだけ信しん頼らいしてくれているということだ。

　バトル開始直前、相手チームとの顔合わせ。

　向こうには、ミハイルとモナ、そして黒兎が立っていた。

　どちらからというわけでもなく、自然と軍司と黒兎は互いに近寄っていく。

「この前は、話の途中で逃げるなんてひどいじゃない。いったいどんな手品を使ったのか……教えてくれない？」

「自分から手の内を明かすやつがいるかよ」

　どうやら、黒兎の手から逃れられたのは、モナの《ピースフルビレッジ》のおかげだということは気づいていないらしい。

　それを知って、軍司はできるだけ思わせぶりな態度を取ることにする。軍司を助けたことがバレて、黒兎にひどい目に遭わされていないかと思っていたが、その心配はなさそうでほっとした。

「どうしてトーナメントを辞退してくれなかったの」

「俺の過去は、目をつぶっても、耳を塞ふさいでも、まとわりついてくる。このままなにもせず、人任せになんかとてもできない」

「嫌だな……その言い方。まるで、昔のお兄ちゃんみたい」

「思わせぶりなことを言うな。どうせ、俺の過去のことを教えてくれるつもりはないんだろう」

「そんなことをしても誰も喜ばないもの。お兄ちゃんだって、きっとそうだよ」

「それはおまえが決めることじゃない」

「ううん、私のほうがお兄ちゃんのことわかっているもの。まあ、いいや。美み優ゆを生き返らせてあげようと思ってたアルタリアリティに望む権利は、バトルに勝ったあと、お兄ちゃんの記憶をもう一度消すことに使ってあげる」

「なっ……アルタリアリティに望めるのは一度だけなんだろう!?　そんなことに使うなんて──」

「それが絶対に正しいことだから。死んだ美優だって、きっと納得してくれるはず」

　そう語る黒くろ兎うさの目を見て、軍ぐん司じはぞくりとする。

　こちらを向いているというのに、軍司を見ているわけではない。

　黒兎にしか見えないなにかを見て、それに向かって話しかけているかのよう。

　強い思い込みが、まわりの声を遮断しているのだろう。

　そんな黒兎には、恐ろしささえ思える……が、それ以上に、軍司は彼女に危うさを感じていた。

　不安定で、もろくて、それを守るために無理を続けている。

　軍司の言葉を聞かず、我を通そうとするのも、彼女自身の弱さを隠す防御手段のように思えた。

　黒兎と本心で語り合うには、まずその表面の守りを打ち砕かねばならないのだろう。

　そのためにも、軍司はこのバトルには勝たねばならない。




　バトル開始直前となり、軍司と黒兎は二百メートルほど離れた、それぞれの定位置へと戻った。

「理事長は、黒兎と話さなくていいんですか？」

　二人は前回のトーナメントを共に戦った元チームメイトだ。互いに何か思うところがあるのでは……と、気を回したつもりだったが、流る音ねは気乗りしない様よう子すで首を横に振る。

「あの子は、あなたしか見えていない。私の言葉なんて気にもかけないでしょう。前のトーナメントのときも、そんな感じだったし」

「そうですか」

「あのときは、美優が橋渡しをしてくれたから一緒に戦えたけど、あっちのチームではどうなのかしらね」

　流音の言うとおり、黒兎はチームの中でもミハイルやモナと話をしている様子はない。まるで別のチームであるかのように、二人を無視している。

　そうしている間に、とうとうバトル開始一分前となり、モニターにはカウントダウンが表示された。

『そうそう、前回の反省を生かして、モナが《ピースフルビレッジ》を使っても、ちゃんと中継できる撮影技術を開発しておいたよ』

『ええっ、そうなんですか!?』

『オメガコンプレックスの技術は世界一！』

　これから始まるバトルに向けて、社長が《ピースフルビレッジ》への運営委員会の対応について自慢げに語っている。

「技術とかでどうにかなるものなのかよ。どうなっているんだ、オメガコンプレックスって……」

　バトルへの集中は切らしていないが、軍ぐん司じは社長の言葉にはつい呆あきれてしまう。

　ただ、このバトルでモナの《ピースフルビレッジ》が気がかりなのは、軍司も同じことだった。

　図らずもその力を事前に体験した軍司だったが、ミハイルチームが別空間を生み出すあのスキルをどのようにバトルに応用してくるか……それが読み切れない。

　前回のバトルでは、セルジュの自爆に等しい《インスタントレギオン》の効果から逃れるために使用していたが、その戦術はもう使えない。

　しかし、こちらのチームメイトをひとりずつ別空間に取り込んで、各個撃破するという使いかたもあるだろう。むしろ、それが軍司の一番恐れている戦術だった。

　もっとも、何度かモナが《ピースフルビレッジ》を使うのを見てわかったのは、別空間に引き込む対象を選択する精度があまり高くないということだ。セルジュの治療をしてもらうとき、天あ衣いたちに動かないようにお願いをしていたことからして、《ピースフルビレッジ》は移動する相手に狙ねらいを定めて使うのは難むずかしいらしい。

　よって、こちらの作戦としては、モナのスキルに捕ほ捉そくされないよう移動をしながら、流る音ねの《ザ・メイアー》で迷路を建造。その後、軍司の《フィールドコントロール》でモナの居場所を把は握あくして、彼女に見つからないように位置取りをしながらバトルを進めるというものだ。これならば《ピースフルビレッジ》を封じることができるだろう。

　このバトルは、開始直後、互いの改変タイプアルタネイトのＡＰアルタプレイヤーの活躍が左右すると言って過言ではない。

　重要な役目だが……前回優ゆう勝しよう者の流音にならば、それも安心して任せられる。

「理事長、作戦通りでよろしくお願いします」

「ええ、任せておきなさい。冬ふゆ鹿かのためにも、きちんと仕事はこなすわ」

　この大舞台に立っても、流音は普段と変わらない冷静な態度。

　そんな流音と一緒にいるおかげか、天衣もいつもより落ち着いている感じだ。

　チームのコンディションは万ばん全ぜん。

　あとは開始の合図を待つだけだ。




『三・二・一……アルファトーナメント第五回戦。バトルスタート!!』




　フィールドを見下ろす巨大スクリーンの中で、社長がフラッグを大きく振り回した。

　作戦通り、軍司たちは三人それぞれ別方向へとダッシュで分散するのだが──

「なっ……!?」

　一瞬にして、満席のスタンドに囲まれていたフィールドの風景は、おとぎ話に登場するようなファンシーな家々が建ち並ぶ、森の中の穏やかな村へと変わってしまった。

「くそっ、《ピースフルビレッジ》に捕まったか！」

　軍ぐん司じが焦ってあたりを見回すと、少し離れたところに天あ衣いと流る音ねの姿が見えた。

「よかった、分断はされなかったのか」

　どうやら三人全員、この別空間に取り込まれたらしい。これは不幸中の幸いだ。

　こうなってはバラバラにいるほうが危ない。軍司は急いでみんなと合流をするが、天衣は釈然としない顔をしている。

「どうして《ピースフルビレッジ》に取り込まれてしまったのでしょう？」

「スキルの精度が低いというのは、モナの嘘うそだったのか……？」

　対戦相手に偽情報をつかませるというのは常じよう套とう手段だが、とはいえ、あの純情そうなモナがそんなことをするとも思えない。

「おそらくだけど、モナのスキルは範はん囲いに向けて効果を発揮するものなのではないかしら。改変タイプアルタネイトのスキルには多いのだけど、狭い範囲を狙ねらうよりも、大雑把に広い範囲を改変アツプデートするほうが楽ということがあるの」

「一人だけに狙いを絞るのは難むずかしくても、みんなまとめてなら簡単ということですか」

「ええ、そうよ。私の《ザ・メイアー》も、小さなモノより、大きな構造物のほうが簡単に作れるし」

「でも、俺たち全員を取り込んで、なんのメリットがあるんだろう？」

　こうして別空間に移動させたところで、軍司たちのＨＰヒツトポイントをゼロにしなければバトルの勝敗は決しない。相手を閉じ込めて勝利というわけにはいかないのだ。

「この別世界の中が、彼らにとって有利なフィールドなのかもしれないわね」

「黒くろ兎うさは格闘ゲームをトレースしたＡＰアルタプレイヤー、ミハイルは相手のＮＰＣを操あやつるＡＰ……どちらも有利になるとは思えませんが」

　むしろ、家や森の木々など遮しや蔽へい物の多いフィールドは、遠距離攻こう撃げきのできる天衣にとっては有あり難がたいくらいだ。

　もちろん、軍司もそんなことで油断はしない。

　モナがここに三人を取り込んだ理由が必ずあるはず。

「とにかく、作戦は変更。ここはむやみに《ザ・メイアー》を使って地ち形けいを複雑化させるより、相手の居場所を知るのが先決ね」

「そうですね。探ってみます」

　この森の中でも《フィールドコントロール》が使用できることは経験済みだ。

　軍司がスキルを発動しようとしたとき、珍しく流音があわてた声を出した。

「ちょっと待って。なにか出てきたわ！」

　流音の指さす方向にいたのは、大きな頭を持つ二等身のどうぶつ。軍司にとっては、もう見慣れている、この村の住人たちだった。

　あちこちにある村の家から、そんなどうぶつたちが次々と出てくる。

「なんなの……あれは」

　初めて見る流る音ねは、人間サイズになると微妙にリアルで可愛かわいさが感じられないどうぶつたちの姿に眉まゆをひそめている。

「あれは『どうぶつの村』の住人です。同じことばかり話しかけてきてうっとうしいけど無害ですから」

「無害と言われても……あんなに数が多いと不気味ね……」

「数が多い？」

　確かに現れるどうぶつの数はどんどん増していき、軍ぐん司じたちの周囲をゆらゆらと取り囲みつつある。

「なにか変ですよ、軍司さん」

　天あ衣いは怯おびえたような声を出して、メディカルライフルを顕けん現げんさせる。

「天衣、彼らを攻こう撃げきしてみてくれる」

「えっ、あの子たちを撃うつんですか……なんだかかわいそうで……」

　大好きな姉の言葉だったが、天衣はあまり気乗りしない顔をしている。

「いいから撃ちなさい！」

「は、はいっ！」

　再度、厳しく命じられて、天衣は驚おどろいたようにメディカルライフルを構えた。

「ノーマルショット！」

　メディカルライフルから小さな光弾が発射され、近づいてくるニワトリの頭に命中した。

　ところが、ニワトリは動じることなく、同じペースでこちらに近づいてくる。

「倒れませんね……」

　そんな自分の攻撃の成果を見て、天衣は少し情けない顔をした。

　基本的にはメディカルライフルは回復用の武器で、ノーマルショットの攻撃力は微々たるものだが……あんな無力そうに見えるどうぶつにも効かないほどではないはず。

「見た目より頑丈なのかな？」

「……なんだか、嫌な予感しかしないわ。囲まれる前に、ここから離れましょう」

「それには賛成です」

　軍司は、自分のメインウェポンである刀を顕現させた。

『信長の栄光』のＡＰアルタプレイヤーであると同時に、『ワイルドハンター』のＡＰでもある軍司は、ガチガチの強化系ＡＰには及ばなくとも、白兵戦は決して苦手ではない。あんなバランスの悪い、のろまなどうぶつたちに後れを取るつもりは無かった。

「二人ともついてきてくれ！」

　包囲の壁が薄い場所へと突き進み、軍司はさっき天衣が狙そ撃げきしたニワトリを切り払う。

　どうぶつは軍司が攻撃を仕掛けても無抵抗どころか、反応さえ示さなかった。

「ん……？」

　ところが、攻こう撃げきした手て応ごたえは異様なものだった。

　堅くもなく、柔らかくもなく。粘土を切ったような鈍にぶい感触。

「ボク、クードル。お話ししようよ」

　ダメージを受けた様よう子すもなく、黄色いくちばしと大きな目をギョロリとこちらに向けてくる。もはや、これはホラーだった。

「くそっ……なんだよ！」

　軍ぐん司じは総毛立って、さらにもう一撃をくらわせるが……結果は同じだった。

　攻撃は命中するのだが、ニワトリのクードルにはなんの変化も起きない。

「こいつら、ダメージを受け付けないのか!?」

　軍司の背はい後ごでは、天あ衣いもノーマルショットでどうぶつたちを乱射している。「かわいそう」などと言っている場合ではないことに気づいたのだろう。

「『どうぶつの村』では、村人を攻撃で倒すなんてことはできませんから……もしかしたら、このどうぶつたちに対しても同じことなのかもしれません」

「まさか、そんな！」

　口ではそう言ったが、その天衣の推測は、軍司も腑ふに落ちるものがあった。

　多くのゲームに、こちらの攻撃を受け付けない村人や商人といったＮＰＣは登場している。ラスボスを倒せるような攻撃をしてもケロッとしている村人こそ、真の最強キャラというジョークはよくあるネタだ。

　もしも、このどうぶつたちが、それらの無敵のＮＰＣと同じだとすれば、いくら攻撃をしても無む駄だということ。

　押し寄せるどうぶつたちは、口々にのんきなことを語りかけながら、その大きな身体からだでぐいぐいと迫ってくる。この数で押おし潰つぶされては、ただではすまないだろう。

「ＮＰＣがゲーム由ゆ来らいの能力を得ることはよくあることだけど、だとすれば、余計にこのどうぶつたちの動きは不自然よ。悪意はないようだけど、私たちを押し潰そうという別の意図を感じる」

「そうですね……『どうぶつの村』のＮＰＣとは行動パターンが違う気がします」

　唯一、このチームで『どうぶつの村』をプレイしたことのある天衣も、このどうぶつたちの動きに違和感を覚えているようだ。

「……もしかして、このＮＰＣたちは、ミハイルのスキルで操あやつられているんじゃあ？」

「なるほどね。これほどの数のＮＰＣを一度に操れるなんて、情報にはなかったけれど……そう考えるのが自然かしら」

「そうとわかれば、ミハイルを探して倒すしかないんだけど……」

　どうぶつたちはもうすぐそこまで迫っており、残されたスペースはあとわずか。

　ところが、流る音ねは余裕の表情で一歩前に踏み出すと、一房だけ白くなった前髪をかるくかき上げた。

「実は、さっきからこの村の無秩序に建ち並んでいる家が気になっていたのよ。ここの村長さんに代わって、私がもっと住みよい町に都市開発させてもらおうかしら……《ザ・メイアー》！」

　流る音ねがスキルを発動させた途端、地面が波打った。

　ただでさえ頭が大きくてバランスの悪いどうぶつたちは、バタバタと倒れていき、地面を覆おおっていたやわからな芝生は、一気に無機質なコンクリートへと改変アツプデートされていく。

　さらに無ぶ様ざまに倒れたどうぶつたちの間には、突とつ如じよとして大たい量りようの人型をしたモノたちが出現した。

　つるりとした頭に、大きな黒い目。銀色っぽい全身タイツといった奇き妙みような姿。

　あれは流音が《ザ・メイアー》を行使するとき、建設地にいる邪魔者を自動的に排除するＮＰＣのグレイだった。

「プレゼントを届けてくれないかな？」

「………………」

　どうぶつたちは、出現したグレイにも話しかけるが、口のない彼らが返事をすることはない。完全に無視されている。

　一方、グレイは働きアリのように、せっせとどうぶつたちを排除しようとするが、その大きな身体からだに手こずっていた。それどころか、よたよたと密集して動くどうぶつたちは、体格差のあるグレイを次々と押おし潰つぶしていく。

　しかし、あのグレイは貧弱な代わりに、邪魔者がいる限り無む尽じん蔵ぞうに現れる性質を持っている。結果、両者のぶつかり合いは拮きつ抗こう状態となった。

「グレイの遊び相手にはちょうどいいみたいね」

　どちらも数で圧倒するタイプのＮＰＣ。対抗手段としての相性は最適のようだ。

「このどうぶつたちは、私が引き受けるわ。いまのうちに、あなたたちはミハイルを探しなさい」

　流音がそう言うと、今度は、軍ぐん司じの足元から鉄骨が次々と生えてきた。

　それは整然と階段状に高さを変えて、一直線に並んでおり、グレイと混戦を続けているどうぶつたちの群れの向こう側がわまで続いている。

　すぐに流音の狙ねらいを察した軍司は、その鉄骨の上に飛び乗った。

　足場は狭く、やや不安定であるが、これらの鉄骨を橋代わりに渡って行けば、どうぶつたちの包囲をなんとか抜けられるだろう。

「理事長も一緒に！」

「いいえ、あなたたちの足手まといになりたくない。身を守るくらいのことはできるから、あなたと天あ衣いだけで行きなさい」

　軍司に続いて鉄骨の上に飛び乗った天衣が、驚おどろいた顔をして下にいる流音を振り向く。

「お姉様……！」

　確かに、シミュレーションゲーム『シムシビリアン』を由ゆ来らいとするＡＰアルタプレイヤーの流音は、アクションゲームである『ワイルドハンター』を由来とする軍司や天衣と比べて身体能力はあまり強化されていない。この細い鉄骨の橋を渡ることは困こん難なんだろう。

　だが、いまはグレイとどうぶつたちが拮きつ抗こう状態になっているとはいえ、いつそれが崩れるかわからない。ここに流る音ねを置いていけないと思うのは、軍ぐん司じも同じだった。

　そんな軍司たちの気持ちを察したように、流音は安心させるような笑みを浮かべる。

「大丈夫。市長と村長の格の違いを見せてあげる」

　軍司たちと流音を阻はばむように、鉄の柱が地中から現れ、さらにコンクリートがみるみるうちにそれを覆おおっていく。

　あっという間に、流音を守る壁──いや、円えん錐すい形の頑強な要よう塞さいが建造されてしまった。

「ちょっと味気ないけど、どうぶつ相手には十分でしょう？」

　防御優先の小さな格子窓から、流音がこちらに手を振っている。

　この要塞には出入口さえなく、これでは軍司たちに流音を外に連れ出す術すべはない。

　おそらくそれは、天あ衣いに先へと行かせる決心をつけさせるための、流音の気遣いでもあるのだろう。

「お姉様、決して無理はしないでくださいね！」

「わかっているわ。それに、そんなに私を待たせるつもりはないのでしょう？」

「ええ、すぐにミハイルを見つけて倒します」

「期待しているわ、覇は鳥とり軍司」





　　　　　◆◇◆






　流音が立ててくれた鉄骨の先端を軽かる業わざのように飛び渡り、軍司と天衣はどうぶつたちの包囲を越えた。

　ミハイルのスキルの由ゆ来らいとなった『ポータブルモンスター』では、プレイヤーキャラクターのトレーナーとモンスターはそんなに離れて戦闘をするイメージではない。あのどうぶつたちが『ポタモン』のスキルで操あやつられているというのならば、ＡＰアルタプレイヤーであるミハイルも近くにいるはず。

　そして、その推理は的中した。

　森の中に隠れる人間の気配を《フィールドコントロール》が感かん知ちする。

「天衣、作戦通りだ。援えん護ごを頼む」

「わかりました……あとでまた！」

　天衣と別れて、軍司は気配を感じたほうへと向かう。

　ここでミハイルに逃げられてしまっては面倒だ。

　足音を忍ばせ、慎重に近づくが……意外なことに、ミハイルのほうから軍司の前に姿を現した。

　装そう備びを具ぐ現げん化かさせて変身するタイプのＡＰではないので、服装は黒地に白の縦たて縞じまの入ったスマートなスーツ姿。モデルをしているだけあって、着こなしは完かん璧ぺきだ。

　一方、軍ぐん司じは着るモノで悩むのが面倒なので、高校の制服でバトルをするのが習慣となっている。見た目の勝負では軍司の完敗だった。

　ただ、その派手な外見に比べて、ミハイルの目にはやはり生気が感じられない。肌も不健康に青ざめ、近くで見るとやつれていることがわかる。

「あれが美甘みかも流る音ねの《ザ・メイアー》か……すごいものだな。モナの村がすっかり見違えてしまった」

　ミハイルは軍司を前にしても動じた様よう子すはなく、やや芝居がかった優雅な動作でどうぶつの村を眺めている。

　森の中から見えるどうぶつの村に、以前の面おも影かげはまったく残っていない。

　流音の《ザ・メイアー》が建造した要よう塞さいは増築を繰り返し、いまや村全体がダムのように高く強固な防壁に囲まれ、村というより城じよう塞さい都市と化していた。

　だが、その防壁の目的は敵てきの侵入を拒こばむものではなく、住人を外に出さないためのもの。むしろ、都市というよりは、巨大な刑務所となったと言ったほうが正解だろう。

　それを統治するのは、美甘流音。

　モナとミハイルのコンボ技を、本当にたった一人で引き受けてくれている。以前はバトルで対戦した相手だが、こうして味方となってくれるとこの上なく心強い。

「……どうして逃げなかった？」

　ようやくミハイルと遭そう遇ぐうできたが、軍司は一抹の不安を感じている。

　この場所ならば、軍司たちがどうぶつの包囲から脱出したのも見えたはず。

　資料によれば、ミハイルは他人のＮＰＣを操あやつることはできても、自身の戦闘力はほとんどない。

　頼りのどうぶつたちが防壁内に閉じ込められたというのに、ミハイルが軍司の前に現れた意図が読めなかった。

「ボクにとって一番やっかいなのは《ザ・メイアー》だったけど、いまはモナの相手で精一杯。ならば、もう隠れる必要も、逃げる必要もない」

　どこからその自信が湧わいてくるのか……いや、これはブラフで時間稼ぎという可か能のう性せいもある。ここで迷ったところで仕方ないだろう。

「だったら、遠えん慮りよなくいかせてもらう！」

　軍司は一気にミハイルのふところに駆け寄り、刀で横になぎ払った。

　ミハイルは素早く後ろにステップをして、軍司の攻こう撃げきを楽々とかわす。

　その身のこなしは想そう定ていをやや上回ったが、軍司の手はまだまだ終わりではない。

「《マテリアライズ》！」

　いまの攻撃は、ただの威い嚇かく。

　後退するステップが着地した瞬しゆん間かん──そのわずかな隙すきを狙ねらって、軍司はヴァイオレットリングによる加速攻撃を仕掛ける。これは武ぶ道どうの達人である冬ふゆ鹿かを相手に何度もトレーニングを繰り返し、いまや軍司の得とく意い技ともなっている連続攻撃だ。

　リングを踏みしめた軍ぐん司じの身体からだはカタパルトで射出されたように加速され、地を蹴けることなく、まさしく飛ひ翔しようする勢いでミハイルに向けて突進する。

　一撃目とは次元の違う超高速。

　この緩急をつけた連続攻こう撃げき。強化タイプブーストのＡＰアルタプレイヤーではないミハイルでは、反応さえできないはずだが……この会心の一撃もまた空を切った。

「なにっ!?」

　ミハイルはわずかに身体をそらして、刀を間一髪のところでかわしている。

　それは偶ぐう然ぜんか？

　いや、そうではない。

　ミハイルは完全にこちらの動きを見切っていた。

　先読みをしていたとかではなく、単純に目で見て、それから身体を反応させたのだ。

　軍司のヴァイオレットリングの加速を超えた、恐るべき反射神経。

　格闘ゲームのＡＰならばいざ知らず、どうしてゲットしたモンスターに戦わせることがメインのミハイルが、これほどの肉体強化をされているのか理解できない。

　戸惑いながら、二度も空を切った刀を引き戻したとき、軍司は刀身にまとわりつくかすかな熱気を肌に感じた。

　その熱気の元は、ミハイルが身体からたなびかせる白い蒸気だ。

「それは黒くろ兎うさからもらった力か！」

「その通り。このアプリはＡＰの主観時間を飛躍的に引き延ばしてくれる。おまえにとっての一瞬は、ボクにとってはあくびをするほど長い時間なのさ」

「新しいスキルだって言うのか……」

　ＡＰに、スキルはひとつという原則。

　だが、軍司自身、その原則を破って《フィールドコントロール》と《マテリアライズ》の二つのスキルを持っているイレギュラーなＡＰだ。

「違う、違う。そうじゃない。これはＡＰではなく、ＰＤＳのほうに隠されていた機能なんだ」

「ＰＤＳにそんな機能が？」

「クロックアップって言うんだけどね。このアプリで、ＰＤＳのＣＰＵ処しよ理り速そく度どを向上させると──」

「うっ!?」

　一瞬でミハイルは軍司の背はい後ごに回っていた。

　その瞬発力も黒兎が与えたというアプリの効果だというのか。

「こうしてＡＰの速度も増すってわけだ。トレーニング、リサーチ、ミーティング……勝つための努力なんて、みんな馬鹿らしくなる。こんなチートで勝つのを見て喜んでいる連中も、同じく馬鹿らしい」

「だったらトーナメントなんてやめてしまえよ！」

　ミハイルの人を小馬鹿にした態度に、軍ぐん司じは腹が立った。

「ああ、やめるよ……いや、やめさせてやる。俺が優ゆう勝しようしたら、オメガコンプレックスの社長にアルファトーナメントなんて馬鹿馬鹿しいショーは打ち切りにするように要求するつもりだ」

「……トーナメントで有名になって、そのせいで挫ざ折せつを味わった。で、今度は、自分の思い通りにならないものを、黒くろ兎うさの手を借りてまでなくしてしまおうってか。くだらないやつだな、おまえは！」

「なら、他人のトロフィーで参戦しているお前はどうなんだよ！」

　ミハイルはそう叫ぶと、赤と白に塗り分けられたボールを投げつけた。

　それは『ポータブルモンスター』において、モンスターが封じ込められてある定番のアイテムだ。

「行けっ、グレイ！」

　ボールが二つに割れて中から現れたのは、流る音ねのＮＰＣであるグレイだった。

　ただ、その数はたった一体のみ。

「それでどうするつもりだ？」

　グレイ単体の戦闘力は皆無。この状じよう況きようでミハイルが繰くり出だしてきたにしては、やや拍子抜けの相手に思えたが……やはり、そんなに甘くはないようだ。

「『ポタモン』では、モンスターは時間をかけて進化する。普段のバトルではそんな暇もないが、クロックアップによって処しよ理り速そく度どが上がれば……高速で進化させることができる」

「グレイが……進化……？」

　ミハイルの言葉通り、灰色の小さな人型をしたグレイの身体からだがみるみる変形していく。

　貧弱な身体は筋肉質になり、背丈も軍司を大きく超えていく。身体に比べて腕はバランスが悪いほど長くなり、さらに指には黒光りする鋭するどいかぎ爪づめが生えてきた。卵のようにつるりとした丸い頭は、後頭部が伸びて、いままで無かった口までも現れた。

　その姿はグレイというより、ＳＦ映画でお馴な染じみのエイリアンそのものだ。

「ずいぶんと凶悪に進化したものだな。こいつは、グレグレイとでも呼ぼうか！」

　ミハイルによってグレグレイと名付けられた進化したグレイが、その長い腕を軍司の胸へと勢いよく伸ばし、かぎ爪で貫こうとしてきた。

「くっ……！」

　反射的に軍司は刀でかぎ爪を受け止める。




　ギンッ!!




　金属と金属のぶつかり合った、耳をつんざくような硬質な音が響ひびいた。

　幸いなことに、元となったグレイは動きが鈍にぶいＮＰＣ。セルジュが繰り出した武者と同様にクロックアップによって俊しゆん敏びんさが増しているようだが、それでもなんとか対応できる速度だった。

　ただ、その手に生えた爪つめ一本一本は、研ぎ澄まされたナイフのよう。あんなものに引き裂かれるのはごめんだった。

　グレグレイは片手を受け止められても、すぐさま残った手を振り下ろしてくる。

　軍ぐん司じはかぎ爪を警戒し、大きく後ろに退いてかわすが、グレグレイは闇やみ雲くもに間合いを詰めてきては、あの恐ろしげなかぎ爪を振り回してくる。

　息もつかせぬ連続攻こう撃げきに、軍司は防戦一方。

　この野獣のような凶暴性と攻撃性──元となったグレイとはまるで別物だった。

「『おそれしらず』に『ちからまかせ』か……モナのどうぶつたちは、相手の攻撃を無効化する特性『きみょうなまもり』しか取とり柄えがなかったが、このグレグレイは割と使えるヤツみたいだな。こんなふうに進化するとわかっていたら、もっとたくさんゲットしておけばよかった──なっと！」

　グレグレイの能力を確認するように戦いを傍ぼう観かんしていたミハイルだったが、突とつ如じよ、目にも留まらぬ動きで軍司の後ろに回ると、無造作にその背中を蹴け飛とばした。

「ぐあっ！」

　体勢が崩れたところを、グレグレイの爪が肩をかすめる。

　決して、軍司はグレグレイの攻撃だけに気を取られていたわけではない。

　刀でかぎ爪を受け止めながら、ミハイルの動きにも警戒をしていた。

　だが、それでもミハイルの超スピードに、とても反応が間に合わなかったのだ。

「まあ、クロックアップがあれば、白兵戦でも十分勝てるんだけどね」

　軍司のＨＰヒツトポイント表示は、すでにグリーンへと変わっている。

「確かに、そのスピードはすごい……けど、そのアプリは身体からだへの負担も大きいんじゃないのか？」

「よく知っているな。おまえの言うとおり、クロックアップを長く使うとＰＤＳ本体とＡＰアルタプレイヤー自身を熱暴走させる。けれど、それまでにおまえらを倒せばいいだけのことだ！」

　今度は、ミハイルとグレグレイによる同時攻撃を仕掛けてきた。

　二対一で、しかもグレグレイは両手による連続攻撃。ミハイルはスピードでこちらを上回る。

　攻撃の手数は、向こうがはるかに上。

　軍司もわずかな隙すきをついてミハイルに攻撃を仕掛けようとするが、反応速度の差は歴然としている。軍司が刀を構えて、攻撃に転じる素振りを見せるだけで、ミハイルはこちらの背はい後ごへと瞬時に移動する。

　そして、逆にグレグレイに攻撃をさせる隙を与えてしまう結果となった。

「ちっ……！」

　再び、軍司は防戦一方となった。

　だが、たとえそうしたところですべてを防御することはできない。グレグレイのかぎ爪はともかく、まるで同じハメ技を繰り返すかのように背はい後ごに回ってはキックを仕掛けてくるミハイルによって、軍ぐん司じのＨＰヒツトポイントはジリジリと減らされていく。

　いまやＨＰ表示はもうすでにイエロー。これが赤味を帯びて、オレンジになれば行動不能になる間際の危険域だ。

「本当は、噂うわさに聞く冬ふゆ鹿かのサイドワインダーを見てみたかったんだけどな」

　一方的な戦いの中、ミハイルは余裕の発言だ。

「俺のスキルと相性が悪いって、彼女を切り捨てたのか。勝つためには非情だな。さすが、美み優ゆからトロフィーを奪い取ってまで、トーナメントに参戦しただけのことはある」

「切り捨てたつもりはない！」

「いや、別におまえを責めてるわけじゃない。俺だって初戦でセルジュを切り捨てたんだ。特とつ区く代表のＡＰアルタプレイヤーは、クロックアップがあってもやっかいな相手だったからな」

「それであんな自爆のような戦いかたをさせたのか」

「あれでも、セルジュのスキルはクロックアップと相性が良かったんだ。《インスタントレギオン》が顕けん現げんさせるＮＰＣたちは大幅に強化されて、優ゆう勝しよう候補のＡＰですら倒せるほどになった……その代わり、本人への負担も大きくて、すぐに熱暴走してしまったけどな」

「仲間をそんなふうにしてまで勝って嬉うれしいのかよ！」

「だから、俺が求めているのはトーナメントに勝つことじゃない。この馬鹿騒さわぎを台無しにすることなんだよ」

　もはや、軍司はミハイルと言葉を交わすことをやめた。

　その価値のない相手とわかったからだ。

　ただ、ひとつだけミハイルの間違いを訂正してやる。

「冬鹿はここにいる。その想おもいはここに託されている。《マテリアライズ》！」

　軍司の刀に白はく銀ぎんの輝きが宿ったかと思うと、一気にその光が弾はじけた。

　そして、光の中から現れたのは、翼を刃やいばに、テール部をグリップとして、戦せん闘とう機きではなく巨大な剣となった──

「これがおまえの見たがっていたサイドワインダーだっ！」

　サイドワインダーは自ら飛ひ翔しようすることのできる剣。

　荒馬を乗りこなすように、サイドワインダーの推進力を殺さず、自分の身のほうを剣に任せて軍司はミハイルに突撃をする。

「そんな大げさな攻こう撃げきが当たるか！」

　白銀に輝く切っ先が届くか否やという、その刹せつ那な──視界からミハイルの姿が消えた。

「いいものを見せてくれて、ありがとう」

　直後、またも背後からミハイルの馬鹿にしたような声が聞こえた。

　ヴァイオレットリングの加速力でも、サイドワインダーの推進力を以もつてしても、ミハイルの反応速度には追いつけない。

　軍司は虚こ空くうを貫いたサイドワインダーの切っ先をそのまま地に突き立て、ぐるりとつんのめるように転がった。

「無ぶ様ざまだな、覇は鳥とり軍ぐん司じ──！」

　ミハイルのせせら笑いは、すぐに驚おどろきへと変わる。

　巨大なサイドワインダーを装そう備びしながらも、軍司は素手のとき以上に無む駄だのない動きで立ち上がる。

　そして、そのまま回転と立ち上がった勢いを利用し、横に構えたサイドワインダーを全身の力を込めて振り回した。

　もっとも、そんな軍司の挙動をミハイルは見ることもできなかっただろう。

　そもそも、見えていれば、あの超反応速度でかわせたはず。

　だが、軍司の渾こん身しんの一撃はミハイルを完かん璧ぺきに捉とらえた。

　サイドワインダーの翼がミハイルの脇腹へ深々とめり込み、その身体からだが「く」の字に曲がる。

　それでも軍司は手を止めない。

　一気にミハイルの身体ごと、サイドワインダーを振り切った。

「ふっ飛べぇぇっ!!」

　軍司の叫びと一緒に、ミハイルの身体は枯れ枝のように軽々と宙を舞い、近くにあった大木の幹にぶち当たるまで飛んでいった。

　もしも、そこに木が生えていなければ、もっと飛距離を稼いでいたことだろう。

『ワイルドハンター』の大剣に匹敵する質量のサイドワインダーに、遠心力を加えた会心の一撃だからこそなせる絶大な破壊力。現状、軍司が繰くり出だせる最大火力攻こう撃げきだった。

「ふーっ！」

　軍司はいままで止めていた息を大きくついた。

　本来、刀がメインウェポンの軍司にとって、巨大な剣を使っての攻撃は身体への負荷が大きい。全身の筋肉がビリビリと悲鳴を上げている。

　そのとき、軍司のＰＤＳにトーナメント運営委員会のアナウンスが届いた。

『ミハイルのＨＰヒツトポイントゼロを確認。バトルリタイアです！』

　それは勝利を伝えると同時に、これ以上の追撃を禁じる意味も込められている。

　そして、軍司の勝利を告げるアナウンスの向こうからは、マイクの拾った観かん客きやく席せきの大歓声がかすかに聞こえてきていた。

　モナのどうぶつの村に取り込まれているため、まったく外の様よう子すはわからないが、どうやら観客たちも軍司の勝利を喜んでくれているらしい。

　そんな外の様子に耳を傾けながら、念のため、軍司は自分自身でもミハイルのＨＰを確認しようと近づいた。

「目つぶし……なんて……」

　ぐったりと木の根元に倒れたまま、ミハイルはうめき声を漏もらす。

　おそらく、ミハイルは自分がどんな攻撃を受けたかもわかっていないだろう。

　なにしろ、軍ぐん司じの攻撃の瞬しゆん間かん、ミハイルは目をつぶっていたのだ。

　もちろん、それはたまたまではなく、味方の援えん護ごあってのこと。

　そう……分散行動をしていた天あ衣いのメディカルライフルが、あのときミハイルの顔面を狙そ撃げきしたのだ。いくら攻こう撃げき力の低いノーマルショットとはいえ、目つぶしくらいの効果はある。

　サイドワインダーの突撃をかわされたとき、軍司が前に転がったのは、狙撃のタイミングを待っていた天衣のために、ミハイルとの射線を開くためだったのだ。

　アタッカーが囮おとりとなり、サポーターが狙撃をする──

「あれはタギリたちから教わった、ブラインドショットだ」

「タギリ……特とつ区く代表のＡＰアルタプレイヤーじゃないか……どうして、敵てきのチームが……」

「おまえなんかにはわからないだろうさ」

　ただ、軍司と天衣では、タギリたちのような絶妙の呼吸は難むずかしい。

　だから、軍司がサイドワインダーを顕けん現げんさせたあとの初撃が、狙撃の合図だとあらかじめ二人で決めていたのだ。

　軍司と天衣は、どうぶつたちの包囲を逃れて二手に分かれたときから、ずっとこのタイミングを狙ねらっていたのである。

　そして、攻撃を受けたとき、必ず背はい後ごに回ろうとするミハイルのワンパターンな癖も、狙撃の苦手な天衣にとっては有あり難がたかったことだろう。

　それでも見事にミハイルの目を狙い撃うちしてくれた天衣には感謝するしかない。

「そうだ、天衣は……？」

　この勝利の立役者は、どうして軍司と合流をしに来ないのか。

　軍司が不ふ思し議ぎに思っていると、なにかが身体からだに命中した。

　その途端、全身に気力がみなぎり、イエロー表示だったＨＰヒツトポイントが全快する。

「天衣のヒーリングショットか……でも、どうしてこのタイミングで？」

　回復してくれたのは有り難いが、ヒーリングショットには回数制せい限げんがある。できたら、もう少しあとに取っておきたかった。

　すると、軍司のＰＤＳに呼び出し音が鳴った。

　それは天衣からの電話。

　バトルの最中でもＰＤＳの電話機能は役に立つ連絡手段だが、さっきの突然のヒーリングショットといい、こんな状じよう況きようでかけてくるのは非常事態しか考えられない。

「どうしたんだ、天衣!?」

　あわててＰＤＳを耳に当てると、天衣の声が途切れ途切れに聞こえてきた。

『すみません……それが、私からの最後のサポートです……』

「おいっ、なにがあった？」

　軍司は耳をスピーカーに押し当て、かすかな声でも聞き取ろうとする。

　すると、ガサガサとなにかがこすれるような音がして、急に別の声が聞こえてきた。

『あっ、いまお兄ちゃんの仲間を倒したところ。私って、遠距離から攻撃されるの嫌いだからね。ミハイルを囮おとりにして、流る音ねの妹をあぶり出させてもらったの』

「……黒くろ兎うさか」

『正解──っていうか、モナと流音は壁の中に閉とじ籠こもっちゃって出てこないし、ミハイルとこの子はリタイアしたから、残ってるのは、もう私しかいないけどね』

　その黒兎の言葉を証明するかのように『天あ衣いのＨＰヒツトポイントゼロを確認。バトルリタイアです』というアナウンスが電話の声に被かぶって聞こえてきた。

　おそらく、ミハイルを狙そ撃げきしたところを、黒兎に襲撃されたのだろう。

　格闘ゲームのＡＰアルタプレイヤーである黒兎に一対一の接せつ近きん戦を挑まれては、援えん護ごがメインの天衣に勝ち目はない。黒兎の存在はわかっていたのに、ミハイルを倒すことに気を取られ、不用意に分散行動をしてしまったのはミスだったのか……

「いや、あの作戦でしか、クロックアップをしたミハイルには勝てなかった」

　結果を見れば、お互いに一人ずつ倒したことで五分と五分。

　軍ぐん司じは無理にでも、この冷酷な計算式で自分を納得させる。

　ここで気持ちをくじかれては、リタイア寸前にヒーリングショットを与えてくれた天衣に申し訳がない。

　黒兎との戦闘の最中、天衣が自分ではなく軍司を回復させたのは、そうするほうが勝しよう算さんが高いからと思ったからのはず。その期待に応こたえず、くよくよしてどうする。

『これでお兄ちゃんと二人だけだね』

　天衣のリタイアから気持ちを切り替えた軍司に、黒兎が電話越しに語りかけてきた。

　いま軍司にとって、それは黒兎からの宣戦布告にしか聞こえない。




「待っていろ、勝つのはおまえじゃない。俺たちだっ！」





　　　　　◆◇◆






『ミハイルのコントロールから解放されたどうぶつの村人たちは、大人しいものよ。けど、村を封鎖する防壁を建造した負荷が意外と大きくて、もうヘトヘトよ。回復してくれる天衣がリタイアしてしまったのでは、もう派手なことはできそうにないわね』

「天衣のことはすみません……俺がもっとしっかりしていれば」

『何を言っているの。天衣はそれもチームプレイだとわかっているはず。それより妹の最後のヒーリングショットを無む駄だにしないであげてね』

「もちろんです」

　互いに直接攻こう撃げき手段のない《ザ・メイアー》の流音と、《ピースフルビレッジ》のモナは、決め手に欠けたまま現状維い持じが続いているようだ。

　軍司はこちらの状じよう況きようを流音にリアルタイムで伝えるため、あえてＰＤＳの通話を切らずにそのままポケットにしまった。




　いま軍ぐん司じがいるのは、どうぶつの村のはずれ。

　流る音ねによって囲われた防壁の外に、村とは独立したように、ひときわ目立つ大きな建物があった。

　見た目も、村のカラフルでファンシーな家とは違って、正面にはギリシャ風の飾り柱が立ち並ぶ重厚な石造り。入口の銘板には「Museum」と彫刻されている。

　軍司はプレイしたことがないのでよくは知らないのだが『どうぶつの村』で手に入れたアイテムをコレクションする場所として、このような博物館があるらしい。

　軍司の《フィールドコントロール》は、黒くろ兎うさがこの博物館内に入っていったことを察知している。建物の大きさに比べて部屋数は少なく、内部の構造はさほど複雑ではないが、博物館だけあって展示品を飾る台や棚が多く、身を隠せる場所はありそうだ。

　黒兎の罠わなかとも思ったが、ここならば開けた場所よりも、地の利を活いかせる戦いができるので、軍司としても有あり難がたい。

　屋外と屋内、どちらで戦うほうが有利かを天てん秤びんに掛けて、結局、軍司は博物館の中へと入ることにした。

「…………誰もいないな」

　しんと静まり返った玄関ホール。

　あのうっとうしいどうぶつたちの姿は見えない。きっと、さっきは村人総出で軍司たちを包囲していたのだろう。

　ホールの天井は高く、中央にはティラノサウルスの化石標本が堂々と飾られている。いかにも博物館といった様よう子すだったが、照明はついていなくかなり暗いのが気になった。

「来たな……」

　こちらに近づいてくる黒兎の気配を、軍司の《フィールドコントロール》が察知した。

　暗くら闇やみに紛れての奇襲のつもりだろう。

　すぐそこまで来ている黒兎を、逆に迎え撃うつつもりの軍司であったが、その姿はどこにも見えない。

　ふと思いついて、平面ではなく、立体にフィールドを感じることで黒兎の居場所にようやく気づいた。

「上かっ!?」

　軍司の頭上にある小さな明かり取りの窓を、さっと黒い影が横切って、博物館の入口の前に舞い降りる。

　背から外の明かりを受け、その身体からだのラインがシルエットとなって浮かび上がった。

「いらっしゃい、お兄ちゃん」

　後ろ手に入口の扉を閉めながら、黒兎はニンマリと笑った。

　その動きからして、軍司を博物館から出すつもりはないらしい。

　やはり罠わなに誘い込まれたのか。

　警戒する軍ぐん司じに、黒くろ兎うさは甘えたような声で語りかける。

「安心して。トラップなんか仕掛けてないよ。ただ、私は日の光がないほうが本気を出せるから」

「そうか……おまえはバンパイアだものな」

「バンパイアとワーラビットのハーフよ。ほら、このウサ耳、可愛かわいいでしょう？」

　いまの黒兎は格闘ゲーム『ダンピールセイヴァー』のキャラクター、ボーパルバニーそのものの衣装に変身していた。

　黒い兎うさぎをモチーフとした可愛らしい姿。

　しかし、その外見に惑わされてはならない。あのようなふわふわした格好をしていながら、ラウドの二刀流をしのぐほどのスピードと身軽さを持ったスピードファイターなのだ。

「もう、兎と穂ほには戻れないのか？」

「だから、これが元の私だって──」

「そうじゃない。俺たちは前みたいに仲良くはできないのか」

「それは私も兎穂も望んでいるよ。けれど、お兄ちゃんがいまのままじゃあ無理だね」

「俺が特とつ区くにいるからなのか？」

「それだけが理由じゃない。私たちの望みは、ただお兄ちゃんに幸せになってもらいたいだけ。そのためには特区になんかいちゃあ駄目なんだよ。ここには捨てた過去が、あちこちにこびりついている……」

「なにも知らないままでいることが幸せなのかよ」

「お兄ちゃんの場合はそうなの。みんな知ってしまったら、もう、私が兎穂だったときのような笑いかたをしてくれなくなる」

「勝手に決めつけるな！」

「わかるのよ。前もそうだったもの」

「前はそうでも、いまの俺は違うだろう」

　平凡な高校生だと思っていた自分も、この特区に来てから、少しは変わってきたはず。

　記憶を取り戻したらどんなことになるのか──どんな不幸が起きるのかわからないが、黒兎の言うように無条件でそれに屈するつもりはない。

　ところが、黒兎には軍司の気持ちはまったく届いていなかった。

「もうギリギリのラインかも。これ以上踏み込んだら、駄目になる」

　また、あの目だった。

　開いているのに、何も見えていないような目。

　周囲を拒絶して、ただ自分の決めたことを頑かたくなに守り続けようとする顔。

「もうやめた。そうだよ、話すのは止やめにしたの。こんなに大切に思っているのに、お兄ちゃんは私を嫌な気持ちにさせるだけなんだもの」

　黒兎が身に纏まとうファーが、ざわざわと不自然に動き出す。

　肉眼で見える妖よう気きのようなモノを発散させながら、黒くろ兎うさはゆったりと上下に身体からだを揺する。そして、ゆっくりと両手を前に出して、前まえ屈かがみの姿勢を取った。

　世界のどんな武術にも系統を持たない、一種独特の構え。

　それは、臨戦態勢に入ったボーパルバニーの姿だった。

「お兄ちゃん、言っていたよね。ＡＰアルタプレイヤーは想おもいの力だって。じゃあ、勝ったほうがより強くて、大切な想いだったことでいいよね？　いいよね？　いいよね!?」

「……ああ、それでいいよ」

「意外。受けてくれるんだ。けど、そんな渋々な態度で勝てると思っているの？」

「何を言ってる。俺は最初からその気だったさ！」

　黒兎は玄関の扉を押さえて、外に逃げられることを警戒していたようだが、軍ぐん司じは逆にホールの奥へとダッシュした。

　黒兎と会話している隙すきに、この建物の構造は十分に把は握あくできた。

　このバトル、もっとも警戒しなければならないのはクロックアップによる超反応と高速移動。しかし、それも視覚さえ封じればどうにかなることは、ミハイルとのバトルで実証済みだ。

　ホールから続く部屋は美術展示室だった。

　彫刻や絵画、アンティークの調度品、豪華な食器類といったものが並べられている。

　ただ、いまは照明は落とされており、せっかくの品々も闇やみに紛れてしまっている。

　メインウェポンである刀を顕けん現げんさせると、軍司は等身大の彫刻の陰に隠れて、黒兎を待ち伏せた。

「こそこそしないでよ、お兄ちゃん」

　視覚には頼らず、軍司は《フィールドコントロール》に感覚を集中させる。

　ゆっくりと黒兎は近づいてきていた。

　警戒しているような動きではない。

　油断をしているのか、なにか策があるのか……どちらにせよ、いまこの瞬しゆん間かんの最大の攻こう撃げきでぶつかるしかない。

　黒兎との距離、五メートル。

　この間合い、刀を使う者には遠すぎるが、軍司にとっては最適の絶妙な距離だった。

「《マテリアライズ》！」

　彫像の陰から軍司は文字通り飛び出した。

　ヴァイオレットリングによる加速は瞬間的なものであり、その速度はリングを踏んだ直後が最高となる。そして、その最高速を維い持じできる距離が、およそ五メートル──すなわち、いまの黒兎との距離こそが、ヴァイオレットリングによる攻撃を最大に活いかせる絶好の間合いなのだ。

　攻撃を仕掛けようとリングを踏んだ次の瞬間には、すでに黒兎との距離はゼロとなっていた。この瞬発力は、クロックアップの超加速にも匹敵するはず。

　軍ぐん司じは突きではなく、真横に刀を構え、刀身を左手で支えている。

　リングによる加速と、敵てきの位置の計算に基づき、軍司という銃弾を発射させる──自分にとって、最高速を誇る技。ただし、その速度は軍司の反射神経を超えている。

　だからこそ命中させることの難むずかしい、点の攻こう撃げきである突きではなく、刀身を横に線として構えたのだ。




　ギシィィィッ!!




　鈍にぶく濁にごった衝撃音。

　金属と生身のぶつかり合った、日常では滅多に聞くことのない種類の音。

　このとき、ようやく軍司は黒くろ兎うさの姿をその目で捉とらえた。

　両腕で身体からだをガードして、刀を受けている。

　直撃とまではいかないが……かわされなかっただけでも十分だ。

　加速の勢いが止まらぬまま、軍司は両手で真横に構えた刀を黒兎に押し込んでいく。

　二人がぶつかり合った場所から、数メートルほど後退したところで、ようやく軍司の勢いは止まった。

　床から漂う焦こげたような匂においの中で、軍司はガードの上から容よう赦しやなく刀を押し込みながら、黒兎に語りかける。

「この暗い中での奇襲に……よくガードが間に合ったな」

「暗い？　どこが？」

　ようやく顔がわかるほどの暗い展示室で、黒兎の両目だけが真っ赤に輝いている。

　こうして近くで見つめられると、その輝きは軍司の心に不吉ななにかを影のように忍ばせる。

　この気持ち、なぜかただの気の迷いだと切り捨てられなかった。

　そのとき、軍司は気づく。

　二人の距離は互いの息づかいさえ感じられるほど近いというのに、黒兎からはなにも感じられない。

　そう……黒兎は呼吸をしていなかった。

「おまえ……なんなんだ？」

　目の前にいるモノが、兎と穂ほでも、黒兎でもない……もっと別のなにかであると、軍司は直ちよつ感かんした。

「私はボーパルバニー。モンスターだよ」

　これまで軍司は人間離れしたＡＰアルタプレイヤーたちと出会ってきた。

　しかし、いま黒兎に感じている異質さは、それとはまた違うモノ。

　融解する鉄の中でも平然としている、あの化け物じみた栄え楠くすの姿を目の当たりにしたときでさえ、こんな気配を感じることはなかった。

「モンスター……？」

　軍ぐん司じは黒くろ兎うさの言葉を噛かみしめる。

　モンスターなんて、ゲームでは使い古された陳ちん腐ぷな言葉となっている。

　けれど、もしもそれが本当にいて、目の前に現れたら？

　モンスター、怪物、化け物、未知で異質なものを具ぐ現げん化かした存在と出会ってしまったら、人はどう感じるだろうか。

　黒兎を目の当たりにして感じているのは、その感覚──恐きよう怖ふなのだと、いま軍司は初めて気づいた。

「私のスキル《ボーパルバニー》は、格闘ゲームのキャラみたいに強くなることじゃない。格闘ゲームのキャラクターそのものになることなの。バンパイアのように闇やみを好み、獣に変身して……人の武器では決して傷つかない」

　深々と腕に食い込んでいた刀を、黒兎は力ちから尽ずくで押しのける。

　いくらＡＰアルタプレイヤーでも痛みは常人と同じはず。

　だが、黒兎はまったくそれを感じている様よう子すがない。

「傷つかない……？」

　その言葉に軍司は戦せん慄りつし、目をこらして黒兎のＨＰヒツトポイントを確認しようとする。

　黒兎はそれを隠そうともしなかった。

　そして、その言葉が正しいことを軍司に思い知らせる。

　いくらガードされたとはいえ、軍司の最大速の攻こう撃げきを受けたというのに、彼女のＨＰはかすかにグリーンに変わっているだけ。ほとんどダメージを受けていない。

「わかった？　私はＡＰであると同時に、伝説に登場するモンスターと同じモノなの」

「そんなスキルが……」

「だって、ＡＰのスキルは望みを叶かなえるものでしょう。私は、ずっとこのキャラに憧あこがれていたの。バンパイアとワーラビットのミックス。つまり、両親どちらもモンスターだってこと。いいよね、それだと悩まなくてさ。私みたいに、ママは人間なのに、パパがモンスターなんてやつのほうが、よっぽどモンスターだよ」

「……なにを言ってるんだ」

　黒兎は興奮気味でまくしたてるが、軍司にはその言葉の意味がわからない。

　ともかく、距離を取るため、ヴァイオレットリングを踏んで大きく後方に飛とび退のこうとするのだが……黒兎は、瞬時に間合いを詰めてくる。

　この超加速は、間違いなくクロックアップによる力だ。

「ホントに私のこと、忘れてくれているんだね。ありがとう、お兄ちゃん！」

　軍司には理解できない言葉を叫びながら迫ってくる黒兎。その真っ赤に輝く目は、軍司を捉とらえて逃さない。

「くっ、それだったら！」

　軍司は展示室の壁際に無数のヴァイオレットリングを発生させた。

　いくら広いとはいえ、ここは室内。これほどの高速移動は危険すぎる。

　だが、ヴァイオレットリングならば踏んだものをはね返す反発作用により、鋭角な軌き道どう変更が可か能のうだ。一方、クロックアップによって、単に移動速度を速めている黒くろ兎うさでは、この室内での超加速は下手をすれば壁への激突につながる。

　軍ぐん司じはそれを狙ねらって、壁際ギリギリまで引き寄せてからの軌道変更をするつもりだった。

　本来の持ち主ぬしである、ダンスゲームの達人でもあった美み優ゆとは違い、軍司の反射神経では、ヴァイオレットリングによる軌道変更は何度も成功はさせられるものではない。

　これは一発勝負の賭かけだ。

　軍司はいったん黒兎に背を向けて、ヴァイオレットリングによる軌道変更のタイミングに集中する。背はい後ごから黒兎が追っている気配のみを感じつつ──

「ここだっ！」

　壁際のやや高いところで、斜めになっているヴァイオレットリングを片足で蹴ける。

　その途端、横からトラックにぶつけられたように、急激に視界がぶれた。猛もう烈れつな速度はそのままで、真横へと方向転換するのは身体からだへの負担も大きい。ＡＰアルタプレイヤーでなければ意い識しきをもぎ取られてしまうほどの衝撃だった。

　だが、あの位置、あのタイミング。

　黒兎は曲がることもできず、そのまま壁にぶつかる──

「ねぇ、さっきから美優のスキルしか使わないけど、なんで？」

　真横に吹き飛ぶように移動していた軍司の、さらにその横に黒兎が待ち構えていた。

　このタイミングでそこにいるのは、スピードだけでは説明できない。

　黒兎はこちらの動きを読んで先回りをしていたのだ。

「あのね、美優のスキルなんて、妹の私はもう見飽きてるの。だから、そんな借り物の技なら見切るくらい簡単なんだよ」

　黒兎はバク転をするような動作で、軍司のあごを両足で蹴り上げた。

　それは『ダンピールセイヴァー』における、ボーパルバニーの大キック。

　軍司は完全にカウンターをくらった。

　ヴァイオレットリングによる加速をしたばかりの軍司の身体はボールのように跳ね飛び、そのまま天井へと激突した。

「ぐぶっ……！」

　博物館の天井は堅い石造りであり、ダメージすべてが軍司の身体に響ひびく。

　だが、そのときは痛みよりも、寒さを強く感じていた。

　いや、寒さしか感じないのだ。

　下にいるはずの黒兎を見ようとしても、真っ暗でなにも見えない。

　いま自分が天井から落下しているのか、床に落ちたのか、はたまた天井にめり込んだままなのかさえ把は握あくできない。

　これはきっと死を超えるほどのダメージを受けたせいだ。

　ＡＰアルタプレイヤーであるが故に、ＨＰヒツトポイントのある限り一撃で死ぬことはない。だからこそ体感できる死の直前の感覚。

「…………《マテリアライズ》」

　軍ぐん司じは反射的にスキルを発動した。

　黒い刀身を持つ軍司の刀が白く輝くと、そこから温ぬくもりが全身に広がった。

　天あ衣いから託された《メディカルライフル》の回復スキルを使用したのだ。

　温もりが脳にまで達したとき、軍司はまだ自分が落下中であることに気づいた。

　ずいぶん長く感じた死の感覚──あれは、ＨＰがゼロになるまでの刹せつ那なの瞬しゆん間かんだったのだろう。ほんの僅きん差さで回復が間に合った。

　意い識しきが飛ばされたことで、思考するよりも早く、本能がスキルを発動させた。

　そのおかげで、軍司はリタイアを免れたのだった。

　体勢を立て直して着地すると、展示台の陰に身を隠す。

　ただし、これは最初で最後の回復だ。天衣のヒーリングショットは一日で二発と弾数制せい限げんがあるが、スキルを借りている軍司では一回が限界だった。

　幸い、黒くろ兎うさは追撃を仕掛けてくることなく、身体からだを上下に揺すりながら、あの独特の構えをし直した。

「美み優ゆの《フィジカルフィーバー》に、天衣の《メディカルライフル》……あといくつのスキルを素材化してあるの？」

「そんなこと教えられるか」

《マテリアライズ》によるスキルの借用は、軍司にとっての切り札だ。わざわざ手の内を明かすわけがない。

「五十個……百個……それとも、もう千個くらいは素材化したの？」

　黒兎は興味深そうに尋たずねてくる。

　その口にしている数は、いくらなんでも馬鹿げたものだ。千個なんて言ったら、特とつ区くにいるほとんどのＡＰのスキルを素材化しなければ無理な数字だ。

　ところが、そんな非現実的なことを語る黒兎の表情にふざけたところはない。

「百や千のスキルだって……本気で言っているのか？」

　ＡＰのバトルの勝敗は、スキルの相性で左右される。

　確かにそれだけのスキルを《マテリアライズ》で素材化していれば、どんなＡＰにだって対応できるだろう。

「あれ……もしかして、まだみんなのスキルを奪って、素材化してないのかな。だから、このバトルでも全然使ってこないの？」

「俺はスキルを奪ったりしない。スキルは仲間となって、初めて託されるものだ」

「えっ、なにそれ……そんなんで勝てると思っているの。お兄ちゃんらしくない……って、ごめんごめん、大丈夫。いまのそういうのんきなお兄ちゃんのほうが、私は好きだよ。大好きだよ。だから、そのままで、いまのままで、なにもできないまま負けてくれる？」

　何かに気づいたかのように、このとき黒くろ兎うさの気配が変わった。

　これまで口数は多くとも、ピリピリと他者を寄せ付けない妖よう気きのような緊張感を漂わせていたが、それが失うせた。

　ただし、それは決して油断をしたわけではない。

　これまで獲物を見定めていた野獣が、いよいよ狩りを実行に移そうとしている──そんな受け身から、攻めに転じた気配の変化だった。

　クロックアップによる超スピードに加えて、武器はほとんど通じないという不死身の肉体。まさしくモンスターだ。

　美み優ゆのヴァイオレットリングが見切られた状じよう況きようで、軍ぐん司じの打てる手は……

「考えても無む駄だだよ。いまのお兄ちゃんに勝てるはずがない！」

　黒兎は一匹の獣と化して、軍司に襲いかかろうとしている。

「いまの俺では無理かも知れない──」

　軍司の素材化しているスキルは《フィジカルフィーバー》《メディカルライフル》《サイドワインダー》《ザ・メイアー》の四つだけ。

　だが、もうひとつ。まだ、試していない仲間のスキルがある。

　その仲間の顔を思い浮かべたとき、同時に軍司の心にスキルの名前が浮かび上がった。

「だったら、この俺はどうだっ！　《マテリアライズ・ボーパルバニー２Ｐ》！」

　スキルを発動すると同時に、黒兎の鋭するどい爪つめが軍司を引き裂いた。

　その瞬しゆん間かん、軍司の身体からだは千々に分かれ、分裂していった。

「なっ、なんなのこれ!?」

　驚きよう愕がくする黒兎の周囲に白い毛玉のようなものが舞い上がり、それらは一斉に小さな白しろ兎うさぎとなって渦を巻いて回転する。

「ラビット・トルネ────ド!!」

「きゃあああっ!?」

　白兎たちの回転が生み出した竜巻に飲み込まれた黒兎を、さらに無数の牙きばが襲う。

　これはボーパルバニー最大のＥＸ必殺技、ラビット・トルネード。

　黒兎は身体中を噛かみ切られ、宙に跳ね飛ばされ、受け身も取れずに床に落下する。

　一方、バラバラだった白兎たちは、一箇か所しよに集まって、元の姿を取り戻した。

「あ、あなた……誰？」

　よろよろと立ち上がった黒兎が、戸惑った表情でこちらを見ている。

　自分では確認できないが、かなり姿が変わっているようだ。

　ただ、軍司は自分が何者なのかはよくわかっている。

「ボーパルバニーの２Ｐだよ」

　真っ白い毛皮に包まれた手足。背丈もやや縮んでいるようだった。

　きっと、いま軍司はほぼ黒兎と同じ姿をしているはず。

　ただし、その色は黒ではなく、白を基調としたもの。

　格闘ゲームにおいて同キャラ対戦をするときに登場する、色違いのキャラクター。よく２Ｐカラーと呼ばれているものだ。

「なんだ、やっぱり人のスキルを勝手に奪えるんじゃない」

　ここにいるのが軍ぐん司じだとわかって、黒くろ兎うさは落ち着きを取り戻したようだ。

「奪ったんじゃない。これは俺に託されたスキルだ」

「……私はお兄ちゃんにスキルをあげたつもりはないけど？」

「なら、これはおまえのモノじゃないんだな……きっと、もう一人のおまえから託されたものなんだろう」

「まさか、兎と穂ほのことを言ってるの!?」

「やっぱり、おまえと兎穂は違うんだ。兎穂は、俺にこのスキルを託してくれた……つまり、俺が勝つことを望んでくれている」

「そんなはずはない！」

「おまえは偽いつわりの中で生きることが幸せだと言った。けれど、それはおまえが真実を知っているからだ」

「お兄ちゃんは幸せじゃなかったって言うの？」

「そうじゃない……けれど、俺は美み優ゆのストラップを見るたびに、心がざわついていた。そして、その意味がわかったとき、やっと目が覚めた気がした。兎穂だってそうだったはず。もしも真実があるというのなら、それを知りたいと思うはずなんだ。誰かに与えられた偽りの中では、どんなに頑張って結果を得ても、それはやっぱり偽物でしかない。そんなのはむなしすぎる！」

「違うっ！　私の幸せは、美優のくれた世界にしかないんだ！」

「きっと、おまえのいう真実ってやつは、本当に辛つらいものなんだろう。だからって、何も知らない兎穂の世界に逃げようとするな！　それは自分で乗り越えろ！」

「うるさい、うるさい。もう話すのは止やめるって何度も言ってるでしょう。私に話しかけないでよ！」

　黒兎が跳ねた。

　くるりと空中で回転をして、かかとによる浴あびせ蹴げり。

　軍司はそれを両手でガードする。衝撃はあるが痛みはほとんど感じない。

　これが武器を受け付けないという、ボーパルバニーのモンスターとしての属性か。

　しかし、それは黒兎のほうが十分に承知している。

　ガードされたあと、黒兎はそのままふわりと軍司の首筋にまとわりつくように腕を絡めた。

「この前は逃げられちゃったけど……」

　抱きしめるようにして引き寄せ、黒兎はその唇を軍司の喉のどに当てる。

「あ、ああ……」

　黒兎の唇が触れると、軍司から気力と体力が奪われていった。

　それはまさしくバンパイアの吸血だ。

　ただし、吸われているのは血ではなく、生気そのもの。手足から力が抜け、心が萎なえていくのが自分でもわかる。

「くっ……！」

　たまらず軍ぐん司じは無数の小こ兎うさぎに変化して、バラバラになって逃げた。

　小兎になると、意い識しきが分散して深い思考ができなくなり、とても気持ちが悪い。便利だがあまり多用はしたくない技だった。

「せっかくのファーストキスだったのに」

　黒くろ兎うさは濡ぬれた唇を指でなでながら、妖あやしげな笑みを浮かべている。

「だったら、もっと大事にしろよ」

「だから、お兄ちゃんを最初の相手にしてあげたのに……けど、そんなふうに逃げ回るのならしかたないね。お兄ちゃんを痛めつけるのは嫌だけど、クロックアップのラッシュでＨＰヒツトポイントを削りきってあげる！」

　武器が通じないと言っても、それは完全ではない。わずかではあるがＨＰは減る。

　黒兎のいう「削る」とは、格闘ゲームにおけるガードの上から攻こう撃げきをしてＨＰを少しずつ削り取るというものだ。わずかなダメージを蓄積させるには圧あつ倒とう的てきな手数が必要だが、クロックアップによって加速された黒兎ならば、それも可か能のうだろう。

　ただでさえ《ボーパルバニー》の経験が違うのに、あのクロックアップまで使われては戦力差が大きすぎる。













　だが、それも諸もろ刃はの剣のはず。

「やめろ、セルジュの二の舞になるぞ！」

　すでに黒くろ兎うさの身体からだからは白い蒸気がたなびいている。

　さっき彼女に抱ほう擁ようされたときにも、異常に熱い体温が感じられた。

　だが、もはや黒兎は軍ぐん司じの言葉など聞く耳を持ってはくれない。

「今度はコンボを途中で切らさない！」

　それは軍司がダウンするまで一方的に攻こう撃げきを続けるという宣言。

　だが、決して大げさな言葉ではない。

　クロックアップを使った黒兎のコンボにハメられたら、もうおしまいだ。

「こっちだって、大人しくハメられるつもりはない！」

　軍司は文字通り跳ねるようなバックステップで、黒兎との距離をとる。

　ボーパルバニーとなったことによる身軽さを活いかし、棚から、別の展示物の上へと跳ね回り、展示室を飛び出し、ホールのほうまで逃げてくるが……

「残念。外への扉は閉ざしてある。それとも、時間稼ぎのつもり!?」

　確かにそれは消極的だが、効果的な作戦かもしれない。

　このままうまく逃げ回り、攻撃をガードしてしのぎきることができれば、いずれ黒兎はクロックアップの熱暴走によって行動不能になるかもしれない。

　どちらが先に動けなくなるかの我慢比べは、そこまで分の悪い賭かけではない。

　だが、軍司はその作戦を選ばなかった。

　高熱に苦しむセルジュと、それを案ずるモナの姿が頭に浮かんだからだ。

　黒兎をあんな姿にはさせたくない。

　互いの望みの強さをぶつけ合うバトルに、その幕引きは相応ふさわしくない。

　そして、黒兎だって、それを敗北とは認みとめないだろう。それではこのバトルの意味は半減してしまう。

「いいや、クロックアップがおまえを焼き尽つくす前に、俺がおまえを倒してやる！」

　逃げ回る中で、軍司はホールの中央に鎮座する、ティラノサウルスの頭頂部にまで登っていた。

「もう逃げ場はないよ！」

　当然、黒兎も兎うさぎというより猫のような俊しゆん敏びんな動作で、この巨大な肉食獣の骨を駆け上ってきている。

　黒兎の言うとおり、もはやどこにも逃げる場所も、隠れられる場所もない。

　だが、それは黒兎にとっても同じことだ。




「天井を消してくれ！」




　軍ぐん司じは《ボーパルバニー》のスキルを解除してから、祈るように叫んだ。

　もちろん、いくらバンパイアに追われているからといって、神様に祈ったわけではない。

　これまでの軍司と黒くろ兎うさの会話を聞いて、きっとこちらの作戦に気づいてくれているはずの、聡そう明めいで頼りになる仲間に呼びかけたのだ。

　そして、その祈りは届いた。

　天井を覆おおう巨大な石材の一つが砂のようになって分解され、大きな穴が空いた。

　そこから差し込むのは日の光。

「うっ……なによこれっ!?」

　日差しを浴びた黒兎の動きが鈍にぶる。

「もう一人、俺に仲間がいるのを忘れてないか？」

「流る音ねのこと？　けど、いくら私がバンパイアでも日光で焼け死ぬなんてことはない。ただ、ちょっと苦手なだけなんだから！」

「そうだとしても、ずいぶんとまぶしそうだぞ！」

　ただでさえ暗い博物館にずっといたのだ。

　闇やみに目が慣れきっているところに、いきなりの日光。しかも、バンパイアであればなおさらのこと、この光はまぶしく感じるに違いない。

　軍司は天井に開いた穴から差し込む光を背に受けて、黒兎に向かって飛びかかった。

　自由落下よりもはるかに勢いのある加速力で、下で目を細めている黒兎に迫る。

　この加速は、もちろんヴァイオレットリングのおかげ。

　だが、そのスミレ色の輝きも背はい後ごの日光に隠されてしまい、黒兎には見切ることはできなかっただろう。

　隙すきを生み出すと同時に、こちらの攻こう撃げきのタイミングを隠す、合わせ技だった。

　軍司は、そのまま黒兎の胸元に体当たりするように激突する。

　このとき軍司は刀を装そう備びしていなかった。

　それはただの身体からだと身体のぶつかり合い。

　当然、これでは黒兎にはわずかなダメージしか与えられない。

「なにやってるの。そんなことで倒せると思ってるわけ？」

「ああ、これでおしまいにしよう」

　博物館の天井が次々と崩れていく中で、軍司と黒兎は互いに抱きしめ合うように落下していく。ほんのわずかな時間であるはずなのに、軍司にはそれがやけに長く感じられた。

　軍司はメインウェポンの刀を顕けん現げんさせる代わりに、隠し持っていた小さなナイフを黒兎の胸に当てる。

　その直後、二人は床へと落下。

　軍司は落下の勢いを利用して、手に握ったナイフを黒兎の胸の奥深くに突き立てた。

　自分の胸に深々と刺さるナイフを見て、黒兎は馬鹿にしたように笑う。

「その小さなナイフがどうかしたの…………ええっ!?」

　ところが、これまでどんな攻こう撃げきも受け付けなかった黒くろ兎うさにとって、そのナイフの一撃はまるで別だった。

「い、いや……いやぁぁっ!!」

　黒兎は絶叫を上げた。

　苦く痛つうに顔を歪ゆがませ、床をのたうちまわり、胸のナイフを手で引き抜こうとするが──それに触れた途端、指先からは黄色い硫い黄おう臭のする煙けむりが吹き出した。

「きゃあああっ!?」

「バンパイアは銀に弱い。俺でもそのくらいは知ってる」

「じゃあ、これって……」

　触ることさえ恐れるように、黒兎は胸に突き立てられたナイフを見下ろす。

「この博物館に飾られていたアンティークの銀食器だ」

　確かに、ＡＰアルタプレイヤー自身を伝説のモンスターにするスキルは恐るべきものだ。

　けれど、それは同時に己の弱点をさらしていることにもなる。しかも、バンパイアと言えば、おそらく世界でもっとも多くの弱点が知れ渡っているモンスターだ。

「そんな……私が負けるなんて……クロックアップまで使ったのに……」

　日光にさらされ、銀の武器で胸を突かれる。

　バンパイアの最期として、これ以上相応ふさわしい条件はあるまい。

　それはいま黒兎が身を以もつて感じていることだろう。

　黒兎のＨＰヒツトポイント表示は、みるみるうちにブルーから血のような深しん紅くへと変化していく。

「おまえは言ったな。望みが強いほうが勝つって。俺は一人だけで戦ってたんじゃない。《ボーパルバニー》を託してくれた兎と穂ほも一緒だったんだ。二人の望みを合わせた力が、おまえより弱いわけがない。それに、ほかにも俺にはたくさんの仲間もいる」

「ずるいよ、お兄ちゃんだけ……私は一人なのに。いやだ、いやだ、いやだよぉっ!!」

　子供のように泣き叫びながら、黒兎はＰＤＳを取り出す。

「なにを……？」

「ア、アルタリアリティ……私のっ、私の望みを──！」

「まさか、やめろっ！」

　すべての望みを叶かなえるというアルタリアリティ。

　黒兎はそれになにを望むつもりか……それは、バトルの勝利か？

「そこまでして、おまえは勝ちたいのか！」

　だが、こればかりは軍ぐん司じも防ぎようがない。

　黒兎を止めるために攻撃をすれば、いまはＨＰはゼロ寸前の状態。下手をすれば、彼女の生身を傷つけてしまうかもしれない。

　ＨＰを失ったＡＰの脆もろさは、美み優ゆの死を以て、軍司の胸へと刻み込まれている。

　半死半生で床に伏す黒兎の背に追撃を加えるなど、そのトラウマを背負う軍司にはどうしてもできなかった。




「おおっと、驚おどろいたよ。アルファトーナメントの最中に呼ばれるなんてね」




　突とつ如じよ、黒くろ兎うさのＰＤＳから、猫の姿をしたオメガコンプレックス社長のアバターが出現した。

「アルタリアリティ、私の望みを叶かなえて！　お兄ちゃんに勝たせて!!」

　黒兎が血の吐くような叫び声で社長に訴えた。

　やはり黒兎の望みは、それなのか……

「黒兎……なんで……どうしてわかってくれないんだ。」

　軍ぐん司じは黒兎の望みを聞いて絶望した。

　このバトルを黒兎の勝利とすることくらい、アルタリアリティならば簡単に叶えられるはず……だが、なぜか社長は大きな頭を左右に揺すって、困ったような素振りを見せた。

「うーん、ちゃんと本心から望んでくれないと叶えようがないなぁ。アルタリアリティはＡＰアルタプレイヤーの強い望みを原動力として、現実を改変アツプデートするモノだからね」

「なに言ってるのよ。本心から……私は本気で、そう望んでいる！」

　社長は首をかしげ、虚うつろなアバターの目でじっと黒兎の顔をのぞきこむ。

「確かにきみの内の大部分はそう望んでいるみたいだけど……ほんの一部は、別のことを望んでいる。それでは本心とは言えないよ」

「そんなことはない！」

「……いや、黒兎。それはきっと兎と穂ほの望みだ」

「兎穂が……!?」

　軍司の言葉に黒兎が悲鳴にも似た驚きの声を上げたとき、ちょうどＨＰヒツトポイントがゼロとなった。

「あっ、ああっ……」

　ＨＰがゼロとなれば、ＡＰはスキルが使えなくなる。

　当然、黒兎はボーパルバニーの姿から、元の人間へと戻っていき、カチンと澄んだ音を立てて、ボーパルバニーの胸に刺さっていたナイフは床に落ちた。

　いまの黒兎は、軍司が卒業した中学校の制服姿。

　軍司の家の隣に住んでいた、見慣れた幼なじみの姿だった。

「兎穂はおまえが一人で戦うことを望んでいない。そして、また偽いつわりの世界に戻ることも望んではいないんだ」

「兎穂が……また、兎穂が邪魔をしたの。お兄ちゃんにスキルを渡して、私の望みまで邪魔をして……私は自分にまで裏切られたっていうの？」

「俺はお前を一人にしたつもりなんてない」

「でも、お兄ちゃんが欲しいのは、兎穂のほうなんでしょう？　兎穂に戻って欲しいんでしょう!?」

「……確かに、俺はおまえのことをよく知らない。幼なじみの兎穂の姿しか知らない」

「だけど、弱い兎と穂ほじゃあ、お兄ちゃんを守れないんだよ！」

「そんなことはない。兎穂のおかげで、俺は勝てたんだ。お願いだから、おまえも一人で抱え込んで、一人で戦おうとしないでくれ。それで美み優ゆのように、誰かが犠ぎ牲せいになるのは、もう嫌なんだ……」

　軍ぐん司じは黒くろ兎うさの両手を握りしめ、ずっと想おもい続けてきた気持ちをぶつける。




「私……兎穂じゃないよ。それでも、一緒にいていいの？」




　しばらくうつむいていた黒兎が、ゆっくりと上げたその顔は、軍司のよく知る兎穂とだぶるようだった。

　いや、そもそも二人は同じなのだ。

　記憶が違うだけで、心は同じ。

　黒兎、兎穂、どちらでもあり、どちらでもない。

　そんな彼女が──仲間になりたそうにこちらを見ている。

　だったら、軍司の答えはひとつしかなかった。

「最初から仲間だよ」














　　　　BONUS STAGE









『アルファトーナメント第五試合、準決勝を勝ち進んだのはアルファトロフィー枠わくの軍ぐん司じチームに決定しました!!』




　黒くろ兎うさとミハイルがリタイアしたのを受けて、直接戦闘手段を持たないモナは潔く自らリタイア宣言をした。

　みんなを別世界の村に取り込んでいた《ピースフルビレッジ》も解除され、いま軍司たちはアルファトーナメントのバトルフィールドへと戻ってきている。

「せっかく、港を丸ごと貸し切ってくれたのに、少しもバトルに使わなかったな」

　軍司は海の香りを感じながら、ほっと一息つく。

　贅ぜい沢たくなフィールドだったのに、これはちょっとトーナメント運営委員会に申し訳なかったかもしれない。

『ミハイルと黒兎を連続リタイアさせるとは、軍司の見事な二人抜きでしたね！』

『天あ衣いと流る音ね、姉妹がそれぞれの軍司のフィニッシュをサポートするというのも良い流れだったねぇ。チーム連携の差が、結果にそのまま出たバトルだったね』

　いつの間にか社長は実じつ況きよう席に戻っており、アナウンサーと今回のバトルについて語っている。

　社長が宣言した通り、オメガコンプレックスの謎なぞの技術によって、どうぶつの村でのバトルの様よう子すはしっかりと中継されていたらしい。

　それは、スタンドの観かん客きやくたちが大歓声で軍司たちを迎えてくれていたことでも、十分に伝わってくる。

　軍司がどうやって美み優ゆのアルファトロフィーを手に入れたのか──そんな疑惑など吹き飛ばすだけのバトルを披露できたと思って良いのだろう。

　軍司と流音は、ＨＰヒツトポイントゼロとなり動けない天衣を挟むように抱いて支え、その歓声に応こたえた。

　一方、敗北したミハイルはクロックアップの影響のせいか、モナに付き添われ、すぐに医い療りようスタッフに運ばれていった。

「大丈夫でしょうか、ミハイルさんは……」

　自分もＨＰゼロで身動きできないというのに、天衣はストレッチャーで運ばれていくミハイルのほうを心配そうに見つめている。もし自分が動けるのなら、すぐにでもヒーリングショットで回復させてあげたい……そんな顔だった。

　確かに心配ではあるが、いまのミハイルにかけてやれる言葉を軍司は持っていない。

　なにを口にしたところで、それは勝者だからこそ語れる、傲ごう慢まんな言葉と受け取られてしまうだろう。

　けれど──

「大丈夫だろう。モナがついているんだから」

　そう、ミハイルのそばには、あの優しいモナがいる。

　無責任に悪態を投げつける顔も知らない何万人の連中よりも、そばにいてくれる人のほうが何万倍も大切であることに、いずれミハイルも気づいてくれるだろう。




「お兄ちゃん……」




　ミハイルとモナがいなくなり、残された黒くろ兎うさは、ストレッチャーの脇に腰をかけ、離れたところから軍ぐん司じを見つめていた。

「ほら、軍司。天あ衣いのことは私に任せて、あの子のところに行ってあげなさい」

　流る音ねは天衣を一人で支えられるよう抱き直すと、軍司の背中を軽く叩たたいた。

　ほんのささやかな後押しだったが、軍司は黒兎のほうへと歩を進める。

「……大丈夫か？」

「ええ、ＡＰアルタプレイヤーはＨＰヒツトポイントが残っている限り怪け我がはしない。ナイフの傷も残ってないわ」

　黒兎は制服の上から胸に手を当てると、安心させるように少しだけ笑って、軍司を見上げる。

「そうか、よかった」

　いまの黒兎からは、バトルのときのような人を寄せ付けない危うさはもう感じられず、すっかり落ち着いているようだった。もしかすると、あのように感情的になるのもクロックアップの副作用だったのかもしれない。

　そんな黒兎に、軍司は余計に兎と穂ほの面おも影かげを感じる。

　すると、黒兎も自分を見つめる軍司の視線の意味に気づいたようで、ゆっくりと語り始めた。

「……いままで私は兎穂の気持ちを、別のモノだと思って無理に封じ込めていた。けれど、これからはそれも受け入れることにするよ」

「それは……どうして？」

「だって、兎穂としてお兄ちゃんと過ごした時間も無む駄だにしたくないもの。これからの私は黒兎であり、兎穂でもある。お兄ちゃんは少し変な感じがするかもしれないけど……そんな私でも仲間にしてくれる？」

「ああ、もちろんだ」

　軍司だって、そんな黒兎であり、兎穂でもある彼女に慣れるよう努力するつもりだ。

　そうなるように望んだのは、軍司自身なのだから。

「じゃあ、その前に……最後に……いまの黒兎にしかできないことをするね」

　黒くろ兎うさの表情から笑みが消えたことに気づき、軍ぐん司じは急に不安を覚える。

「なにをする気だ……？」

「いまからアルタリアリティに望みを叶かなえてもらう」

　アルタリアリティという言葉を聞いた途端、軍司の身体からだはざわっと総毛立った。

「だったら、頼む！　美み優ゆを生き返らせてくれ!!」

　軍司は我を忘れて、黒兎に懇願する。

　これまで自分がトーナメントに優ゆう勝しようして、自分で美優を生き返らせようと戦ってきた。

　だが、それでも、目の前に無条件で美優を生き返らせるチャンスがあるというのならば、軍司は恥を捨ててすがることをいとわない。

　そんな軍司を軽けい蔑べつするわけでもなく、黒兎はただ辛つらそうに首を横に振った。

「それはできないの」

「どうしてだ!?」

「それじゃあ、なんの解決にもならないの。このままでは、お兄ちゃんでは栄え楠くすに勝てないから」

「そんなことは──！」

　軍司の叫びを、黒兎は恐ろしい言葉で遮さえぎった。

「いまのお兄ちゃんには、私のパパを殺したときのような覚悟がない」

「なんだって……俺が、おまえの父親を殺した……？」

　そう言えば、黒兎はバトルの最中に妙なことを言っていた。

　自分の父親はモンスターだと……あれはいったいどういうことだったのか。

　いまの言葉と関係があるのか。

　またも軍司の忘れてしまった過去が、不吉な音を立ててまとわりついてくる。

「栄楠がアルタリアリティに望んでいる限り、二人のバトルはどうしても避さけられない。そして、そのバトルのとき、美優の死という強い憎しみを持っていなければ、お兄ちゃんは万が一にも栄楠に勝てない。だからこそ、私は美優を生き返らすことはしない。優しい兎と穂ほは嫌がるかもしれないけど、黒兎にならこの冷たい選択をすることができる」

「じゃあ、いったいおまえはなにを望む気なんだ……」

「もちろん、お兄ちゃんがずっと望んでいたことだよ」

　黒兎は悲しそうな目をしながらＰＤＳを取り出し、大声で呼びかけた。




「アルタリアリティ、望みを叶えて。覇は鳥とり軍司の改変アツプデートされた記憶を元に戻して！」




　すると、スタンドに向けられている大型モニターの中の社長が、不意にこちらを向いた。

　モニターから見えるはずもないのに、まるで軍司たちを見つめているかのよう。

『うん、それはきみの本心からの望みだね』

　いままで実じつ況きよう席で世界に向けてバトルの解かい説せつを続けていた社長が、黒兎が望みを口にした途端、アナウンサーとの会話を無視して応こたえた。

　軍ぐん司じと黒くろ兎うさの会話が聞こえていない観かん客きやくたちには、いったいなんのことかわからない。

　スタンド席にどよめきが起きるが、社長は少しも気にもかけずに言葉を続けた。




『では、きみが望むように世界を改変アツプデートさせよう！』




　──この瞬しゆん間かん、世界は改変された。

　とはいえ、それは覇は鳥とり軍司の脳内の記憶のみという、アルタリアリティの能力に比べれば、非常に局所的なものに留とどまった。

　しかし、軍司にとっては、世界すべてが別のモノへ一変したのと同義。

「これは……そうか、こういうことだったんだ……」

　その感覚はなんとも表現しづらいものだった。

　思い出すというよりは、書き加えられたという感じ。

　いや、それも違う。

　いまの自我を保ちながら、まったく別の人間の意い識しきに入り込んで、同化したような……といったほうが正しいだろう。

　最初、記憶が二重にだぶって混乱したが、それはほんのわずかな間だけだった。

　速やかに二つの記憶は統合されて、ごく自然にこの状じよう況きようを受け入れることができた。

　これまで表皮にまとわりついてきていた過去は、すべて軍司の身体からだの一部となって馴な染じんでいく。その変化はあまりにすんなりと行き過ぎて、我ながら驚おどろくほどだった。

「お兄ちゃん、思い出した？」

　いま目の前にいる黒兎を、ついさっきまでとはまったく違う気持ちで見ている自分がいる。

　以前、軍司は強い望みを持っていた。

　それを叶かなえるため、軍司は黒兎の父親──オメガコンプレックスの前社長を殺したのだ。

「ああ、思い出したよ」

　そして、すべてを現実とする力。アルタリアリティを手に入れたのだ。

「世界をこんなふうに改変したのは……俺だったんだ……」




　みんな……みんな、自分がしたことだったのだ。




「ちゃんと、望みは叶えられたようだね」

　いつの間にか、社長の猫のアバターが軍司の足元に現れていた。

　その姿……記憶を失っていた軍司にとって、日常と非日常の橋渡しであったＰＤＳのストラップのぬいぐるみと、どこか似ている気がする。

　それもそのはず。

　このアバターのほうが、軍ぐん司じが美み優ゆからプレゼントされたぬいぐるみを真ま似ねて、いまの姿となったのだから。

「そうやって、ずっと俺を見ていたのか……アルタリアリティ」

　社長は感情のない丸い目でこちらを見ていたが、そう問われると、軍司に対して大きな頭をうやうやしく垂れるのだった。




「おかえりなさい。代役アバターを務めながら、戻られることをお待ちしていましたよ、現オメガコンプレックス最高経営責任者ＣＥＯ──覇は鳥とり社長」





Go to the Final Stage
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　ずっと執筆していた原稿の終わりが見えてくると、むらむらとコンピューターゲームがしたくなって、ポチポチとネット通販のボタンを押してしまいます。

　最近のマイブームは、発売から一年くらい経って、賛否両論が落ち着いたゲームで、良い評価のものを探して買うこと。

　ええ、すっかり守りの姿勢になっていますよ。

　あと、ネットの情報にも踊らされています。

　もちろん、新発売のゲームをいち早くプレイして、みんなと一緒に新発見をしていくのもワクワクするのですが、仕事を終えてのプレイには安心感のあるものを選びたいのです。

　そして、難易度は基本的にノーマル。

　簡単だろうが、難むずかしかろうが、ゲームデザイナーさんの提てい供きようする味ゲームバランスそのままでいただくことにしています。

　みなさんの評価が高いゲームは、さすがにバランスも絶妙でして「こんなの絶対無理だ！　バーカ、バーカ！」とコントローラーを投げ出すようなシーンがなくて……実は困っています。だって、いつまでやっても、終わらせるタイミングがつかめないんですもの。

　たとえゲームオーバーになっても、「いや、こうやればクリアーできるんじゃね？」と、すぐに別のやりかたが思いつき、トライ＆エラーをいつまでも繰り返してしまう。

　そして、ようやくクリアーできたと思ったら、すぐに次の絶妙なバランスのイベントが発生……またも挑戦してしまうという。

　ぬるりぬるりと深みにはめられていくのを実感させられます。

　あと、最近、自分の嗜好に気づいたのですが、スナイパーライフルなどで超遠距離から一方的に敵を狙そ撃げきするのが楽しくてしょうがありません。

　ゲームの中でも敵たにんと接近戦コミユニケーシヨンをしたくないという自分に、少し不安を感じています。大丈夫なのか？




　さて、今巻でも、たいへん多くのかたにお世話になりました。

　吟様、素敵なイラストをいつもありがとうございます。

　そして、担当様を始めとして、この本に関かかわってくださったすべての皆様──なにより、ここまで読んでいただいた読者の皆様に、最大限の感謝を！




　次の巻では、いよいよ軍ぐん司じの過去がすべて明かされ、アルファトーナメントも決勝戦に突入します。

　乞うご期待ください。


内うち山やま靖やす二じ郎ろう
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